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　ずんずんずんと、大きな音を響かせる。

　ながったるい部ぶ室しつ棟とうの廊ろう下かに反響するのはオレ、小こ林ばやし修しゆう司じの足音。気合いの入った音に聞こえるのは憤ふん慨がいしているからだ。

　オレは一つの部室の前に立つと、息を吸い込み扉に手をかけ、

　がらっしゃ――ん！

　扉を開け放ち、肺はいに溜ためた空気を解き放つ。

「おい、京きよう太た郎ろうっっっっっっっっっっっっ！　説明、しろぉぉぉおおおおっっっっっ！」

　怒ど声せいが部屋中の窓を振動させ、埃ほこりが舞う。




「――騒そう々ぞうしいな、小林くん」




　オレの声に応こたえる旋せん律りつが、部室の前方から聞こえてきた。

　ジロリとその方向を睨にらみつけると、オレたちが通う私立福ふく泉いずみ高等学校（略りやくして福ふく高こう）指定の制服、紺こんのブレザー、下にはベージュのベスト、グレイのズボンを身に着けた少年が、狭苦しい部室前面の目立つ位置を陣じんどり、コイツが持ち込んで設置したどこからかパクつてきた教卓の上に座り込んでいた。胸ポケットから出した金色の懐かい中ちゆう時ど計けいの蓋ふたをパカパカといじりながらオレに流し目を送るそのバカ野郎は、幼なじみにして腐くされ縁えんが切れることのないただのバカ。名前は、――明あけ智ち京太郎。

　見た目としては、爽さわやか少年に見えないこともないチビ助だが、中身はバカ。中身はバカ。大事なことだから二回以上言ってますよ！




「――それで、シュウはなぜ怒っているのかしら？」




　京太郎の隣となりには、やはり同じブレザーに灰色に白のチェックの入ったスカートをまとった長い黒くろ髪かみ、背の高いスラッとした少女がいた。――玉たま村むら文ふ美み。それがこの少女の名前だ。可か愛わいらしいというよりも知的美人キヤリアウーマン。少女というより女とか女性とかの表現の方がしっくりくるヤツだ。

　さて、このもう一人の幼なじみくされえんにあたる女だが、流れから察さつせられる通りの女だ。

　つまり、京太郎もバカだが、――この女も大たい概がいバカなのだ。




「うるせーよ、文美。……いやまて、お前もグルかっ！　そうなんだな！　ああ、そうかいっ！　お前らのせいでオレがどんな目にあったか教えてやろうか！」

　バンバンと近くにあった机の上を叩たたき、吼ほえる。

　ワケがわからないといった風の表情を貼はりつけた京太郎は、首を傾かしげながら言葉を発した。

「へぇ、『狂きよう乱らんの破は砕さい音おん』ともあろう男を怒らせたこととはなんだい？」

　それだ。なんなんだ、その――、

「その『狂乱の破砕音』ってなんのことだぁぁぁぁぁあああああああああああっ！」

「ん？　おかしなことを言うな。ぼくがつけたキミの二つ名じゃないか」

「それがおかしいんだよぉぉおおおおおおっ！　なんでっ、お前にっ、そんなっ、名前をっ、つけられなきゃならんのだっ！」

「それは一階の廊下のガラスを全部割った犯人が、――キミだからだ」

「またオレを犯人にしたてやがって！　お陰かげで職員室に呼び出しくらってめっちゃ叱しかられたぞ！　だいたい、オレはガラスを割ってねぇし。……ちょっと待て。全部ってなんだ？　割れてたガラスは一枚だけだっ！」

「はぁ……。犯人はみんな言い逃のがれするんだよ……」

「なんでそんな哀あわれむような顔してんだよ、お前っ！」

　マシンガンのごとき言い合いに発展する。興奮しているオレと冷笑を浮かべる京太郎。なんなんだろーな、この温度差はっ！

「ふふ、次にシュウが口にするセリフを当ててみせるわ」

　そこで、オレたちの会話に割り込んでくる文美。

「おう、当ててみせろやっ！」

　売り言葉に買い言葉的な反応をしてしまうと、今度は京太郎の割り込みが入った。

「――玉村くん。ぼくも容よう易いに想像できるよ」

　顔を見合わせて、目と目で会話するアホ二人。

「じゃあ、同時に言いましょうか」

「せーの……」




「「証拠をもってこい」」




　見事にハモったバカたちは、「ははは」「うふふ」と笑い合う。イライライラ。そうかい、お前らに乗ってヤンよ。言ってヤンよ、そのセリフをなぁっ！

「オレが、一階の、ガラスを、割った、証拠を、もってこいやぁあぁああっ！」

　一句ずつ区切りながら言い放ってやった。そうだ、証拠なんてあるワケねぇ。なぜなら、オレは割ってないし、その時間アリバイがあるからだ。

「くくくく」

　唐とう突とつに笑い出す京太郎。

「とうとう墓ぼ穴けつを掘ったな、小林くん……。いや、『狂乱の破砕音』！」

　オレをビシッと指差し、鬼の首を取ったような顔。

「どういう意味だ？　つーか、そのアホみたいな名前でオレを呼ぶなっ！」

「――探偵小説、ドラマ、アニメにおいて、証拠を持ってこいと言った人物がだいたい犯人なんだよ！」

　ど―――――ん！　と、バックに表現されていそうなしてやったり顔を浮かべた京太郎。

「さすが京ちゃんね！　見事な推理だわ！」

　感かん嘆たんの声を上げる文美。

「蛆うじ涌わいてんのか、お前らはぁぁぁああああっ！」

　ぶん殴りてぇ！　無性に投げ飛ばしてぇ、コイツら。

「一階のガラスが割れた時、オレは体育館で体育の授業受けてたっつーのっ！　お前らも同じクラスだろーが！　同じ授業で、バスケットボールやってたろーがよぉっ！」

　しかし、オレの言葉に納得のいかない表情を貼りつけた京太郎は、さらにとんでもないことを言い出したのだった。

「そのアリバイは簡単に崩れる。あの時、授業を受けていた小林くんは、小林くんの双ふた子ごの弟だったのだ！」

「そうか、さすが京ちゃん！　それだったら、シュウのアリバイは崩れるわ！」

「あのなー、オレら一応幼なじみだよなぁ。オレが一人っ子だっつーことは幼稚園の時むかしから知しってるはずだよなぁ？」

「――だから、その事実がブラフだったらどうだろうか……？」

　京太郎が唇くちびるの端を吊つり上げ、ニヤリと笑う。またバカげたことを思いついたらしい。

「……ブラフ？　どういうコトなの、京ちゃん？」

　文美、訊きかんでもいいわっ！　絶対、ロクでもない話に違いないんだからよぉっ！

「いいかい玉村くん、これは計画的な犯罪だ。――小林くんはね、この事件を起こすために、自分が双子であることをぼくたちに偽いつわって生活していたのさ！　そう、噓うそを吐ついていたからぼくたちは彼が双子であった事実を知らなかったのは当たり前なんだ！」

「そうか、それなら納得がいくわっ！　さすが京ちゃん、名推理だわ！」

「どこがっ！　だいたいオレが学校の窓ガラス割ってなんの得があるんだよ！　しかも、何年も前からただガラスを割るだけの犯罪計画を練ねるなんて、どんなバカだよっ！　意味わかんねーよっ！」

　はぁはぁはぁ。一気に捲まくし立てたための息切れ。だがヤツは、涼しい顔をしてオレに向かって言い放つ。

「くくくく、下へ手たな小こ芝しば居いはやめるんだ小林くん。ぼくがそんな誘導に引っかかると思っているのかい？」

「はぁ？」

「どういうコトなの、京ちゃん？」

　ふぁさーっと前髪を掻かき上げ、特等席きようたくの上に座り直す京太郎。

「この事件の本当の意味は、――警告さ。つまり、誰だれかに対するメッセージ」

「……警告？　なるほど、わかったわ京ちゃん。シュウは誰かを脅きよう迫はくしているのね。ガラスを割るということが、本人たちにしかわからないメッセージになっている。つまり、言うコトを聞かないとオマエもガラスと同じようになるぞという意味なのね」

「そう、その通りだよ玉村くん。……彼は、窓ガラスを割るという行こう為いによって、誰かを脅迫しているんだよ！

　――小林くん、いや『狂乱の破砕音』。観かん念ねんして、罪を認めたらどうだっ！　脅迫している相手は誰なんだいっ？」

　ポカーン。思いっ切り置いてけぼりをくってしまった気分だ。とんでもないことになってきましたねぇ。コイツらの言っていることがさっぱり理解できない。

「さあ、吐くんだ小林くんっ！」

「さあさ！」

　――なんでオレは文芸部室で頭のおかしい二人組の男女に取り調べを受けているんだろう？　あー、そろそろ手が出てもいいよな。

　オレがギュッと拳こぶしを握にぎり締めた時だった。

　がらがら、ぴしゃん。

　引き戸が開いて閉じる音がした。

　ゆらーっと幽ゆう鬼きのように突っ立っている眼鏡めがねの女性。目には涙を浮かべ、口から魂たましいを吐き出しているなんとも人ひと様さまに見せられない表情を貼りつけた、オレたちの担任にして部活顧こ問もんの中なか村むら喜き久く子こ先生だ。

「小林くんは、犯人じゃないわよ～。さっき野球部の男子生徒が名乗り出たもの～」

　カクンカクンと一歩ずつ歩くゾンビ。

　彼女の発したその一言は、オレが求めていたものだった。そう、第三者による証言。証拠となる言葉だ。

「うっし、これでオレの無実は証明された！　ありがとー、先生！　感謝するぜ！」

　胸を張って京太郎たちに向き直る。しかし、京太郎は顎あごに手を当てて考え込んでいた。何か嫌な予感がする。

　京太郎がおもむろに口を開いた。

「――小林くんはその野球部の生徒を脅迫していた。だから、恐怖に屈くつした彼は小林くんの代わりに名乗り出たんだ。スケープゴートとしてね」

「なるほどっ。さすが京ちゃん、見事な推理だわっ！」

「うるせーよ！」

　ごつん、ごつんと二人の脳のう天てんにゲンコツをくれてやる。

「うぐっ！　ぼ、暴力は何も解決してくれないぞ！　ぼくは話し合いを希望する！」

「そうよ、そうよ！」

「黙だまれ」

　抗議の声を一いつ蹴しゆうして、美人が台無し状態のカクカクしている先生に声をかける。誰も指し摘てきしないからな。オレが訊くしか、な。

　とりあえず、バカたちが口にした窓ガラスなんたらの話は置いておき、中村先生ゾンビに声をかけた。

「それで、先生。なんでそんな死んだ魚のようになっているんですか？」

「うえぇぇえ……」

　眼鏡のレンズまで涙でベトベトにした泣き虫女教師は、泣きじゃくりながらワケをぽつりぽつりと口にしだした。

「……放課後の、全校……、集会……のことで、すっごい、怒られた……」

　あー、そりゃ怒られるだろうな。でもまぁ、自じ業ごう自じ得とくの面もあるからなぁ。

　原因の一いつ端たんを担うバカを見やる。発端は確かに先生だが、その解決をこのバカに頼んだ先生も悪い。

　そう、始まりは今日の昼休みのことだった――。




　　　　◇




「明智くん、助けてぇ！」

　教室の窓際の席に座り、明るい太陽を照明代わりにしながら推理モノの小説を愉たのしんでいた京太郎のもとに、中村先生が助けを求めてやってきた。

　涼しげに顔を上げた京太郎は、「どうしたんですか？」と、先生に訊たずねる。こういう流し目チックな表情が絵になる男だとつくづく思う。まぁ、それがムカつくんだがな。

「全校生徒に配るプリントのマスターペーパーがなくなってしまったのよぅ」

「そ、それは凶悪な事件ですね！　分かりました、この明智京太郎が力になりましょう」

　どこら辺が凶悪な事件なんだか。ただ、教師がプリントなくしたってだけじゃねーか。だが、それだけで終わらないのがこのバカの思考回路のうみそだ。

「じゃあ、詳しく話してください」

　パタンと文庫本を閉じて、椅い子すに座り直す京太郎。眼まな差ざしは真剣そのもの。その空気に呑のまれた先生は、真ま面じ目めな顔をして京太郎の前に座る。

「これは、さっき起こったことなの」

「タイムリーな話ですね」

　神しん妙みような貌かおをして頷うなずく京太郎。顔に似合わず、何かバカなことを考えているに違いない。

「ほら、四時限目のロングホームルームにプリントを配ったでしょ。学校行事の日程みたいなプリント。あのあと、職員室に帰ってコピー機の中を見たらマスターペーパーがないのよ！　お願い、どうにかして捜し出して欲しいのよぅ」

　そう言った後、「あ、他の先生方には内緒で」なんてことをつけ加えて説明が終わる。

「なるほど……、わかりました。それでは、コピー室じけんげんばで詳しい話を聞きましょう」

「え、ええ……」

　二人は連れだって教室から出て行った。

　そして、昼休み終了ギリギリに戻ってきた京太郎に先ほどの事件――紛失物プリントのことを訊いてみると、あとで聞き込みをするという。うん、まぁ、オレにはあんまり関係ないことなので、「頑張ってくれ」と一言だけ告げておいた。




　それから五時限目の数学を受けて、放課後が訪れる。

　今日は全校集会があるので体育館に教きよう職しよく員いん、全校生徒が集められて白しら髪が爺じいさん校長のありがたいんだかありがたくないんだかわからないながーいながーいお話を聞かされるワケだが、――どうも胸騒ぎがする。なぜなら、アイツの姿が見えなくなっているからだ。

　しかし、ステージに校長が立ってしまったので捜しに行くわけにはいかず、不安を抱えながらも背筋を伸ばし、話を聞くための体勢を整える。

「えー、先日、中間試験が終わり、そろそろ結果がみなさんの元に返ってくる頃だと思います。それはみなさんが、いかに日頃しっかりと勉強していたかの証明であり―――」

　校長の長話耐たい久きゆうレースが始まった。貧ひん血けつ持ちにとっては、地じ獄ごくのような時間。貧血を持っていなくてもやっぱり地獄なのは変わらないが。

　生徒全員みんなの心が一つになり、早く終われと念じている時だった。

「はい、校長先生。ちょっとすみません」

　その地獄の演説を引き裂く人物が、ステージ上に降こう臨りんした。うわぁ、不安的中だ。いなくなったと思っていたら、舞台袖そでに潜ひそんでやがったのか。

　現れた明智京太郎という名前のアホは、目を点にしている校長先生の前までツカツカと歩み寄ると、バッとマイクをぶんどる。

　シ―――――ンと静まりかえる体育館内。時が止まった気がした。

「キ、キミっ。先生方、彼を……」

　沈ちん黙もくを破ったのは、頭のはげ上がっている三角眼鏡の教頭先生。その言葉に我に返った教職員たちがステージに向けて動き出す。

「動かないでください。すぐ終わります」

　そう言って教師たちに静止を促うながし、言葉を続ける。

「先生方は耳を塞ふさいで、話を聞かないようにしてください」

　だが、教師の誰一人、京太郎の言葉に耳を傾けず、ステージに突撃していく。

「またお前か、明智！」

「ステージジャックとは大それたことをするな！」

「そろそろ停学になりたいのか！」

　教師陣の怒号が飛び交う中、すました顔で口から言葉を吐き出し続ける京太郎。

「――先ほど、事件が起こりました」

　ざわっ。

　事件という単語に、無視を決め込んでいた生徒たちが色めきたつ。教師たちも一旦足を止めて、京太郎のセリフを待つ。

「中村先生がコピーしたプリントのマスターペーパーが、盗とう難なんにあったそうです」

　ざわざわざわっ。

　犯罪的な単語の登場で、さらにざわめきが増す。

「さあ、みんな目をつぶるんだ。そして、心当たりのある者は、そぉっと手を上げて欲しい。大丈夫、このことはぼくの心の中だけに閉まっておくから―――」

「あー、わかったわかった。取りあえず指し導どう室しつ行こうな、明智」

「中村先生もお話がありますので、来ていただけますか」

　ずるずるずると、体育教師を筆ひつ頭とうにした先生方に引きずられていき、京太郎はステージ上から退場した。

　さて、残された校長先生と生徒たち。

　さすがにステージジャックは初めてのことだが、オレたち、二年、三年生は京太郎アイツが問題児であることをよく知っているので、ある意味見慣れた光こう景けいだ。しかし、今年入ってきたばかりの一年生には刺激が強すぎたのか、ワケがわからないといった風で目を白黒させている。まぁ、なんだ。早く慣れろよ、日にち常じよう茶さ飯はん事じだから……。

　なんとも重苦しい沈黙が辺りを支配して数分間。

「え――、話を元に戻します」

　校長先生じいさんは、何ごともなかったかのように演えん説ぜつを再開したのだった。

　校長、アンタすげぇぜ。




　　　　◇




「――てな感じだっただろ」

　オレは回想を終えると京太郎に向き直り、指を突きつけてやる。

　しかし、思い返してみると、疑問が一つ湧いて出る。なんでコイツ、ここにいるんだ？　集会が終わって、まだ三十分も経たってないぞ。あれだけ派は手でに生徒指導室に連れて行かれたのだったら、もう少しお小こ言ごとを受けていそうなのに。

「お前、よく指導室から帰き還かんできたな？　しかも、こんなに早く」

　疑問を口にしてみる。

「くくくく」

　俯うつむき、含み笑うバカ一人。

「簡単なことだよ、ワトソンくん。いや、今はワトスンと発音するんだったかな？」

　オレは小林だっ！

「――では、説明しよう。ぼくが生徒指導室から簡単に退室できたわけをっ！」

　京太郎は立ち上がり、仰ぎよう々ぎようしい動作で胸を張る。

　ごくり。思わず唾だ液えきを飲み込むオレ。一体どんな裏技を使って、先生たちのお説教をかわしたというのだ？

「それは……」

「それは？」




「泣いて土ど下げ座ざして謝ったのだぁあぁああああっ！」




　オレはその場で、まずは屈くつ伸しん運うん動どうを始める。おいっちにーさんしーおいっちにーさんしー。次は腰をグルグルと回して調子を確かめる。それから、腕を回し肩の具合を確認、オッケー。最後に、拳をぎゅう――――――――――――――っと握り締め、




「それが威い張ばることかぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」




　全人類の希望ツッコミを乗せたゲンコを京太郎の脳天に力一杯叩きつけた。

「ぐぉおおおおおおお、暴力反対ぃぃいいい」

　頭を抱えてうずくまるバカを一いち瞥べつし、中村先生に話しかけることにする。

「先生、こんなバカに依頼した先生が悪いんですから、そんなに泣かないでくださいよ」

「他の先生方には内緒って言ったのにぃ」

「だから、ぼくは先生方に耳を塞げって一言……」

「黙れ」

　京太郎を黙らせておく。コイツが口を開くとややこしくなって話が先に進まない。

　それから、

「お前も黙ってろ」

　がぁっ！　と何か言いたげな文美にも念を押しておく。この女も喋しやべらせてはいけない。京太郎との相そう乗じよう効こう果かで、迷探偵ワールドを形成するからだ。

「それで、マスターペーパーは出てきたんですか？」

　オレの問いかけにプルプルと首を横に振る先生。

「本当に、どこに、いったの、かしら？　くすん。個人情報が書かれたプリントじゃなかったから、良かったけど、教頭先生にいっぱい、叱られたぁ。くすん」

　まぁ、なんだ。なくなったことは本当なので、気の毒ではあるが。

　その時、ヤツが、いやヤツらが口を開いてしまった。




「くくくく、犯人は、―――――この中にいるっ！」




「ほ、本当なの、京ちゃん！」

　お前らコンビは新手の漫まん才ざい師しか？　京太郎が発した言葉を文美がうまいこと持ち上げやがる。

「ようやくわかりましたよ、中村先生。プリントを窃せつ盗とうした犯人がね……」

　京太郎のセリフに、明るい表情を見せる先生。いや、期待するな先生。それは、大きく持ち上げて落とす罠わなだ。

　ツカツカツカとオレの目の前に歩を進める京太郎。そして、ビシッとオレに人差し指を向けて言葉を紡つむぐ。

「そうだろ、ワトソンくん改め、小林修司！　キミが先生のプリントを盗んだ犯人……、『紙かみ隠かくしの妖よう精せい』だ！」

「なんでじゃぁぁああああああああああああああああああああああっ！」

　オレの心の叫びが教室いっぱいに広がった。

「なるほど、さすが京ちゃんね。『神隠し』と『紙隠し』をかけているのね。奥が深いわね」

　文美の言葉に頷く京太郎。

「この学校で昔から囁ささやかれている七不思議の一つに、『神隠しの妖精』というものがある。学校に置いてある物がいつの間にかなくなり、別の場所から見つかるという話なんだが……。まさかその正体が小林くんだったとは思わなかったよ」

「いや、知らねーし！　どんくらい昔から囁かれてんだよ？　オレがこの高校に通い出してから、まだ一年とちょっとしかたってねえぞ！」

　バカ野郎を指さして反論をぶつけてやるが、コイツは涼しい顔をしてオレの言葉をサラッと無視すると、また無茶苦茶なことを垂れ流しやがった。

「――これは難解な事件だった。窓ガラスが割れた事件と繋つながっていようとは……」

　はい？　窓が割れたことと紙がなくなったことが関係あるだって？　本当に何を言っているんだコイツは？

　オレの頭の中で渦うずを巻く疑問符を置いてけぼりにしながら、バカは言葉をつらつらと述べる。

「コピー室は一階にある。小林くんは一階の窓ガラスを割って、外から校舎の一階に侵しん入にゆうしたんだ。そして、中村先生の隙すきを見てコピー室に入り、マスターペーパーを奪ったんだ」

「あらかじめ脅迫しておいた一年男子にガラスを割ったことを名乗り出させれば完全犯罪の完成ということなのね、京ちゃん」

「そんな、小林くん！　生徒指導室で詳しくお話を伺いましょう！」

「先生アンタも感化されてんじゃねえよ！　だから、オレはガラスが割れた時には体育館にいたって言っただろーがっ！」

「あの～」

「そのトリックは解いたじゃないか！　双子という事実を使って！」

「黙れ！」

「シュウ。これ以上の言い逃れは見苦しいわよ。男だったら、しっかり罪を認めて……」

「オレは無実だ！」

「あの～」

「さあマスターペーパーを盗んだ目的を言うんだ、小林くん。いや……、『紙隠しの妖精』！」

「だから変な二つ名をつけるな！」

「あの～っ！」

「なんだ、今は取り込み中……って誰？」

　さっきから一人多い気はしていたが、いつの間にか知らない女生徒が一人混ざっていた。

「中村先生の探していたプリントの元ってこれじゃないですか？」

　彼女が差し出した一枚の紙。セロテープでペタペタ貼られた手作り感満まん載さいの一枚は確かにマスターペーパー。

「まさか……、犯人はキミだったのか……」

　京太郎が呟つぶやきを洩もらすが、女生徒がその呟きを否定する。

「ち、違います。私のクラスのプリントに紛まぎれ込んでいただけです」

　女生徒の発した言葉に、「あっ」と声を上げる中村先生。

「そう言えば、コピーが終わった時、コピー機から取り出してプリントの束たばと一緒に置いたような―――。クラス別に分けた時に紛れ込んだんだわぁ」

「犯人は、アンタじゃねえかっ！」

　こうして、この事件は終わりを迎えた。オレの無実を証明してくれた女生徒は去っていき、散々オレを犯人扱いしてくれたバカは、




「――哀かなしい事件だったね」




　とかほざいたので、もう一回ゲンコを脳天に見舞ってやる。

「なんでさっ！　ぼくは確かに『犯人はこの中にいる』って言ったじゃないか！」

「見事的中しているわね、さすが京ちゃんね」

「うるせぇ！　確かに犯人だった中村先生うっかりものはこの中にいたがな！　ハナッからオレを犯人扱いした誤捜査じゃねぇか！」

「それは真犯人を油断させるための小芝居だよ、小林くん」

「さすが京ちゃんね」

　黙れ、バカ野郎ども。――拳を振り下ろそうと握り締めた時だった。

「シュウさん！　兄さんをイジめることは、私が許さないですよ！」

　新たな人物が部室内に乱入してきたのだ。

　黒髪をボブカットにし、赤い花を模もしたヘアアクセサリーをつけた吊り目がちな少女である。明智二ふた重えという背の低い少女は、その名の通り、ここにいる男の方バカのなんとまあ、良くできた妹なのだ。歳としはオレたちの一つ下になる。

　この春、福泉高校ふくこうに入学したばかりの一年生だが、初々しさの欠片かけらもないのは、五月も半ばを過ぎて学校生活に慣れてきた……のではなく、今ここにいるメンバーの前で飾かざる必要がないからだろう。この学校を選んだのも、「家から近いし、兄さんたちがいるから楽」という理由だったしな。まぁ、オレにとっての三人目の幼なじみになるワケだ。

　そんな二重ちゃんが、オレを睨みつけながら口を開く。

「――たとえ、兄さんと文美さんがトンチンカンで大ボラ的な推理をしたとしても、暴力はいけないことです！」

　ビシッとオレを指差しながら、ヒュッヒュとその人差し指を上下に振る。なんでこの娘は、こんなバカアニキの肩を持つのだろうか。

「いやいやいや、さすがに殴ってもいいだろう？　コイツらに、何度エライ目に遭わされたことか……」

「ダメです！　兄さんの行いを正すのは、妹である私の使命です！　家族でもないシュウさんが、兄さんを殴るのは筋違いというモノです！」

　この娘も何を言っているんだか。被害を受けたのはオレだから、オレがコイツらにやり返すのが正しいはずだろーが。被害を被こうむっていない二重ちゃんが、コイツらをぶん殴るほうが筋違いだと思う。キミは、良くできた妹という設定だよね？

「――ま、まぁ、シュウさんが、私たち明智家の一員となれば、も、問題ないんですけどね」

　指をピヨピヨと動かしながら、顔を赤らめる後輩幼なじみ。













「はぁ？」

　訊き返しながら、彼女の発した言葉の意味を考える。オレが、明智家の一員になるには、――と、選せん択たく肢しが三つほど浮かぶ。




　一、養よう子し縁えん組ぐみを結ぶ。（もう少し年取って、誰かと結婚しなければなぁ）

　二、彼らの母と再婚する。（まずは、彼らの両親を離婚させなければいけない。これは大変困難なことだ。コイツらの家庭環境から考えて絶望的だ）

　――そして、




　三、二重ちゃんと結婚する。




　な、なんだこのラブコメ臭がする選択肢三番は。二重ちゃんは、どういう意味でそんな発言をしたんだろうか。

　まさか、二重ちゃんはオレのことが――？　高鳴る心臓ドキドキ。




「そ、そうです！　シュウさんが兄さんと結婚すれば、明智家の一員にもなれますし、ＢＬを感じられて一いつ石せき二に鳥ちようです！」

「おい！　オレにはマイナス要素しかないぞ！」

　期待した答えとは大違いで、そのガッカリ感を上乗せしてツッコミの声を荒らげる。ＢＬってなんだよ。オレと京太郎が。うぇっ！　想像してしまったじゃないか。キモっ。

「はっはっはっは、二重はバカだなぁ。日本では、同性婚は認められていないんだぞ」

　涼しげな顔で、どうでもいいことを指摘するバカ兄。本当にどうでもいい。

「さすがね、京ちゃん。その通りだわ！」

「いいえ！　愛さえあれば、性別など超えられます！　内ない縁えんの夫、内縁の妻という言葉もありますから、正式に結婚していなくても、大丈夫なのです！」

「せ、先生は、不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうも不純同どう性せい交遊もいけないと思うの。ね、そーゆーことはちゃんと成人してから、ね」

　いい加減にしろよ、お前ら。ガックリ肩を落としてうなだれるオレ。あー、頭痛くなってきた。

「もう、帰らぁ。勝手にやっててくれ」

　鞄かばんを持ち上げて帰宅の意志を示すと、各々も動き出す。

「まぁ、待ちたまえ、小林くん。旅は道連れというじゃないか。どうせ家は向かいなんだし、途中までお供してもバチは当たらないぞ」

　いや、それはそうだが。お前の言葉の意味がわからん。旅じゃねーし。なんか、オレがお前のお供みたいだし。それよりも、なんで悪いことをしていないオレにバチが当たることになってんだ？　まぁ、いつものことなので放ってはおくが。

「ん、じゃ、先生。もうプリントなくすなよ」

　そう言って扉を抜け、廊下に出る。

「ぼくが、ステージ上で演説したから解決した事件なんだよ」

「そうよね、お手て柄がらね京ちゃん」

「だから、そーゆーやり方は、恥ずかしいのでやめていただけますか、兄さん」

　うしろからついてくる声。

　やれやれと思いながらも、振り返って上を見やる。

　部室の扉の上にぶら下がっているネームプレート。『文ぶん芸げい部ぶ』と書いてある。そうなのだ。オレたちは、実は文芸部なのだ。まったくそれらしい活動はしていないけど。

　京太郎が、どこからともなく事件を持ち込んで、ワケのわからんうちに解決するという文芸部らしくない文芸部。ただ、教室を借りているだけという話もあるのだが、まぁ、文芸部で登録されているのだから文芸部なのだろう。

「どうしたんだい、小林くん。とても不機嫌そうなつかれた表情かおをしているじゃないか」

「そうね、シュウは不機嫌よね」

「作ってきましょうか？　にぼし弁当。カルシウムがとれますよ」

　オレを不機嫌にしている原因どもが、オレの顔色を窺うかがっている。

「うるせぇよ」

　それだけ呟くように洩らして、歩みを再開させる。

　――オレは平穏に暮らしたい。

　だが、うしろの連中がそれを許さない。




　小さい頃からずっと連つるんできたオレたち四人。

　オレたちのリーダー役にして、諸しよ悪あくの根こん源げん。自己中を体現したアホなチビ助、――明智京太郎。

　その京太郎の一つ下の妹で、オレの後輩にもなる見た目は可か憐れん、中身はパワーファイター、――明智二重。

　長い黒髪の清せい楚そな知的美人。ではなく、その正体は京太郎の相あい棒ぼう。つまりバカ二号こと、――玉村文美。

　昔っからオレを苦しめる幼なじみたち。




「毎度毎度、厄やつ介かい事ごとを持ち込んでくれるよな……」

　そう溜ため息いき混じりに言葉を発するのだった。































「明あけ智ちく～ん！　助けてぇ～」

　もうすぐ春も終わろうかというのに、まだまだ肌寒いある日の放課後のことだ。

　オレたちが文ぶん芸げい部ぶの部室でくつろいでいると、いつものごとく、ああ、そうだよ。いつものごとく、中なか村むら先生が飛び込んできた。

　つい三日前せんじつも、同じようなことが昼休みにあったというのに、またも何か厄やつ介かいな出来事に直面したらしい。

「どうしたんですか、先生っ！」

　京きよう太た郎ろうは、待ってましたと言わんばかりに手に持っていたトランプを投げ捨てると、先生のもとに駆け寄る。

「おい、テメェ！　逃げるのかっ！」

「はっはっはっは、なんのことかな、小こ林ばやしくん？」

　ヤロウ――。

　オレはアイツの投げ出した五枚のトランプを掻かき集めてみる。ワンペアさえ揃そろっていない。つまり、ブタだった。そう、オレたちはポーカーをしていたのだ。勝った方が、帰りにラーメンを奢おごるという条件で。

「誤ご魔ま化かそうとすんな！　ポーカー勝負は、オレの勝ちだろうが！　お前はブタで、オレはフラッシュだ！　さぁ、帰りにラーメンを奢ってもらおうかっ！」

　手に持ったカードを京太郎に突きつける。

　しかし、

「ダ、ダメですよ。賭かけ事はいけません！」

　先生が割り込んできて、オレからトランプを引ったくった。

「あっ！　ってなにするんスか！」

　もうグシャグシャに混ぜられてしまい、元のカードがわからなくなってしまった。

「はっはっはっはっは！　さてさて、中村先生。今度はどんな事件ですか？」

　ニンマリと良い笑顔を浮かべて先生に問い始める京太郎。チクショウ、なんてタイミングで現れるんだ先生。オレのラーメンを返せ。

「そうよ。そうなの～。事件なのよぉ！」

「やはり事件なのですか？　京ちゃんの活かつ躍やくがまた見られるのね」

　大人しくオレたちの勝負を観かん戦せんしていた文ふ美みが、先生の言葉を聞いて狂きよう喜き乱らん舞ぶする。こらこら不ふ謹きん慎しんだぞ、お前。事件が起こったからって喜ぶなよ。まるで京太郎みたいというか、まぁ京太郎と同じようなヤツだが。

　そんな意味を込めた視線を文美にぶつけていると、

「――ではさっそく、お話をお聞かせ願えますか」

　京太郎が狭い部室内を気取ったように歩き、特等席つくえの上に優ゆう雅がに偉えらそうに座る。話を聞く準備が整ったということだ。それを確認すると、先生はゆっくりと口を開く。先生は常連だもんなぁ。段取りがわかっていらっしゃる。

「――あのね。理科準備室にガイコツの模も型けい標ひよう本ほんがあるじゃない」

「ああ、ありますね。最近、私のクラスでも噂うわさになっています。つまり、そーゆーことですか」

　一人離れたところで本を読んでききみみをたてていた二ふた重えちゃんが、顔を上げて会話に入ってくる。つーかその本、週刊少年ジャプソンだよねぇ。マンガ雑誌を学校に持ち込むなよと思ったが、話が逸それるので、そのことには触れずに言葉の意味を訊きくことにする。

「噂ってどういうコトなんだ、二重ちゃん？」

「あら、シュウさんは知らないのですか？　兄さんも？　文美さんまでも？　あらあら、遅れてますねぇ」

　優ゆう越えつ感かんでニンマリ笑顔を浮かべる彼女。このニンマリ顔は京太郎にそっくりで、本当に兄妹なんだということを思い出させてくれる。

「はっはっはっは。全ぜん知ちなるこのぼくに、わからないことなんてないさ。だけど、二重に譲ゆずるのもまた一いつ興きようだね」

「さすが京ちゃん。すばらしい兄妹愛ね」

　いや、知ったかぶりしてるだけだろ。と、心の中でツッコんでおく。なぜなら、口に出したらまた話が長くなるから。

「……まぁ、いいです。理科準備室の模型標本ガイコツくんの話ですね」

　マンガ雑誌を机の上に置いて立ち上がり、顎あごに手を添えながらツカツカと床を踏む。この兄妹、動作がいちいち芝しば居いじみてるんだよ。どーでもいいことだが、ね。

「ありがちな話なんですが、夕方になるとガイコツが踊るように動くっていうヤツです。学校の七不思議的なモノでしょうか」

「そうなのよ～。怖いでしょ？」

　ウンウンと二重ちゃんの言葉に頷うなずきながら、オレたちに問う。

「怖いかどうかは別として……、『踊おどる人にん形ぎよう』だなっ！」

　目を輝かせる京太郎。

「なんだよ、踊る人形って？」

「そんなことも知らないのかい、小林くん。踊る人形とは、あの有名なコナンくんの書いたシャーでロックな探偵が活躍する小説に出てくる暗あん号ごうのことさ」

「いや、知らねーし。知ってても、ガイコツ模型が踊るのとは関係なくねーか？」

「そうですね。兄さんは、ただ自分の知識をひけらかしたかっただけなんです。本当は人形と書いてヒトガタと読む説もありますが。人形とヒトガタは別物ですよ、兄さん」

　二重ちゃんがバッサリと兄に斬きり込むと、その兄あに貴きは神しん妙みような顔をして顎に手をやる。

「二重？」

「なんですか、兄さん？」

「お前は、さっき『最近』と言ったな。つまり、それは噂になるような出来事があったというわけだ。そう、ぼくたち二年生にはまだ伝わっていない噂話。でも、一年生の二重は知っていた。それは、その話の出所が一年生からだからさ」

　京太郎は、何事もなかったかのように振る舞った！

「さすが京ちゃん。見事な推理ね」

「おい、全知なる京太郎よ。そのセリフは、噂話を知らなかったという証明だろう」

「黙だまりたまえ」

　クワッとオレを一ひと睨にらみする京太郎。オレの言葉は一いつ蹴しゆうされた。

「そうなのよ～。一年生の間で爆発的に広がっているの。二年生の一部にも広まりつつあるわ」

　先生が肩を落とす。なんだか先の読める展開だ。

「その噂を確認しろというわけッスね」

「そうなのよ、小林くん。教頭先生がね……」

　言葉を発し、眼鏡めがねに手を当てた先生は、

「『あー、中村先生。最近、噂の理科準備室の件、確認してくれませんかね。中村先生は暇ひまそうですからね。お願いしますよ』だって～。もう、失礼しちゃうわ。だいたい、女性にやらせることじゃないわよねぇ。郷田たいいくの先生とかに頼めばいいのよぉ」

　教頭先生ハゲめがねのモノマネを始めちゃったり。しかも、かなりのクオリティだった。言いそうだね、あの教頭先生なら。

「なるほど……。それで、その踊るガイコツ事件の真しん相そうをぼくたちに解き明かして欲しいという依頼ですね……」

　ニヤルといった感じに顔を笑みに歪ゆがませる京太郎。ニヤリじゃなくて、ニヤルだ。字は合ってる。

「まぁ、ぼくにかかれば立ち所に解決して見せますよ」

　京太郎はそう言って目を閉じ、思し案あんを始める。きっかり十秒経たった時、カッと目を見開き、声こえ高たか々だかに宣言した。




「謎なぞはすべて一つ！」




「意味わかんねぇ！」

　バカの言葉に思わずツッコんでしまう。なんだよ、謎はすべて一つって。なんか色々混ざってないか？

「いや、言い間違えた。――謎はすべて解けた！」

「さすが京ちゃんね！」

　文美が感心の声を張り上げる。それに気をよくした京太郎がドヤ顔を貼りつけて、解けた謎とやらを語り出した。

「――これは、凶悪な事件なんですよ、中村先生」

　特等席きようたくからピョンと飛び立つと、スタリと床に着地。顎に手をやりながら、狭い部室内をウロウロと歩く。なに気取ってんだこのバカ。

「ど、どんな事件なの？　ガイコツの模型にどんな意味があるのっ？」

　あーあ、京太郎の垂たらした釣つり糸に食いついちゃったよ先生。

「ふ、これは実に単純なことなんですよ。つまり、犯人は、理科準備室に何か人に見つかってはならないモノを隠しているんだ。――だから、人が寄りつかないようにガイコツが踊り出すという噂を流した……」

　まぁ、そこまでの推理は微妙だが筋道は通っているように思う。

　京太郎はゆっくりと歩き出し、オレの目の前に。――嫌な予感。そして、オレの肩をポンと叩たたく。やっぱりか！




「なぁ、小林くん……。キミがこの事件の犯人、『踊るガイコツダンシングスカル』だっ！」




　オレの肩に乗っている京太郎の手を摑つかみ、捻ひねり上げるとそのまま、身体からだを回転させ柔道の要よう領りようで背負い投げをかける。

「いい加減にしろよ京太郎！　またオレが犯人とは、どういう了りよう見けんだっ？」

　スローモーションのように宙を舞ったバカは背中から堅かたい床にズダンッと叩きつけられ、

「ぐおぉぉおおおおおおおおおおっっ！」

　ゴロゴロゴロと汚れた床でのたうち回り、ピタリと動きを停止する。それから、何事もなかったかのように立ち上がり、ツカツカと教卓に歩み寄って腕組みをしながら座ると、爽さわやかな笑顔で一言。

「何をするんだい、小林くん？」

「それはこっちのセリフじゃぁああああっ！」

　すまし顔のカッコつけを教卓から蹴けり落としてやる。盛大に転げ落ちるが、まったくめげないしつこい性格だ。教卓に這はい上がり、座り直す。

　その姿を哀れに思ったのか、二重ちゃんがバカ野郎に問いただした。

「――では、兄さんは、なぜシュウさんが犯人だと言い張るのですか？」

「よくぞ訊いてくれた妹よ。そうだよ。ぼくが待っていたセリフはそれなのだよ。ふぅ、本当に小林くんは段取りシナリオを無視して困る」

「テメェのくだんねぇシナリオなんて知るかよ！」

　拳こぶしを握り締めて攻撃を再開しようとしたが、二重ちゃんが間に入り制止を促うながしたので仕方なく従うことにする。

「まあまあ、シュウさん。兄さんを成敗するのは、推理を聞いてからでも遅くはないですよ。それに、……これ以上家族でもないシュウさんに兄さんを痛めつけられるのは、一応ながら妹として黙っているわけにはまいりませんし」

　その瞳の奥に冷たい輝きを見た。眼がん前ぜんで兄を引きずり回したからなぁ。家族を、というか、兄を大事にする性しよう分ぶんの二重ちゃんが怒って当然かもしれない。

「――では、ぼくの推理を始める」

　オレたちが大人しくなった頃合いを見て、声を張り上げる京太郎。聞かせてもらおうか、オレが犯人であるという推理を。

「まず、先に伝えておかなければならないことは、理科準備室に隠されているものなのだが……」

「ほう……」

　オレを見てイヤらしい笑みを浮かべるバカ。

「二重、噂が広まりだした時期は？」

「うーん、確か四日前ぐらいだったと思う」

「なるほどな。その頃にあった学校行事イベントといえば何かな、玉村くん？」

「えーと……。四日ほど前でしょ？　――あ、テストよ。中間テストがあったわ、京ちゃん」

「――正解だ」

　ふふんと鬼の首を取ったような優越感たっぷりの表情を浮かべた京太郎は、ビシッとオレを指差して告げやがる。

「そうだ！　小林くんの化学のテストの点数が、ぼくより四点も高かった事実。それを、忘れたとは言わせないぞ、『踊るガイコツダンシングスカル』！　いつもすべてのテストにおいて、ぼくは小林くんより遙はるかに優すぐれていたはずだ！　それが今回はどうだろう？　他の教科では勝っていたが、化学のテストだけ負けたんだ。こんなことは初めてだ！　そこから導き出される答えは、――即すなわち、小林くんがカンニングしたということだ！」

「なるほど、さすがは京ちゃんね！」

「ここまで言えばわかるよね、『踊るガイコツダンシングスカル』！」

　クルッと器用に教卓の上で一回転して、オレを指差す。はいはい、カッコイイですね。どっかの劇げき団だんに入団しろよ、お前。




「理科準備室に隠されているものは、小林くんがカンニングしたという証拠なんだよ！」




　どぉ――――――――ん！

「た、確かに辻つじ褄つまが合いますね明智くん」

「さすがは京ちゃんね！　これで事件解決ね！」

　ドヤ顔の京太郎と、驚きよう愕がくを貼りつけた中村先生＆文美を眺ながめている冷めたオレ。もちろん、カンニングなんかしたことなどない。化学のテストは、珍めずらしくヤマカンが当たっただけのこと。なるほど、オレに負けたことがよっぽど悔くやしかったんだなコイツ。だからといって、オレを犯人扱いするお前なんかに同情はしねぇ。

　オレは一つ溜ため息いきを吐つき、反論を開始する。

「なんでオレが理科準備室にカンニングの証拠を隠さなくちゃいけないんだ？　そんなモン、持ち帰ってゴミ箱にでも捨てれば一発だろーが！」

　しかし、彼は不ふ敵てきな笑みを浮かべて、意味のわからんことを並べ立てた。

「くっくっくっく、それが家に持ち帰れないものだとしたらどうだい？　――たとえば、巨大な布だったとしたら？」

「ど、どういうことなの京ちゃん？」

「答えは簡単さ！　窓の外を見たまえ！」

　バカが窓から見えるマンションを指し示す。六階建てのそのマンションは、校庭を挟んだ真正面にあり、四階建ての校舎から一いち望ぼうできるのだ。

「あのマンションがどうしたの？　いつもの変わり映ばえしないマンションよ～」

　中村先生がマンションを凝ぎよう視ししながら言葉を洩もらす。確かに同意。なんの変へん哲てつもないマンション。いつも通りの光景だ。

「垂れ幕が下がっているだろう？」

「入居者募集中と書いてありますね。兄さん、それが何か？」

「――まだわからないのかい？　あの垂れ幕が試験の当日、別のモノにすり替わっていたのだ」




「「「なんですって！」」」




　文美、二重ちゃん、先生の声が見事なハーモニーを奏かなでた。

　その音楽に非常に満足した京太郎は、マジシャンが種明かしをするかのように喜き々きとして声を張り上げる。




「垂れ幕の代わりにぶら下がっていたモノは、巨大なカンニングペーパーだったのだ！」




　してやったり顔をしてオレを指差したバカは、そのまま言葉を続ける。

「……いや、すり替えたというのは言い過ぎだな。回収する時に手間がかかってしまう。普段から下がっている垂れ幕の上に重ねるようにカンニングペーパーを吊つるしたのだろう。

　まぁ、ペーパーとは名ばかりで、実際は垂れ幕と同じ布製。その巨大なカンニング布はさすがに家まで持って帰れない。そこで、理科準備室に隠すことにしたのだ。もちろん理科準備室に隠した意味は、もし見つかっても、実験で使う道具と言い張れば、言い逃れできると考えた。しかし、万が一ということもある。不安が拭ぬぐいきれなかった小林くんは、ある噂を流すことにしたんだ」

「なるほど！　それがガイコツ模型が動くという噂なのね、京ちゃん！」

「その通りだよ、玉村くん。

　――では、なぜ一年生から噂を流したのかという点についてだが、理由は単純。

　一年生の教室が、理科準備室と同じ一階にあるからさ。理科準備室の前の廊ろう下かを通る頻度が一番高いのはやはり一年生だからね」

　そこで一呼吸置いた京太郎は、オレを睨みつける。

「さぁ、『踊るガイコツダンシングスカル』！　キミのやったことは、まるっと全部、謎は解けて真実はお見通しだ！」

　自信満々に色々混ざり合ってちょっと自主規制的やばめな決めゼリフを言い放つ。

　この時のオレの感想↓




　―――――ア、アホすぎる。




「なんだそりゃ。ツッコみまくってやるが、まず一つ。オレだけではなく誰だれでも頑張れば可能だよな？

　その二、カンニング布だっけか？　そんな目立つモノ吊り下げてりゃ誰かが気づくし、それを取り外したのはいつだ？　仮にオレが取り外したとしても、家に持って帰るには目立つが、学校に運び込むのも目立つことにはかわりはない。つまり、目撃者がいないのはオカシイ。目撃者がいれば、垂れ幕なんやらの噂が立つはずだからな。

　その三、オレだったらさっさとハサミか何かで細切れにして証拠を隠いん滅めつして、理科準備室に隠さないし、模型が動くという噂も流さない」

　手を突きつけ、一つ一つ指を広げ、三本起てた状態を見せつける。だが、京太郎はオレの言い分にまったく納得せず、新たな珍推理を披ひ露ろうしやがる。

「そう来ると思っていたよ、小林くん。いや、『踊るガイコツダンシングスカル』！　そんな反論ではぼくの推理は覆くつがえらないのさ！　まず、見られたら困る何かが隠されていることは確定としよう。そこで、ぼくはこう返す。隠されているモノが人だったとしたらどうだろう？」

「どういうことなの、京ちゃん？」

「――あのテストが終わったあと、休憩時間中に小林くんは席を外している。布を回収しに行ったんだよ。そこで、小林くんは見られたんだ。証拠の品を始し末まつしているところをね……。そして、その目撃者をどうしたかというと……」

「わかったわ、京ちゃん！　そこで理科準備室が出てくるのね！」

「その通りだよ、玉村くん。そう、小林くんは唯一の目撃者を理科準備室に監かん禁きんしているんだ！」

　勝ち誇ほこった笑みを浮かべるバカ野郎。そんな無茶苦茶な推理を信じるのは文美ぐらいしか――、

「は、犯罪ですよ、小林くん！　女生徒を拉ら致ち監禁するなんて先生は許せません！」

「見み損そこないました、シュウさん！　カンニングをしたあげく、それを見られたからといって女の子をさらって閉じこめるとは！」

　い、いた――――――――っ！

　助けて下さい、バカが増ぞう殖しよく中ちゆうです。しかも、女生徒をさらった酷ひどいヤツになっているし！




「はぁ……」

　溜息を挟んで一呼吸置き、穴だらけの推理をぶっ潰つぶすべく反撃を開始。

「――もし、仮にだ。オレがそのカンニング布とやらを使ったとしよう」

「使ったのだろ。どうだい、ぼくの推理は完かん璧ぺきじゃないか」

「さすが、京ちゃんね」

「おい！　話、聞けよ！　仮だっつっただろうが！」

　コイツらと会話していると、頭がおかしくなりそうだ。

「仮だ。仮、仮！　仮にその布を使ったとして、いつ回収したんだ？　化学のテストは二時限目だった。それが終わったと同時にダッシュしたとして、あのマンションまで行くには五分以上はかかる。なにせ、校庭を突っ切らなければならないから結構な距離があるぜ。

　つまり、マンションまでの往復時間が約十分としよう。それに布を回収する時間も足していたら、次のテストの時間には絶対に間に合わない。

　――まぁ、確かに、あの時オレは席を立った。それはトイレに行ったからだぜ。その証拠に、オレは次のテストが始まる前には席に着いていた。わかるよな？　オレには犯行におよぶ時間がなかったということがっ！　オレが瞬間移動テレポートでもしない限り、布は回収できない。これでオレの勝ち。ゲームセットだよ、京太郎！」

　オレの指摘に対して俯うつむくバカ。これで、このバカげた口論も終わりを迎えたわけだ。

「くくくくく……」

　だが、顔を伏せているバカが不気味な笑い声を上げる。

「それがキミの切り札かい、『踊るガイコツダンシングスカル』！　ぼくはそこから切り返す！　まだ、まだ終わりじゃないんだよ！　そんなトリックはすでに解明している！」

　トリックなんかねぇよ。全部事実だ、事実。ないトリックを解明したって、どういうことだよ。

　京太郎はオレを見み据すえながら、声を張り上げる。

「共犯者がいたんだ！」

「はぁ？」

「そう……、共犯者だよ。――小林くん、キミは双ふた子ごだからね。その彼と入れ替わりながら、テストを受けていた。トイレに立った振りをして、ケータイで彼に連絡を入れれば、時間のトリックもアッサリ解決できるのさ！」

「そ、それならどれだけ離れていても実行可能ね、京ちゃん。さすが、名推理だわ」

「おい！　まだ、前のマスターペーパーの話を引きずってんのかよ。オレは双子じゃねぇって言っただろうがっ！」

「まぁ、落ち着きたまえ。その件は、ひとまず置いておこうじゃないか」

　そう前置きをして、言葉を続ける京太郎。

「カンニング布を回収した共犯者の彼は、どこへ消えたかという問題だ。まずは、目撃者と思われていた理科準備室に監禁されている人物が、監禁されているのではなく隠れているだけだとしたら話は変わってくる」

「京ちゃん！　理科準備室にいる人物がシュウの共犯者だというのね！」

「先ほどは双子だと言ったが、別に双子じゃなくても可能だろ？　共犯者という存在があればね。双子だった方が校内に簡単に侵しん入にゆうできて、望ましいというだけのことさ」

　そう言って満足げに立ち上がる。

「おい、どこへ行くんだ？　話はまだ終わっていないぞ！」

　オレを犯人扱いしたままで終わる気か？　ざけんじゃねえぞ、コラ！




「どこに行くかって？　決まっているじゃないか。問題の理科準備室じけんげんばでぼくの推理の正しさを証明するんだよ」




　　　　◇




　部ぶ室しつ棟とうから渡り廊下を進み、一旦職員室へ。そこで中村先生が理科準備室の鍵かぎを借りてきてから、埃ほこりっぽさが充じゆう満まんした理科準備室に到着したというわけだ。

　薄暗い部屋の中を見回すと、出入り口の真正面に窓がある。そして右奥にはガラス戸のついた棚たな。部屋の中央には流し台と一体化した大きな机があり、その上にはビーカーや試験管などの器具がきれいに整せい頓とんされている。

　そして問題の模型標本ガイコツはというと、部屋の左奥。機材入りの段ボールが詰め込まれた鉄製の棚のすぐ隣となりに立っていた。

「――さて、どう責任を取ってくれんの。なぁ、京太郎？」

　オレは腕組みをして、勝ち誇った笑みを浮かべる。なぜなら、そこには誰もいなかったからだ。完全無欠にオレの勝利である。

「………いや待て、小林くん。ここに誰もいないということは、キミが共犯者に隠れるように連絡したのだろう？」

　悔しそうに顔を歪めながら、言葉を絞り出す京太郎。――だが、それはできないことをコイツは知っている。なぜなら、

「オレのケータイはお前に預けたよな、ここに来る前に廊下で」

　ニヤリとイヤらしく嗤わらってみせる。コイツが「連絡されて逃げられる」と言いやがったので、半ばイラついた形で、ケータイをぶん投げてぶつけてやったのだ。ムシャクシャしてやりました。後こう悔かいはしています。――壊れてないといいなぁ、オレのケータイ。

「ぼくにケータイを預ける前に連絡したんだっ！　ポケットに隠しながらメールを打ってっ！」

「送信履歴が残っているか？」

「送信したあと、ポケットの中で証拠メールを消去したっ！」

　無茶苦茶を言いやがる。このバカ野郎を一発殴ってやろうと拳を握り締める、――が、クールダウンを心がける。冷静になれ、小林修しゆう司じ。

「……だったら、それらしい人物がアドレス帳に登録してあるか確認してみろよ」

　オレのこの言葉でケータイをいじくり出す京太郎。しかし、怪あやしい人物など登録してあるはずもない。両親に京太郎、文美、そして二重ちゃん。オレには知り合いが少ないからな。登録数も少ない。

　それを確認した京太郎は、苦し紛まぎれに新たな推理を吐き出す。

「あらかじめアドレスを手打ちしておいて、送信後にメールを消去する。そうすれば、アドレス帳に登録してなくても、事が済む」

「さすが、京ちゃん！　起き死し回かい生せいの推理だわ！」

　あーもう、あー言えばこー言う。しかし、その推理に対して返し手が思いつかない。オレは焦あせりながら、本件の主役であるところのガイコツくんを指し示す。

「だ、だったら、ここに人が隠れていたっていう証拠を示せよ！」

　驚愕を貼りつける京太郎＆文美。思わず口から飛び出た考えなしの言葉だったが、あのバカどもには衝撃的な一撃はんろんだったらしい。

「そ、そうきたか……。ならば、玉村くん。ここに人が隠れていたという証拠を捜そうではないかっ！」

「わかったわ、京ちゃん！」

　バカ二人はガイコツ模型に飛びついた。

　オレはそんな二人の背中を眺めながら、「はぁ……」と溜息を吐き、隣の中村先生に訊たずねる。

「……先生、この準備室って掃そう除じとかどうなっています？」

「掃除は教師でやっていますよぉ。危ない機材や薬品もありますから、基本的に生徒は立ち入り禁止ですからねぇ」

　先生が指を向けた先にあるのは、右奥のガラス戸のついた戸棚だった。中には薬品が並べられていて、どうやら南なん京きん錠じようで施せ錠じようされているようだ。

　薄暗くて見えにくいが、○○酸さんとか書いてあるラベルが貼ってあるビンが見える。なるほど、これは身近にある危険物だな。こんな劇げき薬やくを簡単に手に入れられたら危ないからカギを出入り口と戸棚につけて、教師おとなが管理しているワケだ。

「掃除をしているわりには、けっこー埃っぽいですよね」

「あ、あははは。まぁ、先生方も忙しいですからねぇ。それに、例の噂が広まって以来、ここに近づく先生が少なくなっちゃって……」

　苦笑いで口元を引きつらせている中村先生。どうやら触れてはいけない話題でした。しかし、大人でもガイコツが動くという噂が怖いわけですか。やれやれ。といったことを思考しているとだ。京太郎たちの状況が変わってきたらしい。二重ちゃんが、オレの背中に指で文字を書いて伝えてくる。

　えーと、『し、ゆ、う、さ、ん』？　ああ、『シュウさん』か。いやいや、書くのにも時間がかかるし、解読にも時間がかかる。

　バッと振り向いて言い放つ。

「キミは喋しやべれるんだから、言葉を発してくれませんかねぇ？」

「はぁ……、それじゃあ面白くないじゃないですか」

「もっと正確に簡潔に物事を伝えるということも大事だと思うんだが」

「私の基準は、面白いか面白くないかです。主に私がっ！」

　そんなことを力説されても困こん惑わくするんだが、ね。

「だから、見てくださいよ！　あの兄さんと文美さんの無ぶ様ざまな姿をっ！　あーっはっはっはっはっはっ！」

　二重ちゃんが暗黒面全開で大笑いしている。昔、色々あって性格が少し捻くれているからなぁ。可か憐れんな容よう姿しが早くも崩れだしているぞ。

　さてさて、二重ちゃんが指摘した彼らの姿を見やると、




　―――床に這いつくばって何かをしていた。




「ほらほら、無様ですよ！　あーっはっはっはっはっはっはっ！」

　ほら、怖いだろ。彼女、本気であの二人を蔑さげすんでいるんだ。しかし、ツッコみたくなるセリフだな。とりあえず、構ってやるか。

「自分の兄を無様呼ばわりかいっ！」

　笑う彼女のオデコをビシリとチョップ。

「オラッ！　シュウ野郎！　やるんか、オラッ！」

「おおうっ！」

　二重ちゃんがキレた。高速で腕が動き、オレの腕を絡め取る。そして、そのまま関節を極きめやがる。

「あだだだだだだだっ！」

「謝れよ！　二重ちゃん様、ごめんなさいと謝れよ、オラッッッッ！」

　実に情緒不安定カオスな娘だ。構うんじゃなかったと後悔している。しかも、なにそのちゃん様って？

　謝ることは負けを認めることなので、できるだけ抵抗を試こころみる。基本的に運動は得意だが、相手は二重ちゃんなのが厄介だ。この娘も運動が得意で、格かく闘とう技ぎマニアなのだ。この容姿にして、超強いパワフルというギャップ萌えを内包している逸いつ材ざいなのだ。

　正面からやり合ったら、体格差、男女差でなんとか勝てるんだが、こんな風に隙すきを突かれたらとてもじゃないが勝てない。ガッチリ関節が極まっているので、身動きがとれない。さて、どうしたものか。ギリギリと絞めつける痛みと闘いながら、攻略法を思案する。

「倒れやがれっ！」

　二重ちゃんはさらにオレの肘ひじを強く絞めながらも、投げ転ばそうと足を絡めてくる。倒れてしまったら大変なことが待っている。やべえ、コイツ、このまま寝技に持ち込んでマジでオレの肘をへし折る気だ。

　二重ちゃんの意図を理解したオレは、踏ん張る。絶対倒れてはならない。倒れてしまったら、オレの肘は逆関節になってしまうだろう。

「二重ちゃん、そろそろ、放してくれないかなぁ……」

　痛みを堪こらえながら要望を訴える。

　しかし、彼女は首を傾かしげながら口を開いた。

「なんで？　せっかくシュウさんと腕を組んであげてるのに。私の楽しみの邪魔をしないでくれますか？　それに、シュウさんだってじょしこーせーと腕を組む機会なんてこれから先一生ないんですから、もっと喜んだらどうですか？」

「お前も、バカの一員だなぁあああっ！　これのどこが女子高生と腕を組んでいるという青春わくわくイベントだっ？　骨を折られるかっていう瀬せ戸と際ぎわだぞ！　あと、一生ないとかいうなっ！　哀しくなるだろーがっ！　事実だけどっ！」

　叫んだ。少し自じ虐ぎやくした。すると、オレの言葉のどれかが何か効果があったらしく、少しだけ、本当に少しだけ、絞めつける力が弱くなった。

「じゃあ、放したら何してくれますか？」

　二重ちゃんは形の良い眉まゆをひそめて、交換条件を求めてきやがる。おいおい、確かに発端はオレの痛くも痒かゆくもない軽いチョップだろうが、ワケもわからないほどキレ狂って関節極めてきたのはあなたですよね？　それを棚に上げて、そのセリフを吐き出しますかね。

　何も答えないオレに業ごうを煮やした彼女は、

「二重～、カラオケ行きたいな☆　シュウさんと、密室入りたいな☆」

　なんというか、媚こびるような甘ったるい声を耳元で囁ささやき始める。騙だまされるな、小林修司。こんな甘い声を発しているが、腹の中では何を考えているかわからない娘なのだ。しかし、肯こう定ていしないと放してくれなそうなので、仕方なく頷くことにする。

　――今回も負けてしまった。勝てるワケねえ。なぜなら、本気で女は殴なぐれない。なのにあっちはそれを知っているので、遠えん慮りよなく攻撃してくるのだ。当て身のツッコミ待ちカウンターである。とんだ待ちキャラだ。良くできた妹キャラという位置づけは、いつの間にか消しゴムでゴシゴシと消されてしまったらしい。

「わかった。連れて行くから放してくれ」

　財さい布ふの中身を気にしながら、観念する。さらば、オレの小遣いのぐちさん。なぜだろう。京太郎にラーメンを奢らせる予定が狂いまくって、オレが二重ちゃんにカラオケ代を奢ることになってしまっていた。




「わぁい、うれしいな」




　――肝かん心じんの彼女は、棒読みだった。

　本当に、ガッカリな兄妹です。




　ここで、かの事件とやらに話を戻したく思います。

　関節技うでぐみから解放されたオレは、床にへばりついた姿を妹に大笑いされていたなんとなく可か哀わい想そうな幼なじみたちを見やる。

　彼は肩を震わせていた。ああ、つまり、これは笑っているワケか。厄介なことに何かを発見したらしい。いい加減にして欲しい。

　京太郎は立ち上がると、手を腰に当て踏ん反り返る。

「くっくっくっく、これで終わりだな、小林くん。いや、『双子のガイコツスカル・ツインズ』！　ここにキミの共犯者が隠れていた証拠を見せてやろう！」

　まことに残念なことに、オレの予想通りになってしまった。しかもである。何げにオレの二つ名がパワーアップしているのも腹立たしい。

「――それで、その証拠とやらは？」

　バカバカしいやり取りでこれ以上放課後じかんを削るのは勿もつ体たいないので、素直に訊くことにする。なんというか、早く家に帰りたい。いや、カラオケに行かなければならないんだが。やれやれ。

「さぁ、これを見たまえ！」

「ババーン！」

　大おお袈げ裟さに腕を振り、床に残された証拠を明らかにするバカ野郎。ちなみに、『ババーン！』という効果音は、文美が口で言っていた。きっと打ち合わせしてたんだろうな。ご苦労なことだ。

　その証拠とやらを見る。

「埃だな……」

「埃です……」

「埃ですねぇ……」

　オレ、二重ちゃん、先生の三者三様の答え方だが、見けん解かいは一いつ致ちしていた。なぜなら、京太郎が証拠として見せつけたモノは、掃除不足で床に積もった埃だったからだ。

　しかし、当のバカはニョロリと嗤って（うん、ニョロリで合っている）、言い放つ。

「ああ、そうさ。埃だよ。証拠は、この積もった埃さ」

　そして、カシャリとケータイで写メった。もちろん、埃を。

「そろそろ、本題に入ってくれませんかねー？」

　オレがそう切り出すと、京太郎は首を縦に振って解答編を開始した。

「――さて、ぼくがここに人が隠れていたという証拠として『埃』を提示した理由について語ろうじゃないか」

「前置きはいいから、さっさとはなせ（早く解放してくれという二つの意味を込めて）」

「いや、まずは確認からだね」

　京太郎は口を弧この字にひん曲げながら、中村先生に顔を向ける。どうやら、先生に訊きたいことがあるらしい。

「……では、先生。お訊ねしますよ」

「はい、なんですか、明智くん？」

「この理科準備室の清掃は最近怠おこたっていましたよね？」

「は、はい。恥ずかしながら、噂のせいでどの先生方もこの準備室には近づかなかったと思いますから」

「―――結構。

　次に、この部屋の施せ錠じようについてお訊ねします」

　先生からこの理科準備室のカギを受け取り、手の中で弄いじる。

「このカギは職員室で管理していますね」

「ええ」

「誰もが持ち出せるモノですか？　たとえば、生徒が……」

「いえ。一応、化学の顧こ問もんの先生に一言連絡しないと教師でも持ち出せませんよぉ。ましてや生徒が持ち出すなんて有り得ないです。危険物いっぱいのこの部屋に入るだけでも、教師が一人以上ついていないとダメですからねぇ」

　手と首を左右にブンブンと振りながら答える先生。京太郎は、先生の言葉に満足したのかクツクツと嗤い、「それが聞きたかったです」と、一言洩らした。

　――さて、今度はどんな無茶な推理を口にするのだろう。そう思いながら、京太郎を凝視して待つ。数秒ほどもったいつけたバカ野郎は、ニィッと唇の端を吊り上げてやっと言葉を発する。




「さあ、先ほどの問もん答どうをふまえて、ここを見てくれたまえ」




　手の平をかざして、その場所を見ることを促す。

　もちろん床だ。床に積もった埃である。

「どういうことだ？」

　いつもの推理のごとく、コイツの言っていることはやはり意味不明とんちんかんなので、仕方なく訊き返してやる。

「ふふん、まだわからないのかい、小林くん。いや、『双子のガイコツスカル・ツインズ』！　ここには、キミの共犯者が残した証拠が残っている！」

　いや、知らねえし。

「――で、何が証拠なんだよ？」

　オレに濡ぬれ衣ぎぬを十枚ぐらい着せやがるこの男を問いつめる。くだらないことを言ったら殴るつもりだ。それはもう、有無を言わせずサックリと。もちろん、二重ちゃんが割り込んでくるだろうが、邪魔はさせない。隙さえ突かれなければ、彼女に負ける道理がないのだから。

　オレの心情を知ってか知らずか、京太郎はオレの問いに良い笑顔で答え始める。

「これが証拠さ。よく目を凝らして見るんだ。――ここだ。この床に積もっているであろう埃をさ」

　丁てい寧ねいに指差し、場所を指摘する。

　だが、京太郎の差し示す床の上には何もなかった。

「何もないですよぉ」

　先生が眼鏡の奥の瞳を糸のように細めながら、言葉を洩らす。

　そう、先生の言うことは正解なのだろう。彼女の言う通り、――何もなかったんだ。床の上に積もっているであろう、――埃さえも。

「……埃がない？」

　二重ちゃんも気づいたようだ。

　最近、清掃を行っていない。つまり、汚れている＝イコール埃が積もっているはずなのだ。なのに、目の前に映る光景はどうだろう。綺麗ピカピカとはいかないまでも、この辺りの床だけ埃が明らかに少ない。まるで何かで拭ふき取ったような、払ったような――。

「まさかっ」

　一つ思い当たったことがある。

　オレは有無も言わせず京太郎の両手を摑んで、手の平を確認する。同じように文美の両手も見る。――汚れていない。

　それから、京太郎の制服についているありとあらゆるポケットをまさぐる。

「おおっ！　これぞＢＬ！　キャホーっ！」

「うるさいよ！」

　テンションが大幅にアップした一つ下の幼なじみを一喝しておく。ただ男のポケットの中を確認しただけなのに、すごい食いつきである。ちなみに、幼なじみとはいえさすがに女性のポケットをまさぐることはできないので、文美の方は置いておく。

「……ないか」

　オレの思った通りじゃなかったので、少しガッカリだ。それは、今コイツらがこの床を拭いたのではないかという疑いだったのだが、どうやらそれは違うようだ。

「――満足したかい、小林くん」

　優越感に浸ひたりまくった憎たイヤらしい笑顔だった。ムカついたので、頰ほおにパシンと平手をカマしてやる。

「私の兄さんに何をするんですかっ！」

「蚊かだ」

「そうですか。それでは仕方ないですね」

　あっさり引き下がる二重ちゃん。お、これはいいな。今度から、京太郎を殴った時の言い訳に使おう。

「ふ、まぁいいさ」

　結構痛かったのか、涙目の京太郎である。しかし、それを我慢して、偉そうに気取り通すのはコイツらしい。

　京太郎は、頰を撫なでながら言葉を続ける。

「この床が表すことは一つ。

　誰かが、最近この床の埃を払い取った。――即ち、誰かがこの部屋に出入りしているということに他ならない」

　何はともあれ、それが事実なのだろう。

　京太郎は側そばに立っている噂のガイコツくんに触れ、左右に揺らす。

「ほら、埃が舞わない。このガイコツ模型にも埃が積もっていなければならないのに、これはどういうことか？」

　謳うたうように語る京太郎の横を抜け、問題のガイコツを確かめる。パーツの節ふし々ぶしに埃が詰まっていたりはする。だが、大まかなところには埃は付着していなかった。

「――次の問題だ。この密室から、どうやってその隠れていた人間じんぶつは消えたのか？」

　新たな疑問を口にする京太郎。

「そうだよ！　カギは職員室で管理されているんだろ。なら、どうやってソイツはここに出入りできたんだ？　合いカギでも持っているのか？」

「合いカギなんてないと思いますよぉ。先生は、聞いたことないですもん」

　オレの疑問を否定する先生。絶対とは言い切れないが、教師が言うんだから間違いはないだろう。

「いや、カギなんて必要ないんだよ、小林くん」

　踏ん反り返って口を開く。だから、動作がいちいちムカつくんだよ、お前。フツフツと沸いてくる怒りを抑え、冷静を装よそおって訊ねる。

「ほほう。じゃあ、どうやってこの密室から、その人物は消えたんだ？　このガイコツが、実は本当に動くという奇き々き怪かい々かいなことを言い出すんじゃないだろうなっ！」

　ガイコツ模型を指差しながら言葉を発するオレに憐あわれむような視線を向ける。

「……小林くん。キミはバカか？　こんなガイコツが本当に動いたら、推理なんて必要ないだろう？　『踊るガイコツの犯人が、動くガイコツの模型でした』って、どんな怪かい奇き探たん偵てい団だんだよ。ぼくたちは普通の探偵団だよ？　怪奇事件は、霊れい界かい探偵にでも任しておきたまえよ。閻えん魔ま大だい王おうの子供から探偵に任命された彼に、ね」

「オレたちは、文芸部だ！」

「そんな些さ細さいなことはどうでもいいんだよ、小林くん」

「さすが京ちゃんね」

「どうでもよくないし、何が『さすが』なのかまったくもってわからんわっ！」

　ダメダコイツラ、ハヤクナントカシナイト。

　怒りを抑えに抑えながらツッコミ役をこなすオレ。誰か助けて下さい。オレをこのアホどもから救い出して下さい。

「そ、それで、この密室の謎は？　答えを教えてよぉ、明智くん」

　オレたちのやり取りが終わるのを今か今かと待っていた先生が、眼鏡の奥のお目々をきらきら輝かせながら口を開く。

　思わぬ聞き手の出現に喜びを隠せないらしい京太郎。平静を装っているのがバレバレである。ほら、口元が嬉うれしそうだ。




「――さて、今回の事件は大変難しい事件でした」




　両腕をうしろに回して腰辺りで組むと、校庭側の窓際に向かってコツコツと格かつ好こうをつけながら歩き出すバカ野郎。

「踊るガイコツの噂。何者かがいたという証拠。そして、密室。真実の糸が複雑に絡まったこの事件の謎……」

　すごくもったいぶって、酷く腹立たしい。

　京太郎は、窓の外を眺めながら続ける。

「一番の問題である、この密室のトリックを説明しようじゃないか」

　言葉が終わるとこちらを振り向いて不敵に微笑ほほえむ。それから、ゆっくりと窓に手をかけると、




　――横に引いた。




　ガラガラガラ。

　大きな音を立てて、横にスライドする窓。

「これがトリックさ！」

　さも偉そうに語るバカたんてい。

「つまるところ……」

「ああ、言わなくてもわかるよ、小林くん。こんな難しいトリックだったとは、キミは気がつかなかっただろう？　ぼくだから気づけたんだ。さぁ、褒ほめ称たたえたまえ！」

　まるで自分の手柄だと言わんばかりに捲まくし立てる京太郎。

　オレは埃まみれの床を踏み荒らした上履きを右足から抜き取ると、右手で踵かかとの部分をグッと握り構える。今からこの得意気な男に天罰たる一撃でんとうてきなツツコミを喰らわせてやろうと思う。うん、反論は認めない。

　ゆっくりと息を吸いながら、口にするセリフを吟ぎん味みする。

　よし、決まった。単純に一言にしよう。

　構えた腕を空に掲かかげ、




「密室でもなんでもねえじゃねーかぁぁああああああああああああっ！」




　――そして、息と共に言葉をぶちまけながら、右手の上履きをアイツの頭目がけて振り下ろした。




　　　　◇




　埃臭い部屋でうずくまる人間が一人。いわずもがな京太郎バカである。

　クリーンだかクリティカルだか知らないが、コイツの後頭部にヒットしたオレの上履きの力だった。相当な衝撃いりよくだったようで、ピクリとも動かなくなった。

　オ、オレはなんてことを。ワナワナと手が震えだし、ぽとりと上靴が落下する。

「な、何するんですかっ！　私の兄さんですよっ！」

　彼の妹が取り乱し、オレに摑みかかる。そのままオレの胸ぐらを捻ひねり上げ、首を絞めつけながら、喚わめく。

「――兄は、兄はバカで愚かだったけど、こんな目に遭う程の悪い人間じゃなかった。それなのに……、それなのにっ！」

　ガクンガクンとシェイク。あああああああ、頭が揺れるぅぅぅぅ。あああああと、息がしづらいぃぃい。

　そんな状態だったが、なんとか声を絞り出す。

「かかかか、蚊だ。蚊がいたんだぁぁぁ……」

「そうですか。なら、仕方がないですね」

　あっさりと拘こう束そくは解かれた。言葉一つに騙されやすい簡単な妹さんだった。

　さて、と――。

　床に転がる上靴を拾って履き、動かなくなったバカ野郎に視線を戻す。

　トントンと爪つま先さきを床で叩き、靴の具合を確かめながら京太郎のことを思う。




　――勢いでやった。後悔はしていない。




「まぁ、自業自得だな」

　シミジミと呟つぶやきながら、先ほど二重ちゃんがオレにやったようにガクガクとシェイクしてみる。おっと、今動いたぞ。

　それから、コイツの身体をポイッと床に投げ落としてしばらく観察。




「何するんだ、小林くん！」




　クルクルと回転をしながら立ち上がり、叫んだ。本人は格好いいと思っているんだろうが、格好悪いぞ、その回転立ち。

　オレが指摘してやろうと口を開きかけた時、京太郎が先に文句を垂れ流しだした。

「何をするんだ、小林くん！」

　大事なことだから二回言いやがりました。大事か？

「ぼくの大切な頭に何をするんだ、小林くん！」

　――三回目。よっぽど大事なんだな。

「ぼくの大切な頭脳が詰まった頭部に何をするんだ、小林くん！」

「しつこいっ！」

　ウザくなってきたので、チョップを落とす。もちろんその大切な頭脳とやらが詰まった頭部にだ。

「キ、キミは人類の宝に攻撃をしているんだぞ！　このクリア色の脳細胞が詰まった明智京太郎の頭に手を上げたんだ。恥を知れ！」

　そのセリフ、そっくりそのまま返してやりたい。自分を人類の宝扱いかよ。どんだけワンマンなんだよ、お前。あと、クリア色の脳細胞ってなんだ？　エルキュールな人を真ま似ねしたのか？　灰色じゃなくて透明ってカラじゃねーかっ！

　そんなドロドロとした感情ツツコミを心の中で渦巻かせていると、彼かの人物は何事もなかったかのように一言。




「まぁ、いい」

「「「「いいのかよっ！さすが京ちゃんね！」」」」




　四人の声が重なった。若干一名ほど感心した奴がいたようだが……。

「それで、どこまで話したかな？」

　ブツブツと呟きを洩らしながらウロウロと歩き出す京太郎。ふむ、どうやらオレの一撃で記憶が混乱したらしい。

「ああ、そうだった。ぼくのクリア色の脳細胞のひらめきで、この密室のトリックを解いたんだった。よし、思い出した」

「いや、密室も何も、最初から窓の鍵が開いていたんだけどな……」

　自分の呟いた言葉を反はん芻すうしながら思考する。そうなのだ。この理科準備室の窓の鍵は開いていた。つまり、鍵が開いていたことを知っていた人間ならば、誰でもこの部屋に侵入できるのだ。ここは一階なのだから、外から入ってくるのは容易である。

「どうだい、小林くん！　これでここにキミの共犯者が隠れていた証拠も方法も摑んだ。あとはキミさえカンニングを認めて供きよう述じゆつしてくれれば、先生に突き出したりはしない。ぼくの胸にしまっておくことにしようじゃないか」

「さすがは京ちゃん。寛かん大だいだわ！」

　感嘆するバカ女の隣で、

「えぇと、先生はここにいますよぉ」

　忘れ去られた存在と化している中村先生が、哀しそうな声を洩らしていた。

「はぁ……」

　オレは溜ため息いきを一つ吐き出したあと、言葉を続ける。

「ここに何者かが出入りしていたということは、確かだろうよ」

　ガイコツの噂を辿たどってこれだけの証拠を見つけたのだから、素直にそこは感心する。が、だからといって――、

「だからといって、オレがカンニングしていたという理由にはまったくもって結びつかねぇだろうが。

　お前が見つけたのは、ここに出入りしているヤツがいるということだけだ」

　人差し指を突きつけて、言い放つ。

　すると、京太郎は顔に縦線を入れて大袈裟に驚きを表現したりする。

「なぜだ！　マンガやドラマだと、ここはキミが観かん念ねんして犯人であることを認め、『学力重視の社会に復ふく讐しゆうしたかった』とか動どう機きを語り出して、自殺を図はかるところだろ？」

「おいおいおいっ！　なんでお前は、まだオレが犯人であるということを前提に話をしようとしているんだ？　そもそもオレは犯人じゃねぇし、別に今の社会に恨みなんか持っちゃいねぇし、自分から死ぬとかありえねえ！」

　怒鳴りつけてやると、バカはガックリと床に手をついてうなだれた。

「そんな……。ぼくの推理が外れるとは……。こんな世界、滅ほろびてしまえばいいのに」

　そこまでショックなのかよ、お前はっ！

「もういっそシュウが犯人でいいんじゃないの。京ちゃんのために犯人になりなさい！」

「そうですよ、シュウさん。私が自白内容を考えてあげますから、それを口走ってサクッと自殺しちゃいましょう」

「じ、自殺はダメですよぉ。先生の監かん督とく不ふ行ゆき届とどきになるじゃないですか。先生は責任逃れしたいですっ！」




　教師も関与した壮そう絶ぜつないじめだった。




　なんなんだろう、この四し面めん楚そ歌か。

　どんよりとした気分に押し潰されそうになったオレは、部屋の隅まで後あと退ずさり、壁を背にしながらずるずると足を抱えて座り込む。隣にはガイコツの模型標本があった。

「お前も独りだな。オレも独りだ。はははは……」













　なんとなく理科準備室にポツンと立っているこのガイコツくんに親近感が湧き、指で触れてみる。ガシャッと音を立てて揺れ動く。その動きが面白くて、もう一回押す。ガシャリ、動く。押す。ガチャ、揺れる。押す。ガッシャ、踊る。

「…………………………」

　視線を感じ、顔を向ける。

　京太郎が口を魚のようにパクパクさせて、オレを指差していた。

「そ、それだぁあああああああっ！」

　そして、いきなり大声を上げる。

「それだよ、小林くん。なんだ、簡単なことじゃないか！」

　それから、こわれたようにわらいながら、てんをあおいだ。

　それから、壊れたように笑いながら、天を仰いだ。

　特別大事なことではなかったが、ちょっと捻って二回思ってみました。

「京ちゃん、謎が解けたのね！」

「ああ、そうさ、玉村くん。あの無様な小林くんの姿を見たまえ」

「本当に無様だけど。それが、どうしたの京ちゃん？」

　うるさいよ、イジメッコども。

　おもむろに彼は、自分の妹に声をかける。

「二重」

「なんですか、兄さん」

「小林くんの隣に腰を下ろしてくれたまえ」

「はぁ……。こうですか？」

　腕が接触するくらいの距離で二重ちゃんがオレの隣に座るのを確認した京太郎は、満足げに口元を歪めると床を凝視する。

「――やはりだ。ピッタリだな」

　そう言ってオレの足元を指す。

「何がピッタリなんだ？」

　いじめられたオレは口を開くのも嫌なほどムカついてはいたが、話が先に進まなそうだったので気け怠だるそうに、――あくまで気怠そうに訊いてやった。

　すると、バカ野郎は待ってましたと言わんばかりの得意顔で答える。

「わからないのかい、小林くん。キミと二重が座っているところを見てみたまえ」

　オレが座っているところ？　ああ、無意識のうちに汚れてないところに座ったな。即すなわち、埃がなかった床だ。隣の二重ちゃんが座っている床を見ると、気づくことがあった。

「ん？　二重ちゃんの座っている所も汚れていない……？」

「そうさ。ちょうど二人が座れるくらいのスペースほど埃が取り除かれていたんだ」

「どういうことなの、京ちゃん？」

「簡単なことさ」

　文美の問いかけに得意顔で答える京太郎。

「……この理科準備室に侵入者は二人いたということだろう。今の小林くんと二重のように、寄り添って座り、ガイコツ模型標本を弄いじって遊んでいた」

　そこで一旦言葉を句切り、オレたちを見回す。みんなが自分に注目しているのを確認すると、満足げに頷いて続きを口にする。長年つき合いがあるが、本当にめんどくさいヤツだった。

「まず不可思議に思ったことは、薬品がしまい込まれている棚が荒らされていないということ。これは、侵入者たちが薬品には興味がなかったということだ。

　ではなぜ、こんな埃だらけの理科準備室に侵入したか……」

「ガイコツが動く噂を流して学校の七不思議でも制作したかったんじゃないですか？　面白半分に」

　二重ちゃんがスカートを抱えたままの三角座り姿で、兄を見上げながら意見を発する。そんなバカげた理由などないとは思うが、理由の一つとしては考えられないこともない。

「いや、違うな。もっと単純な理由」

　含みのあるイヤらしい笑いを浮かべるバカ。さっさと話しやがれという意味を込めた視線を送る。――が、それを柳のように受け流し、

「今のキミたち自身の姿でも思い浮かべたまえ」

　などと、回りくどい表現を投げつけてくる始末。

　仕方なしに、自分と隣の二重ちゃんを見回して思考する。第三者から見て、自分たちがどのように映るかを想像してみる。

「これだけヒントを出しているのに、まだわからないのかい？　くっくっく、本当にキミたちはバカだなぁ。じゃあ、発表するとしよう……」

「さてと……」

　さすがに怒ど髪はつ天てんにも激突するほどムカついたので、拳を握り締めて立ち上がる。

「ダ、ダメだ、小林くんっ！　暴力は反対だっ！　そ、そこに座り直したまえっ！」

　バカ野郎は慌あわてふためきながら、後退る。

　その姿があまりにも滑こつ稽けいだったので、興が削そがれ、言葉に従ってやるかという気分になった。まぁ、気分になっただけなので、京太郎の頭に拳を振り下ろす。

「オラッ！」

「がはっ！」

「何するんですかっ！」

「蚊だ」

「そうですか。それでは仕方ないです」

　というやり取りを終えたあと、埃のないスペースに、二重ちゃんを押し退のけながら身体を割り込ませて座る。

「よし、話していいぞ、京太郎」

　涙目になりながら「ぼくの脳細胞に何をするんだ……」とかブツブツとひとしきり洩らし終えると、「フッ」と小さく笑いながらポーズをつける。

「早くしろよ」ギンっ！（←睨みをきかせる）

「待て、待て、言うから言うから。どぅＤｏＤＯＯＯＯ」←ははは、うまく言語化できてねぇ。よっぽど殴られたくないんだな。

　京太郎は、怯おびえた心を落ち着かせるように「コホン」と咳せき払ばらいをして、大袈裟に腕を広げる。だから、そーゆーポーズいらないってのに。

　それからニンマリと笑みを貼りつけて、自分の出した解答を言い放った。




「――つまり、この学校のバカップルがここを秘密の憩いこいの場所にしていたということだ！」




　なんというか、バカバカしかった。バカげていた。バカだろう。まぁ、バカだわな。京太郎だから。

「す、すごいわ京ちゃん！　名推理だわっ！」

「はっはっはっはっはっ、どうだい玉村くん。ぼくの完璧な推理は？」

「これで事件解決ね、京ちゃん！」

　大いに盛り上がる二人には悪いが、謎な部分を指し摘てきしてやることにする。

「なぁ、京太郎。――ガイコツの埃が取り払われていたのはなぜだ？」

　その指摘に対して京太郎のヤツは、不思議そうな顔をして答えを返す。

「何を言っているんだい？　さっき小林くんがやっていたみたいにガイコツ模型を指で突いたら、埃が舞ったので拭きとったんだろ？　毎回、ガイコツくんで遊んでいないと、踊るガイコツなんて噂は立たないだろうし」

　さも当然のような言い回し。なんでこんなことがわからないんだいという態度に、腹が立つ。

「――でも、なんでガイコツが動くなんて噂が立ったんだ？　廊下ん所の窓から中が覗のぞけるだろ？　中でイチャついて模型で遊んでるバカップルが見えるだろーが」

　オレの質問に「ふぅ……」と、溜息一つ嫌みったらしく吐いて、口を開く。

「小林くん。今のキミの状態を見てみたまえ。床に座っているだろう。それが答えさ。そのポーズを取れば、この部屋の真ん中に配置してある机の陰になって、廊下側の窓からは見えないんだよ。人の姿がなければ、ガイコツが勝手に動いているように見えるってワケさ」

　意外に納得のいく答えだった。確かに、言われてみればその通りだ。中に人間がいたとしても外から見えないのなら、いないのと同じなのだろう。

　京太郎は満足そうに頷き、ツカツカと校庭側の窓に歩を進め、




「――これで、『踊るガイコツダンシングスカル』はもう現れない……」




　そう格好をつけて、しっかりと施錠したのだった。

「あー、そうだなー。カギかけたら、もう外から入ってこれないからなー」

　＊棒読みです。

　なんというか、終わってみれば簡単すぎるくらい簡単な話だった。バカ野郎のダラダラと長く理解しがたいホラ話につき合わされて、放課後を潰したわけだが。




「先生……、事件……、解決です」




　キメ顔で決めゼリフを吐いたバカを見る。

「さすが明智くんです。頼りになりますねぇ」

　真相が判明したので一安心している先生。いや先生。京太郎が頼りになるっていうところだけ訂正して欲しい。それは先生の見る目が腐っているだけですから。そんなことを思いつつ、この事件（？）をまとめよう。




　ガイコツが動く噂→校庭側の窓の施錠忘れ→外からの侵入者の可能性→窓の施錠。




　――これだけだった。

　悲しいほどに十分程度で片づく出来事だった。

　オレは、まだ床に座り込んでいる。

　もう一息吐いたら、立ち上がって事を起こそうと思う。

「なぁ、二重ちゃん」

「なんですか、シュウさん？」

「あのバカの頭に、でっかい蚊がとまっているのが見えないか？」

「ああ、いますね。拳ぐらいの大きさのが……」

　オレと二重ちゃんは立ち上がり拳を握ると、貴重な放課後を丸潰ししてくれた男のもとに向かって歩き出すのであった。







　―――惨劇が始まるのは、数秒後のことであるあらたなじけんのまくあけだ。































　――さて、この前起きた不ぶ気き味みな現象のことを語ろうと思う。

　それは、昨日のことだ。

　オレが就しゆう寝しん前まえにトイレに行こうとすると、ふと気がついたことがある。

　床だ。

　オレん家ちは、廊ろう下かの床が木製のパネル貼ばりになっているんだが――。

　まぁ、そのパネルとパネルの間にほんの少しの隙すき間まがあるんだ。

　その隙間に、毛が挟はさまっていた。

　ああ、人毛さ。髪の毛だよ、髪の毛。

　ハラハラと廊下に落ちたのが挟まったんだろう。――その時は気にも留とめずに、引っこ抜いた。引っこ抜こうとしたんだが、毛はプチッと途中で切れた。多分、摩ま擦さつか何かで切れたんだ、きっと。その毛を持ってトイレに入り用を足す。その時、毛はトイレに流したよ。

　うん、そこまではいい。

　しかし、トイレから出ると、先ほどの毛のことがやけに気になる。

　まだ引っかかってるかもしれないと、這はいつくばって床を流し見る。

　薄暗い廊下なので、見えにくい。

　目を細めて見る。ぼんやりとした灯あかりに照らされたいつもの廊下。

　でも、気がついた。気がついてしまった。

　さっきと同じ場所に、また毛が挟まっている。

　――おかしい。二本、挟まっていたのか？

　いや、なかったはずだ。不ふ思し議ぎに思いながらも、もう一度引っこ抜く。

　プツッ。

　今度は、うまく抜けた。

　手に取った髪の毛をしげしげと眺ながめる。

　長い黒髪。

　長い？

　そこで、背せ筋すじに寒気が走る。

　明らかに不自然だったからだ。

　――だって、オレの家族に、こんな長い黒髪の人物はいない。

　だったら、なんでこんな長い髪の毛があるんだ？

　おかしいじゃないか！　さっきはなかった髪の毛がまた同じ場所に挟まっていて、しかも、その髪の毛の長さが明らかにこの家の者の長さじゃない。

　いや、待てよ。

　――気づいてしまった。

　この髪の毛、まるで今抜けたような瑞みず々みずしさ。まだ毛もう根こんがついているのを見てしまったからだ。

　恐怖に駆られて、思わずバッと毛を投げ捨てる。

　おかしいだろ。ドクドクと脈打つ胸を押さえながら、考える。

　そして、思い至ってしまった。




　まるで、床から髪の毛が生えてきているみたいじゃないか。




　ガバッと振り返って床を見る。

　またあの隙間から、髪の毛がユラユラと揺れていた。

　――増えている。今度は二本の髪の毛。

　なんなんだ。なんなんだ、これはっ！

　ブルブルと震える手で、その毛を摑つかんでブチブチと引っこ抜く。

　フウフウと荒い息を吐きながらその隙間を見つめていると、

　ぬるぬると、毛が、生えてきた。

　うわぁぁあああああああああああああああああああああああああっ！

　オレは恐怖の悲鳴を上げながら、毛を抜き続ける。

　ブチブチ。

　ブチブチ。

　生えてくる毛を一いつ心しん不ふ乱らんに抜き続ける。

　――だけど、一向に止まらない。いや、むしろ生えてくるスピードが速くなっている。

　なんで生えてくるんだ？

　しばらくすると恐怖心より好奇心が勝かってしまう。

　髪の毛が生えてくる不気味な隙間。木のタイルとタイルの間の闇やみの穴。

　よせばいいのに、

　本当に、やめておけばいいのに、

　気になって気になって、




　―――覗のぞいてしまった。




　するとそこには、

　ギョロリとした何者かの目玉が覗いていて。

　オレと目が合った。

　そう、誰だれかが床下に潜もぐり込んで、家の中を覗いていたんだっ！







「ま、まぁ、『幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばな』という言葉もあることだし……」

　声を震わせて感想を洩もらすバカ野郎こと、明あけ智ち京きよう太た郎ろう。

　梅つ雨ゆも間近に迫っているのに、雨の降る気配がまったくないほど晴れ晴れとした五月下旬の放課後のことだ。

　いつものメンバーが文ぶん芸げい部ぶの部室に集まり、ダベっていた。面白い推理系の本が今手元にないらしく、暇ひまをもてあました京太郎が、「小林くん。何か話をしてくれたまえ」と、偉えらそうな言葉を吐きやがったので、オレが体験した話を披ひ露ろうしてやった。

「それで、シュウはその誰かさんをどうしたのかしら？」

　机の上に艶なまめかしく寝そべって話を聞いていた文ふ美みが、訊たずねてくる。

「床を引ひっ剝ぺがして捕まえて、警察に突き出してやった」

「は、はははははは。まぁ、ゆ、床下も不ふ法ほう侵しん入にゆうで訴えられるはずさ！」

　いまだ震える京太郎を流し見る。どうやら、相当怖かったらしい。

　そんな中、読んでいた本（また、マンガ雑誌です）から顔を上げてオレを見つめる一対の瞳ひとみ。

「ん、どうしたんだ、二ふた重えちゃん？」

　オレが訊ねると、彼女は瞳をキランと光らせて口を開く。

「噓うそですね。シュウさん」

「は？」

「その話自体が噓っぱちです」

　そうして、手元の雑誌マンガに目を向ける。

「へぇ、その根こん拠きよは？」

　続きを訊きき出すべく言葉を投げかけると、

「――だって、最近私、夜は望ぼう遠えん鏡きようでシュウさんの部屋を覗くことを日課にしていますが、そんな騒ぎはなかったですから」

　お向かいに住むバカの妹さんは、さらりと問題発言を口にした。

「ちょ、おい！　プライバシーの侵しん害がいじゃね？」

「まぁ、噓ですけど」

「噓かよっ！」

「いえ、本当ですが」

「どっちだよ！」

「では、噓という方向で」

　本を見つめるその表情は、しれっとしたしたり顔。うまいことはぐらかされた感じだ。

「なるほど……。謎なぞは解とけたぞ」

　ガバリと立ち上がり、宣言する京太郎。いきなり過ぎだろ、オイ！

「わかったぞ、二重。昨日の夜、お前は星を見ていると言いながら、望遠鏡を覗き込んでいたな。望遠鏡をやけに水平に傾かたむけているなと思っていたが……。星ではなく、小林くんの部屋を覗いていたんだな！」

「すごいわ京ちゃん！　今日も京ちゃんの推理は、絶好調ね！」

　いや、推理でもなんでもないだろ、それ！　普通にわかることだろーがっ！

　心の中でツッコんでいると、本を読みながらしたり顔の少女がなんともまぁ、否定を口にしたのだった。

「兄さん。私は星を見ていたんです。それは、本当ですよ」

　そう言って顔を上げ、花を咲かせるかのように微笑ほほえむ。う、可か愛わいいじゃねぇか。

「――そう、私は見ていたんです。ある残ざん酷こくな事件の犯人ホシをね……」

　彼女の笑みが、醜しゆう悪あくなモノに変わる。

「なるほど！　二重は空の星ではなく、事件の犯人ホシを見ていたということかっ！　そして、その事件の真犯人はキミだ、小林くんっ！」

　指先をオレに向けて言い放つバカ。

「なんの事件だ、コノヤロウ！　オレは家にいただけだぞ！　二重ちゃんもいい加減なことを言うな！　このバカが本気にしやがっただろ！」

「ほほほ……。なんのことでしょうか？　私はただ、シュウさん（の部屋のテレビに映っていたサスペンスドラマの犯人）が起こした事件を見ていただけですよ？」

「おい！　その小声になっている部分が一番大事だろ！」

　括かつ弧こで括くくられていそうな部分にツッコむ。――いや、待て。違うぞ。一番大事なのは、やっぱり二重ちゃんがオレの部屋を覗いていたことじゃねえかっ！　訂正する。

「なんでオレの部屋覗いてんだよ！　新手のストーカーかっ？　それが幼なじみだったなんて、笑えんぞ！」

　キツメの物言いで攻めると、彼女はジワッと瞳に涙を浮かべ、

「ひ、ひどい、シュウさん。恋する乙女おとめの情熱を、ス、ストーカーだなんてっ！」

　両手で顔を覆おおい頭を左右に振り涙声を発する。

「こ、小林くん！　ぼくの妹を泣かせたな！　許さないぞ！」

「そうよ、シュウ。女の子を泣かせるなんて最低よっ！」

　慌あわてふためく兄貴シスコンと女幼なじみを無視し、泣いている二重ちゃんに歩み寄る。

　そして、強引に手首を摑んで顔から引き剝はがすと、スルリと何かが彼女の手から零こぼれ落ちてコンコンと音を立てて床に転がる。




　――目薬だった。




　それをつまみ上げながら、彼女の顔を見やる。

　能面のような無表情である。ちっとも悪びれていないことが読み取れる。

「何か言いたいことは？」

「ユスリのネタが手に入ればと思って覗いてました。サーセン」

　彼女はペコリと頭を下げると、てへっと破は顔がん。舌を出して可愛らしさをアピールしまくった。

　覗きにユスリときたもんだ。もちろんどっちも犯罪である。それを指し摘てきしてやると、彼女は床に転がっている目薬を拾い上げ、キャップを開ける。それから、おもむろに天に掲かかげ、中の液体を両目に落とし、二、三回のまばたき。ツーと目め尻じりから流れ落ちる薬液。

「くすん」

　――大だい胆たんすぎる犯行だった。

「「泣～かせた。泣～かせた。せ～んせ～に言ってやろ～♪」」

　そして、ハモるバカ二人。

「お前ら、今の見てなかったのかよ……」

　もうイヤだ、コイツら。




　　　　◇




「明智く～ん、助けて～っ！」

　オレが幼なじみたちにいつも通りにいじめられている時に、走り込んでくる女性の声。もちろん、その声の主ぬしは中なか村むら先生（二十八歳）である。毎回毎回、お約束をきっちり守る人だった。

　しっかし、ここのところ立て続けに事件が起こるなぁ。この前の理科準備室の事件ガイコツから、まだ三日しか経たってねぇ。

「今日はどうしました、中村先生？」

　先生の姿を確認するとキリリとカッコつけモードに入った京太郎は、言葉を紡つむぎながら部室の前面にある教きよう卓たくの上に座る。いわゆる定位置に着いたわけである。

「今日も京ちゃん、カッコいいわ」

　京太郎の隣となりに寄り添う文美の目は、いつも通り腐くさって節ふし穴あなが空いていた。

　我関せずと、遠い席に着いてマンガ雑誌を開く二重ちゃん。これもまた日常だ。

「さぁ、先生……。何があったのか聞きましょう」

　ふふんと、クールにキメ顔のバカ野郎。

「プ、プププ、プ……ル。プルプルっ」

　しかし、気が動どう転てんしているのか、先生は意味のわからない言葉を吐き出すだけの物体に成り下がったようだ。

「先生、どうか落ち着いて」

　文美が言葉とは裏腹に、バシバシと先生の背中を平手で叩たたく。あれは痛いだろうな。ほら、先生が段々涙目になってきたよ。

「プ、プププ、プ……ル。プルプルっ」

　しかし、その痛みに屈くつせず、同じことを言おうとするその精神は立りつ派ぱだった。

「いや、先生。我が慢まんしなくていいんですよ。それは暴力の一種ですから、叱しかってやった方が文美のためになりますって」

　その姿を哀あわれに思ってしまって、オレの力で文美を引き剝がす。

　すると、

「プルプルプル……。痛い～」

　先生は痛みに屈した。あれだけ耐たえてきたのに、ここで屈した―――――。眼鏡めがねを取り、ハンカチを当ててめそめそと泣く。

「さすがだな、小林くん。ぼくの妹だけでなく、先生さえも泣かせてしまうとはっ！」

　ぴょいんと教卓から飛び降りるとオレを指差して、声高らかにとんでもないことを言い放つ。

「小林くん改め、『女泣かせレデイース・キラー』よ！　キミはこれからも女性を泣かせていくのか？　この女性の敵めっ！」

「おい、こらぁっ！　オレは誰も泣かせてねぇっ！　二重ちゃんは噓泣きだし、先生を泣かせたのは文美だ！　それから、オレに変な二つ名をつけるな！　いつもより格段に嫌な二つ名さいあくじゃねぇか！」

　だが、オレの魂たましいの絶叫は認められることはなく、

「何を言っているんだ『女泣かせレデイース・キラー』。キミの側そばで二人の女性が落らく涙るいしたのは事実じゃないか」

　なんてことを言いやがる。

　く、反論開始！

「それを言うなら、お前だって例外じゃないぞ！　お前だって、泣いている女性の側にいるじゃないかっ！」

　バカ野郎に指を突きつけて、言葉を投げつける。

「フ……。そのことかい？　それは、ぼくには当てはまらないよ」

　しかし、京太郎は唇くちびるの端はしを持ち上げてニヤリと余よ裕ゆうの笑みを見せる。一体、何があるというのだ？　何がこの男をこんなにまで自信過か剰じようにさせる？

「――では、玉たま村むらくん。『女泣かせレデイース・キラー』に説明してやってくれたまえ。このぼくがどうして当てはまらないかをねっ！」

　まるで見えないマントでもひるがえすかのように、片腕をバッと振る。すると、隣に寄り添っていた玉村文美バカにごうが、大きく口を開け、ハキハキと言葉を発したのだった。

「京ちゃんは、京ちゃんだからです！　女性に優しい京ちゃんが、女性を泣かせるわけがありませんっ！」

「フフフ、パーフェクトだ、玉村くん」

　そして手を顎あごに添え、キメポーズ。文美はそれを称たたえるかのように、

「わぁああああああ、京ちゃんカッコイイ―――――っ！」

　と、両手を広げてフリフリフリフリ。――いや、いつ打ち合わせしてんだよ、お前ら。

　バカどものことは一旦置いておこう。

　とりあえずは、

「つーか、テメェ、答えになってないだろーが」

　こっちの路ろ線せんで攻める。なんだよ、『京ちゃんだから』って。

「わからないのかい、『女泣かせレデイース・キラー』？」

「わからんね」

　バカ野郎の問いに、即座に答えてやる。

　すると、京太郎は胸を大きく張って、

「ぼくは天下の明智京太郎だよ。そんなぼくが……、女性に対しても誠せい実じつなこのぼくが、女性を泣かせるはずがないじゃないかっ！」

　とか、意味不明なことを言い放った。

　さてと―――。

　腕をぐるぐると肩から回し。

　ぶつけるべき言葉こぶしを脳内で組み立て、形作る。

　うん、決定。

　ツカツカと京太郎に歩を進めると、

「いや、待て、小林くんっ！」

　表情に恐れの色を浮かべたバカがジリジリと後あと退ずさる。

　がつん。

　ぶつかる。何に？　壁だ。そりゃ、後退ればいつかは何かにぶつかるわな。

　目標よーし！ターゲット　照準よーし！ロックオン　腕を振り上げる。

「はぁ……」

　一つ溜ため息いきを吐き出し、気合いを込める。

　そして、言葉こぶしをバカ野郎の頭目がけて振り落とした！

「先生が、マスターペーパーをなくした時のことを思い出せぇっ！　お前のパフォーマンスのせいで、先生は無茶苦茶泣いてただろぉぉぉぉぉぉぉおがっ！　あと、蚊かがとまっているぞっ！」

　どがん。――ゆかにうまりそうないきおいだ。きょうたろうにだいだめーじをあたえた！

　ハズなのに、まだまだ元気な京太郎くんあくゆう。

「な、何をするんだ、小林くん。マスターペーパーの時は、ぼくが泣かせたんじゃないだろう。あれは中村先生が他の先生方に泣かされたんだ！」

「そのきっかけを作ったのが、お前だ。それと蚊だ！」

　一発じゃムカつきが収まらなかったので、もう一回殴っておく。

「痛いじゃないか……」

　頭を押さえ、涙目になりながらうずくまる京太郎。

「シュウ！　京ちゃんに何をするのっ！」

　文美が怒りの声を上げた。どうやら、少しやり過ぎたようだ。――でもまぁ、所しよ詮せんは文美なので放っておくことにする。

「――じゃあ、先生。そろそろ落ち着いてきたと思うので、先ほどの続きをどうぞ」

「まだ、話は終わっていないわよ、シュウ！」

「文美の頭にも蚊がとまっているぞ」

「話は終わったわよ、シュウ！」

　怒りの表情を浮かべてはいるが叩かれるのは嫌なようで、あっさりと話を切り上げるバカ野郎の相あい棒ぼう。

「京ちゃん……。仇かたきはとれなかったけど、文美は立派に生きていくわ……」

　そして、空を見上げる。おい、京太郎はお前の隣で生きているぞ。話が進まないから心の中でツッコんでおくだけにして、目の前の教師に続きを促うながす。

「先生、どうぞ」

　すると、先生は大きく深しん呼こ吸きゆうをし、まためんどうくさそうな事件のあらましを話し出したのだった。

「え～とね。先生、また、あのハゲ……じゃなかった。教頭先生に言われて、放課後の校内を見回っていたのね。なんで先生ばっかりなのかしら～。先生がおつき合いをお断りしたのが原因なの？　いい年してフラフラしているから、奥さんに逃げられるのよぉ。そのハゲがね。今度は室内プールで変な影を目撃したので、確認してこいって言うのよねぇ。自分で行けばいいのにねぇ。まぁた用事があるから、先生に見てこいって……。権力を使った単なる嫌がらせよねぇ。

　――でね、その影っていうのが……気味が悪いのよ。昨日の放課後、えーと六時過ぎぐらいのことらしいんだけど……。教頭先生ハゲめがねが、校内の見回りをしていたら、誰もいないはずのプールに電気が灯ともっていたそうなの。とっくに水泳部の部活時間は終わっているから不思議に思って、校舎の二階の窓から覗き込んだらしいの。あの二階廊下の奥のプールが見える窓よ。先生は、現場プールに行って確かめればいいと思うの。でも、教頭先生は怖がりだからきっと行けなかったのねぇ。それでね、教頭先生ハゲが目撃したのは人間の足と思おぼしき影。プールの中央で人間の足が二本天井に向けて、伸びていたんですって」




　――放課後、室内プールに足が二本、天を突かんばかりにそそり立っていた。




　先生の話を簡単にまとめると、こうである。たった一行程度にしかならない話を、なんであんなに長くできるのか不明である。この人、本当に教きよう員いん免めん許きよを持っているんだろうかと疑わしくさえある。あと、個人情報だだ洩もれ。主に教頭先生の知らない方が良かった秘密を知ってしまった。

　それは綺き麗れいさっぱり忘れることにして、その不可思議ぶきみな件のことを思し考こうする。誰もいないはずのプールに人間の足らしき影。

「これは、あれだな」

　オレの思考をブツ切りにするがごとく、唐とう突とつに声を発するバカ、もとい京太郎。そして、そのまま語り出す。

「この事件は、ぼくが敬けい愛あいするヨコミー先生の孫じゃない名探偵が解決した『ドックでゴッドな一族フアミリー』に登場するスケッキヨに成りすました男が殺された時の状況にそっくりじゃないか！」

　そして、あのシーンをイメージしたＶサインを天に掲げた。

　そうだな。あの話は何度も映像化されて有名だからな。あのシーンならオレも知っているし。だが、それよりも――。

「お前、微妙に固こ有ゆう名めい詞しにフィルターかけてるんだな……」

　オレがしみじみ呟つぶやくと、京太郎は目をパチクリさせて言い放つ。

「それはそうだろう。世の中には著ちよ作さく権けんというモノがあるからだっ！」

「口に出すくらいなら著作権もないだろーが？」

「何を言うんだ、小林くん。このぼくの活かつ躍やくが書籍になった時のことを考えてくれたまえ。そうなれば、色々大変じゃないかっ！」

　――と、バカがバカなことをほざきだしたので、

「間違ってもお前のバカな活躍が書籍化されることはない。くだらん心配はするなっ！」

　一いつ喝かつしておいた。

　すると、ふぐのようにぷくーっと膨ふくれる京太郎の頰ほお。男がやっても可愛くねぇよ。と、俯うつむきながら「はぁ……」と溜息一つ大きく吐き出して、視線を京太郎に戻す。

「……では、推理を始めようじゃないか」

　もう立ち直っていた。早っ！

　そして、京太郎は特等席きようたくからピョインと飛び降りると、あごに手をやりながらゆっくりと口を開く。

「プールから突き出ていた人間の足のような影……。これは、学校七不思議には欠かせない存在である『プールの怪かい』を模もしたモノだろう」

　それから、この野郎は手の平を前に突き出して宣言する。




「そう『水すい面めん上じようの大おお足あし』はこの中にいる！」




「はい？」

　唐突すぎたので、思わず訊き返してしまった。ちなみに『大足』とは大きな足のことではなく、両足を広く開くことである。どーでもいいことだがね。

「犯人はこの中にいると言ったのだよ、小林くん」

　いや、それは語ご意いでわかるんだが。何を根こん拠きよに、犯人がこの中にいると言っているかが知りたいんだ。

「犯人はこの中にいる……」

　カツカツと靴くつ音おとを立てながら、狭い部室内を歩き出す。そして、壁に沿ってぐるりと室内を一周し、ある人物の前でピタリと止まる。

「なぁ、『水面上の大足』。いや……」

　京太郎はソイツの肩をポンと叩き、ニヤリと嗤わらう。




「――小林修司！　キミがこの事件を起こした犯人、『水面上の大足』なのだぁっ！」




　その人物は、予想も外さず、いつも通り、無む論ろんのごとく、――オレだった。

「いい加減にしろよ、テメェ！」

　怒声を上げ、くだらないことをほざいたバカ野郎に摑みかかるが、ヒラリとかわされる。

「ふ、小林くん。キミの動きのパターンは既すでに見切っているのだよ」

　そのしたり顔が、とてもムカついた。

「……でも、京ちゃん。なぜ、シュウが犯人なの？」

　そんなオレたちのやり取りを見ていた文美が、問いを口にした。

「そうだよ！　なんでオレが犯人なんだ？　昨日も放課後一緒に帰っただろーがっ！」

　文美に便びん乗じようして畳たたみかける。

「オレが犯人だと断定するなら、その証拠を見せつけやがれ！」

　しかし、京太郎はその言葉を待ってましたと言わんばかりの良い笑顔を浮かべて、口を大きく開いた。

「ふ、いいだろう。このぼくが証拠とやらを突きつけてやろうではないかっ！」

「さすが京ちゃん。証拠も揃そろい済みなのね！」

　キラリと歯を光らせる優男でバカ野郎のテンションをさらに上げるべく、いつも通りのセリフを吐き出す文美。毎回のことだが、その相そう乗じよう効こう果かは計はかり知れず、オレに苛いら立だちと不幸をもたらすのだ。

　――だからといって蔑ないがしろにするわけにもいかない。反論をしないと犯人扱いされてしまうからだ。ほんと、ヤレヤレだぜ。

「それでは、その証拠とやらを提示してもらおうか」

　強気の姿勢でいく。なぜなら、オレにはそんな事件を起こす動機いみなんかないからだ。だいたい、教頭先生をびびらせてなんの得になる？　犯人だとバレたら停学モンじゃないか。

　しかし、京太郎は強気なオレの視線を受け流しながら、推理ことばを紡ぐ。

「簡単なことじゃないか。昨日、ぼくたちと下校した小林くんは、小林くんの双ふた子ごの弟だったのさっ！」

　この前の推理ガイコツからまるで進歩していなかった。そして、証拠でもなかった。

「なるほど。さすがは京ちゃんね！　昨日、文美たちと一緒にいたシュウは、別人だったというワケね。それなら、シュウのアリバイが崩れるわ。犯行は十分可能よ！」

　京太郎の代わりに、ビシリとオレに指を突きつけるバカ女。てめえらに学習能力はないのか。何回、何人、オレの双子の弟を生み出せばいいんだ、オイ。そんな思いで頭を抱えていると――、

「どうしたんだい、小林くん？　ああ、そうか……」

　だが、今日の京太郎は少し違った。ヤツはムカツキ度一〇〇パーセントオーバーな邪じや悪あくな笑みを浮かべると、新たなバカ話を口にしやがった。

「キミは、使い古された双子トリックが気に入らないんだね。いいだろう！　ぼくがさらに難解な推理こたえを提示しようじゃないかっ！」

「ま、まさか京ちゃん、あの伝説のトリックを口にしようというの？」

「そうさ、玉村くん！　キミもわかっているようだね！　じゃあ、同時に言おうではないか！」

「ええ、わかったわ、京ちゃん！」

　バカ二人は大きく空気を吸い込むと、二人同時にオレを指さして言い放つ。




「「特とく殊しゆメイクを使った別人が、小林くんシュウになりすましていたんだのよっ！」」




　うん、アニメやマンガなら可能だろうね、そのトリック。でも、ここは現実なんだよ。とてつもなく高いＩＱを持つ有名な三代目大おお泥どろ棒ぼうもいないし、声を自由に変えられる蝶ちようネクタイ型のアレなんかないんだぜ。

　ゲンナリしながらバカの言葉に心の中でツッコみ、二人とも殴る算さん段だんをする。

「そうさ、玉村くん。見事な変装術だったんだよ。――ぼくたちはまんまと小林くんのアリバイ工作に使われたんだ。なんて大胆なトリックなんだろう。感かん服ぷくするよ」

　謎を解いたような満足げな表情を浮かべる京太郎。

　無論、謎なんか一つも解いてはいないのだが、どこからその自信が駈け上ってくるのだろうか。やはりバカだからか？

「……それで、オレはなんでプールにいたんだ？　ひっくり返って足だけ水面に出して、なんのメリットがある？」

　冷たい視線で射い抜ぬくように凝視してやる。すると、京太郎は腕組みをしながら、オレの視線から逃れるかのように、くるりと背中を向ける。

　そして、

「――チョメチョメチョメでなんやかんやのすっとこどっこいだっ！」

　まったく意味のわからない言葉を口にした。

「は？　なんだって？　なんやかんやってなんだよ？」

「なんやかんやはなんやかんやでチョメチョメなんだ！　わかりたまえっ！」

　部室内に響き渡るバカの声。

　いや、それを言いたかっただけだろう。事件の全ぜん貌ぼうさえ不ふ明めい瞭りようなのだから、三十分程度で解決などできない。

　ジトーっとした目でヤツの背中を睨にらみつけていると、何か思いついたのかポンと手て鼓つづみを打って振り返る京太郎。

「思いついた。こーいうのはどうだろう？」

　今、「思いついた」って言ったか？　「こーいうの」とかほざいたよな？　なんという軽い発言だろう。

　そんなオレの心の中の葛藤ツツコミをものともせずに、その思いついたとかいう事件の動機すいりを語り始めた。

「――小林くんは、この学校に恨みを持っていた。そう、恨みを持っていたんだ！」

　断言しやがった。もちろんオレは、学校に恨みなんかない。明智京太郎コイツじしんには積せき年ねんの恨みがあるがなっ！

　吹き上がるツッコミ衝しよう動どうを抑えながら、ヤツの次の言葉を待つ。

　すると京太郎は教卓まで歩くとその上に座り、前髪をばさーっと掻かき上げる。いつものポーズである。

「恨みを持っていた小林くんは、学校に何か仕返しをしようと考えた」

「そ、そうなんですか、小林くん！」

　顔に驚きよう愕がくを貼りつける中村先生。そんなホラ話信じるなんて、あんたもオカシイ人だな、おい。

「――それで思いついたことは、怪かい談だん」

「怪談？　どういうことなの、京ちゃん？」

「玉村くんは、『踊るガイコツダンシングスカル』事件のことを憶えているかい？」

「ええ、もちろんよ、京ちゃん」

　この前の理科準備室の一件のことだろう。

「その事件を思い返したことでピンときた。今回の事件は、その『踊るガイコツダンシングスカル』事件の延長であるということをっ！」

　拳こぶしをグッと握り締めて力説する。

　さて、ここまでのバカ話をまとめよう。

　――つまりだ。

　前回の『踊るガイコツダンシングスカル』の時と今回の事件は繋つながっているのだそうだ。前回の事件はどこぞのバカップルが犯人だという結論だったんじゃないのか？　ならば、今回の事件は別件だということになるのだが、このバカ野郎は話を蒸し返して、今回の事件もオレが犯人だと言っているのだ。

　まだ怒りを抑えながら、京太郎の話の続きに耳を傾ける。

「小林くんは、怪談……、そう、先ほどぼくが口にした通り『プールの怪』。つまり、学校の七不思議を自作することによって、生徒全体に恐怖を振りまいた。そして、その噂うわさは生徒の家族に伝わり、やがて街、いや日本中に広まっていくだろう。そうすればどうなると思う？」

「ま、まさか……。そう考えると辻つじ褄つまが合うわ。京ちゃん、そうなのね？」

「ああ。その通りだよ、玉村くん」

　アイコンタクトで会話するバカ二人。あの顔はとても良からぬことを企たくらんでいる時に見せる顔だ。

　それからオレに指を突きつけながら、言葉をぶっ放した。




「小林くんは怪談を広めることによって、この学校を志こころざす若者を激げき減げんさせ、挙あげ句くの果てにこの学校自体を廃はい校こうに追い込もうと企んでいたんだ！」




「そんな気が長くてバカバカしいこと誰がやるかぁああああっ！」

　あまりにもバカ話過ぎて、溜ためていた怒りが一気に解放されてしまった。叫んだ瞬間、キメ顔のバカに摑みかかり、ぶん殴っていたのだ。

「ぐはぁっ！」

　拳の一撃で京太郎は吹っ飛び、教卓から転げ落ちた。

　あ、しまった。後悔してももう遅い。




「兄さんに何するんですかっっ！」
















　ドゴッと大きな音を立てて吹っ飛ぶのは、――オレだ。

　横からミサイルのように飛んできたドロップキックを避よけきれずに喰らってしまった結果である。加害者はもちろん、二重ちゃんだ。

「兄さんを傷つけることは、この私が許さない！　たとえ、それがシュウさんでも！」

　くるりとスカートをひるがえして、ビシリと戦隊モノのリーダーのようなキメポーズを取る。そして、床に転げているオレにのしかかるとうつ伏せにひっくり返し、オレの両足を摑んで引き上げる。いわゆる逆エビ固めである。

「ぐおぉおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　あまりの辛つらさに悲鳴を上げ、バンバンと床を手で叩くギブアップ。

　それから二重ちゃんに向かって、効果があるだろうと思われる魔法の言葉を喉のどから絞り出す。

「……埃ほこり。あ、アイツの……、頭の上に、ついていた埃を……払ってやったんだ……」

「あ、それならいいです」

　パッと拘こう束そくされていた足が解き放たれ、彼女の重みがオレから離れる。呼吸が楽になり、「ふへー」と息を吐き出す。

　彼女を見ると、もう指定の席についてマンガほんを読んでいた。

　なんとも扱いにくい娘に育ったものである。昔は、シュウ兄ちゃん、シュウ兄ちゃんとそれはもう慕したってきたのに。




『シュウ兄ちゃん、あそびにいこ？』

『シュウ兄ちゃん、どろぷきっくためしてみたい。れんしゅうだいになってみて』

『らりあっとってどうやるの？　ちょっとためしていい？』

『私に構うな、シュウさん！　私のことなんか放っておいてくれよ！』




　過去を思い出す。

　――ん？　今、思い出したくもない記憶がフラッシュバックしなかったか？

　まだオレたちが中学生だった、――あの時期。きっと思い出してはいけないことなので、もう一度厳げん重じゆうに封ふう印いんしておこう。

　チラリと二重ちゃんを見ると、なぜか背筋に強きよう烈れつな震えが昇ってくる。厳重に封印したはずなのに、記憶の箱のどこかに穴が開いていて、そこから少しずつ洩れているのかもしれない。

　恐怖ふるえを振り払おうと心のセロテープで記憶の箱を補強しているイメージを思い浮かべていると、教卓に座り込む男に動きがあった。

「そろそろ、いい時間じゃないか」

　京太郎が、ブレザーの胸ポケットから懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出して、鎖くさりを指に絡めてくるくると回す。コイツのお気に入りの一品だ。肌身離さずいつも持ち歩いているものだった。

　そんな京太郎の行こう為いに口出しする。

「とりあえず、くるくる回すのをやめろ」

「どうしてだい？」

　チビ助がそう言って首を傾かしげた瞬間、すぽーんと指から鎖がすっぽ抜け、ごちんと大きな音を立てたあと、かつんと床に落ちる時計。

「こうなるからだろーがっ！　何回目だ、こーなるのはっ？　学習しろよ、テメェ！」

　痛みで頭を押さえながら吼ほえるのは、もちろんオレだ。

　つまり、京太郎の手を離れた懐中時計は、オレに一直線に襲いかかったのだ。

「また鎖が壊れてつけ替える羽は目めになっても知らねーぞ」

　オレは、金色の本体の割に鎖の色は銀色だというちぐはぐな懐中時計を拾うと、京太郎に向かって放り投げる。コイツは昔、同じようなことをして鎖を壊しているのだ。

「す、すまない。小林くんに危害を加えるつもりは毛もう頭とうなかったんだ」

　珍しく謝罪をしながら、大事そうに時計をキャッチする京太郎。

　危害を加えるつもりでくるくる回していたなら、三倍ぐらいにして返してやっているぞ、コラ。

　痛む額ひたいをさすりながら、バカを睨みつける。

　しかし、先ほどの謝罪ですべてを終えたつもりのチビ助は涼しい顔をして、先ほどと同じセリフを口にしやがった。

「そろそろ、いい時間じゃないか」

　つまり、今のやりとりをなかったことにして、話を進めようというワケか。痛かったんだがなっ！

「ちっ。それで、時間がなんだって？」

　イライラしながらも、部室の壁に掛かっている時計を確認する。いつの間にかかなりの時間が過ぎていた。――午後六時。夏が近いとはいえ、さすがに夕日が沈みかけている。

「わからないのかい、小林くん？」

　すると、口元を歪ゆがめてオレをバカにしたように、ニョリソと笑う。いや、バカなのはお前だろうが。

「さっさと言えよ。さもないとオレのこの手が光って唸うなり、お前の頭に忍び寄る羽虫を粉ふん砕さいするぞ」

「ぼ、暴力反対だ、小林くん」

　手をバタバタと振り、サッと文美のうしろに隠れるバカ野郎。おいおい、女を盾たてにしようというのか、なかなかどうして腐った根性だ。

　そんなバカを、両腕を大きく広げて庇かばう文美。

「やめてー！　京ちゃんのＨヒットＰポイントはもうゼロよぉっ！」

　なんかもう、色々グダグダである。

　溜息を撒まき散ちらしながら握った拳を下ろすと、文美の背中に隠れていた京太郎がビクつきながら顔を覗かせる。

「――小林くん。なんでも暴力で解決しようというのは、探偵の風上にも置けないな」

　顎に手を当て、格好をつけながら歩み出る京太郎。

「いや、オレ探偵じゃねえし。だいたい、オレたちは文芸部だ。事件を解決するのは他の奴に任せておけばいいじゃねえか」

　そうぶつけてやると、京太郎のヤツは首を傾げてとんでもないことを口にした。

「何を言っているんだい？　ここは文芸部だぞ。文芸部には、宇宙人製作のヒューマノイドや本を食べる妖怪がいて、色々事件を解決してくれるんだぞ。――我々もそれにあやかり、難事件を解決していこうと誓ったじゃないか、あの太陽に！」

　コイツの口を塞ふさいでしまった方がいいんじゃないだろうか。コイツが喋しやべるだけで、色んなモノを敵に回している気がする。

　アニメとかマンガとかラノベとか推理小説とか探偵ドラマとか火サスとか色々詰まってる脳みそだな。その知識を別に活いかして欲しいと思うのはオレだけか？　あと、太陽はもう沈んでいる。

　気がつくと心の中でツッコミを乱らん舞ぶさせていた。

　京太郎の野郎は、イライラするオレを涼しげな瞳で見やり、

「じゃあ、行こうじゃないか」

　――踵きびすを返して歩き出した。

　そのうしろ姿に、オレが「どこへだ？」と訊ねると、




「事件は部室で起こっているんじゃない！　現場で起こっているんだ！」




　オレ、どうしたらいい？　その辺のノートに名前を書けば京太郎を始し末まつできないか、本気で考えてしまっていた。




　　　　◇




　ぞろぞろと引き連れて移動開始。そのメンバーは、京太郎、文美、オレ、二重ちゃん、中村先生の五人。まぁ、文芸部室にいた人間そのままだ。

　部ぶ室しつ棟とうから渡り廊下を進み、校こう舎しやへ。一番近い階段を上り、二階に到とう達たつ。あとはこのまま、突き当たりまで直進すれば問題の窓がある。

「――この辺りですね、中村先生？」

　唐突に先頭のチビ助が立ち止まる。すると、どんなことになるかは想像通り。文美から次々と目の前を歩く人物にぶつかっていき、盛大な玉突き事故が起こる。

　そして、その元凶は格好をつけたままオレたちに押し潰つぶされ、苦しそうにもがいていた。

「ど、どいてくれないか、キミたち……？　重くて身動きがとれない……」

「ま、京ちゃん！　女性に重いだなんてとても失礼だわ、ぷんぷん！」

　ちっとも可愛くない怒り方をする文美もまた、オレを含む残り三名に押し潰されているわけだが、コイツは結構余裕のようだった。

　各々、埃を払いながら立ち上がり、体勢を整える。

「こほん」

　仕切り直すかのように咳せき払ばらいを一つした京太郎は、話を切り出す。

「それで、中村先生。教頭先生が、謎の人影を目撃したのはここからですね」

「えーと……。そうですねぇ。教頭先生の話ですと、確かにこの窓でしたねぇ」

　先生の言葉に促され、窓から右斜め前の建物、――室内プールを覗く。

　この時間には部活は終わり、生徒たちはとっくに帰宅しているはずだ。

　しかし、そのプールにはうっすらと灯りが見えた。誰かが、何かがいる証拠ともいえるだろう。

「灯りが点ついていますね」

　瞳をスッと細めて、二重ちゃんが呟く。

　その呟きに呼応して、それぞれが窓にへばりつき、問題の建物を凝視する。

　遠目に見えるのは、淡あわい光に照らされた波打つ水面。

「ふむ」

「ひっ」

「まじかよ」

「へぇ」

「ひゃあっ」

　京太郎、文美、オレ、二重ちゃん、先生の順番で一言ずつ口から言葉が洩れた。

　それは、目の前の光景が信じられなかったからだ。

　なぜなら、




　人の足のような影が、緩ゆるやかな波を立てながらプールの中央にスーッと蠢うごめいたからだった。




　そして、ちゃぷんと水の中に消える。実際はプールとかなり距離があり、壁や窓に隔へだてられているので音なんか聞こえるはずはないのだが、『ちゃぷん』と幻げん聴ちようが聞こえたように思えた。全身に鳥肌が立つような光景だったからだろう。さすがに気味が悪い。

「見たな」

　京太郎が興奮気味に声を発すると、顔を見合わせて頷うなずく面々。

　――確かに見た。プールに浮かぶＶの字に開かれた足、のようなモノ。

「ならば、行こうじゃないか！」

　その京太郎の言葉をきっかけに、一同は弾だん丸がんのように走り出す。廊下を走るな？　知るか！　今はそんなルールに縛られている場合じゃない。

　先頭を突っ走る京太郎を全員で追う。無む我が夢む中ちゆうだった。一刻も早くプールにたどり着かないと、あの不気味な影に逃げられてしまうような不安感が辺りを覆っていたからだ。

「く、こんなことなら最初からプールを見張っていれば良かったぜ」

　いまさらだった。あとの祭りともいう。しかし、本当に『水面上の大足』とやらが存在するとは思ってもみなかったのだから無理もないが。

　ダッシュ。ダッダッダッダッ！

　軽けい快かいな音を立てながら廊下を進む一行。

　靴に履き替えもせず上履きのままで校舎を飛び出ると、冷たい外気が肌を刺す。五月ももうすぐ終わるとはいえ、まだまだ肌寒い。この学校のプールは温水なのだが、すぐ湯冷めするため、プールに入らなければならない水泳部は大変だと実感する。

　――その上、今の温室プールは、謎の影の潜ひそむ危険地帯なのだ。肌寒いとかいっている場合ではない。

「はぁはぁはぁ……」

　荒い息を吐きながら、かの建物の前に立つ。

「……中の様子はどうだ？」

　建物の入り口から内部を覗いていた京太郎に訊ねる。

「まだ灯りは点いているぞ。この様子だと、――彼はまだ中にいるだろう」

「……彼？　お前、中にいるヤツが男だとわかったのか？」

「何を言っているんだい？　スケッキヨは男じゃないか。だから『水面上の大足』も男なのさ」

　いや、答えになってねーよ。

「ほら早くきたまえ、キミたち」

　京太郎が中を覗きながら、片手をちょいちょいと手て招まねき。何か家に盗みに入る泥どろ棒ぼうチームみたいだな。コソコソと室内に侵入していくバカを見やりながら、そんなことを思う。まぁ、コイツについていかなければならないんだがね。

　扉に手をやると、簡単に開いた。

　京太郎が、中村先生に訊ねる。

「先生、鍵かぎが」

「ええ、通常は鍵をかけてるはずですけどぉ」

　ということは、やはり中に誰かが……。

　――室内に侵しん入にゆうする。

　ジトーっとした湿った空気、生暖かい湿気と独特の塩えん素そ臭しゆうが肌にまとわりついて少し不快。どうやら暖だん房ぼうが入っているようで、プールの温水が水蒸気になり、それがさらに暖房で熱せられてこの生暖かい空気を作りだしているのだろう。

　天てん井じようから照らされる薄明かりを見上げる。規則的に並びながら天井に貼りついている照しよう明めい具ぐの群れは、入り口近くの二列のみ点てん灯とうしていた。

　視線を戻す。

　どぷん、どぷんと波を打つプールが目に飛び込んでくる。




　人影は、――ない。




　先に入った京太郎の姿さえない。おい、どこに行ったんだ。

　室内を見回していると奥の部屋、更こう衣い室しつの扉が開き、ゆらりと現れた。誰が？　バカがだよ。

「……やれやれ、キミたちが遅いから逃げられたようだ」

　肩をすくめて首を横に振る京太郎。なぜかオレたちのせいにされたぞ。すげぇ、ムカツク。拳を握り締めて、「はぁ」と息を吹きかける。するとどうでしょう。京太郎は青い顔で小こ刻きざみに震えだし、更衣室の中に引っ込んでしまいました。

「ぼ、ぼくは暴力には屈しないぞ！」

　いや、扉の裏に隠れながら言ってもちっとも格好良くないからな。

「落ち着きなさいよ、シュウ。京ちゃんが出てこれないじゃないの」

　文美がオレと更衣室の扉の前に割り込んで、立ちはだかる。ち、しかたねぇ、勘かん弁べんしてやるか。

　握り締めた拳をズボンのポケットにしまい、攻撃性がないことをアピールする。

「ふ、ぼくの必死の説得に心を打たれたようだね、小林くん」

　扉から出て、今度は文美の背中に隠れるように移動する京太郎。情けないヤツだよ、まったく。

「――しかし、私たちは何を見たのでしょうか？」

　オレのうしろに立ちすくんでいた二重ちゃんが、首を傾げながら疑問を口にする。

「そうですねぇ。あれは確かに人の足のように見えましたねぇ」

　中村先生の言う通り。あの不気味な影はオレにも人の足のように見えた。すると、やはり誰かがこのプールを使っていたということか？　――だがその影は、いまや消え去ったあと。正体は不明のままだ。

　オレたちが疑ぎ問もん符ふを浮かべていると、一人だけ不ふ敵てきに笑う人物が。いわずもがな、バカ野郎こと明智京太郎である。

「ふっふっふ。何を悩んでいるんだい、キミたちは？」

　ゆっくりと文美の背中から姿を現したチビ助は、

「犯人はここにいるじゃないか」

　と、言い放った。

　――さて、とても嫌な予感がするのだが。

　そして、コツコツと音を立てながらプールサイドを歩き、くるりと振り向いてまっすぐ指を指す。




「あの怪あやしい影の正体……。『水面上の大足』は、そう、キミさ。小林修司、キミが真犯人『水面上の大足』だ！」




　やっぱり嫌な予感はまたも的中である。とゆーか、＝イコールいつも通りと置き換えてもよい。

　ゲンナリしながらバカ野郎を睨みつける。

「そんな顔をしても無駄だよ、小林くん。キミが犯人であるということは、このぼくのクリア色の頭脳が知恵の泉から湧き出るカオスを再構築して、証明済みなのさ！」

　なんか意味不明なことを語り出す。しかし、ここはヨーロッパにある架か空くうの国ではないし、お前は灰はい色いろ狼おおかみですらない。

「まあ、いい。じゃあ、オレが犯人であるということを証明してみせろよ」

　よくはないが、こう言わないときっと話が進まず、堂々巡りのスパイラルに陥おちいるだろうからな。

　オレのセリフに気をよくしたのか、このバカは大きく胸を張りながら、ニヤリと笑みを浮かべる。

「――そうさ、その言葉を待っていた。今からぼくが、キミが犯人であるということを赤で証明してみせようじゃないか！」

　ビシリとオレを指差して言い放つ黄おう金ごんっぽくない魔女様。いや、男だから魔術師か。もう、どっちでもいいよ、お前。




「――では、まず何から語ろうか」

　腕組みをして思し案あんする京太郎。待て、今考えているんじゃないだろうな？

「校舎から見えたプールに浮かぶ人影のようなものはなんだったのか、……からにしようか」

「そうよ、京ちゃん。あれはなんだったの？」

　文美が興奮気味に疑問を投げかけると、京太郎はにこやかに頷いて答えを言う。

「あれは人の足の形をしたラジコンさ」

　は？　何を言っているんだ、コイツ？　イミガワカラナイ。

「小林くんは、ぼくたちが校舎からプールを覗いていた隙にコントローラーから電波を飛ばし、プールに浮かべていたラジコンを動かしたのさ」

「すごいわ、京ちゃん！　それなら犯行は可能だわ！」

　あんぐり口を開けっ放しなのはもちろんオレだ。

「オイ、待てや！　そんな推理がまかり通るなら、オレじゃなくても犯行が可能だろうがっ！」

　オレの言っていることは間違っていない。ラジコンみたいな仕掛けがあるのなら、京太郎にも、文美にも、二重ちゃんにも、中村先生にだって犯行は可能になるのだ。

「だいたい、そんな仕掛けどこにもないじゃないか！」

　大きく手を振りかざして訴える。この室内プールのどこにその足形のラジコンがあるというのだ？

「ふ、なんだい。そんなことか……」

　しかし、京太郎はオレの言い分を一笑し、飛び込み台のはしごに器用に座ると、次の言葉を紡ぎ出す。

「それは素早くキミが隠したからだよ、小林くん！」

　ビシッと指差しキメポーズ。

「オレはみんなと一緒に行動していただろーがっ！　そんな暇はねぇっ！」

　格好つけバカ野郎に反論をぶちかます。――が、バカは唇の端を吊り上げて、イヤらしく嗤い返してきやがった。

「――じゃあ、こんなのはどうだい？」

　今度はプールに指を向ける。

「足形ラジコンには潜せん水すい機能がついていたのさ！　つまり、証拠の品はこのプールの中に潜っているのさ！」

　その言葉を聞いた瞬間にオレはダッシュして、照明器具ライトのスイッチをすべてオンにする。パァッと灯りが降り注そそぎ、薄暗かった室内を明るく照らし出す。波打つ水面がキラキラと光り、幻想的にも見える。

「ほほう、潜水型のラジコンねぇ……。どこにあるんだ、コノヤロウ！」

　透明な水が張られたプールのどこにも、そんな怪しい物体はない。

「――ならば、そのラジコンは潜った瞬間、水に融とけたのさ！　そのラジコンは、水に融けやすい紙製だったのだ！」

「さすがは、京ちゃん！　それならラジコンがどこにもないことに説明がつくわね！」

「つくかっ！　そんな紙製のラジコン作れるなら、世界的に発表しとるわっ！」

　室内に木こ霊だまするオレの怒ど声せい。「はぁはぁはぁ……」と荒い息を吐きながら、バカコンビを睨みつける。しかし、京太郎は怯ひるむこともなく次の推理を口にする。

「――氷だ！　足形の氷像をプールに浮かべていたのだ！　このプールは温水だから、すぐ融けてしまうだろう！　これなら、ぼくたちが校舎からプールにたどり着くまでに融けてなくなるはずだ！」

「だったら、その氷は誰が、いつ、プールに浮かべたんだっ？　それに、オレたちが窓からプールを覗くことが事前にわかっていないと、意味がない！」

　オレの言葉を聞いた途端、額に手を当てると顔を上方に向けて「あっはっはっはっ」と大きな声で笑い出すバカ。

　ひとしきり笑うと、またオレを指差して、

「その謎も解決済みだ！」

　と、言い放つ。

「ほほう、聞かせてもらおうじゃないか」

　イラッときたので、京太郎を挑発する。

「まずは、前日に同じような事件を起こし、それを教頭先生に目撃させた。すると、いつか中村先生が文芸部に事件を持ち込むと予想していたわけだよ。そして、その目もく論ろ見み通り、中村先生が事件を文芸部、……いや、クリア色の脳細胞を持つこのぼくに頼ってきた」

　そこまで言葉を紡ぐと、勿もつ体たいぶったようにこの場にいる全員を見回す。

「それから水泳部が帰ったあとプールに侵入し、家庭科室の巨大冷れい凍とう庫こで保管しておいた足形の氷ひよう像ぞうをこの飛び込み台にセットする。教頭先生が謎の影を目撃した時間に、飛び込み台から落下するような仕掛けを施ほどこしてね。

　そして、ぼくたちを教頭先生が影を見た場所に誘導し、浮いている氷像を目撃させれば終了さ。証拠は温水がすべて融かして隠いん滅めつできるという寸法なのさ」

　これが真しん相そうだと言わんばかりに語るバカ野郎を、反撃とばかりに指差して言葉をぶん投げるようにぶつけてやる。

「オレは、文芸部から謎の影を目撃するまでお前らと一緒にいただろーがっ！　そんな氷の塊かたまりを温水プールに運び込む時間などない！　お前ら文芸部員全員がオレのアリバイを証明できるはずだっ！」

　だが、京太郎は口を開いてこう言いやがった。

「何をいまさら……。キミは双子じゃないか。キミが文芸部で過ごしている間に、キミの片割れが作業をすれば問題ないだろ」

　あー、そーかい。困ったらオレを双子にしやがるんだな、テメェは。本当に残念な推理力である。いい加減、飽あき飽あきだ。

「オレが双子やらなんやらだったら、氷やなんやらでトリックを構こう築ちくするまでもなく、もう一人に『水面上の大足』とやらを演じさせればいいだろーが」

　面倒なトリックを使わずとも、共犯者さえいれば簡単にできることである。

「……いや、何か仕掛けを使った可能性の方が高い」

　だが、京太郎はオレの言葉を否定する。

「なぜだ？」

「簡単なことさ、小林くん。ここにその犯人がいないからだよ。ぼくたちがこのプールに侵入した時には、跡形もなく犯人は消えていた。つまり、ぼくたちがプールに到着するより先に、犯人はここから逃げた。校舎からここに到着するまでの数分の間にいなくなるのは難しいだろう」

　その説に反論する。

「超高速で逃げたら、可能じゃないのか？　この室内プールから外に出て、隠れるだけなら数分あれば充分可能だろうが」

　しかし、ヤツはオレのセリフを聞いた瞬間、「フッ」と髪を掻き上げながらムカツク嗤い方をしやがった。

「まだまだだね、小林くん。ぼくは、そんなミスリードには引っかからないよ」

「どういうコトなの、京ちゃん？」

「簡単なことさ。もし、犯人がプールに入って『水面上の大足』を演じたとしよう。その時は、水着だったはずだ。しかし、その場合、五月の寒空にほとんど裸で飛び出すと思うかね？　つまりだ。外に出るには身体からだを拭ふいて服を着る必要があるのだ。そこまでするには、数分では無理だろう？　だから、なんらかのトリックを使った可能性が高いというわけだよ」

「さすがは京ちゃんね」

　得意気な顔の京太郎をさらに持ち上げる文美。

　そして、ひとしきり二人で騒ぎやがったあと、オレを見ながら口を開いた。

「――さて、小林くん。そろそろ自分が犯人だと認めたらどうだい？」

「いやいや、待てよ！　お前の推理が証明しているのは、オレたち以外の誰かがこのプールでイタズラをしているということだけだろ。そこで、なぜオレに矛ほこ先さきを向ける？」

　すると、京太郎はなぜか首を傾げて、

「こんな事件を起こすのは、小林くんの専せん売ばい特とつ許きよだろう？　いまさら、何を言っているんだい？」

　さらりと言い放つ。ビキビキと音を立てて血管がぶち切れそうだった。しかし、我慢してオレが犯人でないことを説明する。

「オレには犯行は無理だ。オレには兄弟がいないからな。第一、こんな事件を起こして、オレになんのメリットがあるというのだ？」

「――だから、小林くんは学校に恨みを持っていて、新しい怪談を作さく成せいすることによって学校に復ふく讐しゆうをしているんだ！」

「いや、学校に恨みなんかねぇ。お前にならあるが、な」

　そう言うと、京太郎は息を吸い込んで、




「噓だっ！　けどっ！」




　ひぐらしがみーまー鳴きそうな一喝だった。なにがなんやら。

「だったら、キミがさっき言ったように共犯者がいるんだ。それなら、小林くんが主犯格さ！」

　オレを指差して、言葉をぶつけてくる。

「――なぁ、京太郎。それ、本気で言ってんのか？」

「ああ……。ぼくは何い時つでも本気さ！」

　とても性た質ちが悪かった。

　仕方なく、自分で言って悲しくなるセリフを口にすることにする。やれやれ――。重たいよな、こんな事実を自分から口にするってさ。

　オレは覚悟を決めると、場が静かになるまで待って仕方なく告白する。




「オレには、お前ら以外に友達いないんだが……」




「……………………可か哀わい想そうです」




　今までダンマリしていた二重ちゃんに同情された。

「…………」←オレ。

「…………」←京太郎。

「…………」←文美。

「…………」←二重ちゃん。

「…………」←中村先生。




　そんなシーンとした憐あわれみの空気の中、




「やめてくださいっ！　俺が悪いんですっ！」




　男の声が室内プールにエコーした。




　　　　◇




「俺が全部悪いんですっ！」

　更衣室から短髪の男子生徒が飛び出してきた。

「キミは……、一年生？」

　オレは、ブレザーを着た彼を見ながら問いかける。ネクタイの色が一年生の赤色だったので、一年生だろう。

「はい、水泳部一年の助すけ川かわ清きよしです」

　足を肩幅まで開き、腕をうしろで組んでハキハキと自分の名前を口にする。いかにも体育会系だった。

　そして、いきなりオレに向かって膝ひざをつき、大きく頭を下げた。

「すみません、先輩！　今回の事件の犯人は俺なんです！　中村先生！　俺が悪いんです。友達がいないほど不ふ憫びんな先輩は、犯人じゃありません！」←ほっといてくれ。

　事件が大きく好こう転てんした瞬間だった。友達がいないオレに、犯人が同情して名乗り出たというわけだ。哀しすぎる。

「え……と……、どうして、こんなことを？」

　先生はしゃがみ込んで彼の顔を上げさせ、理由を訊ねた。

「――俺、別に騒ぎを大きくするつもりはなかったんです」

　彼は瞳に涙を浮かべながら、理由ワケを口にした。




「俺、シンクロに興味があって、部活終わったあと、こっそり練習してただけなんです。それが、こんなオオゴトになるとは……、思って、なくて……」




「は？」

　目が点になる。

　シンクロって、あのシンクロナイズドスイミングですか？

　ちなみに、助川くんは更衣室のロッカーの中に隠れていたらしい。

「……まぁ、こんなことだろうと思っていましたけど」

　二重ちゃんの呟きに、心の中でツッコむ。――だったら、最初に言ってくれ、と。

「ふむ、何はともあれ事件解決ですね、先生」

　良い笑顔の京太郎。

「さすが京ちゃん。今日の推理も冴さえていたわね」

　文美の頭の中は腐っている。

　さて、今回の事件の一番の被害者は、誰だ？　いや今回も、と表現するのが正しいか。もちろん、被害者はオレなのだが――。

「ん、どうしたんだい小林くん。そんな、怖い顔をして？　せっかく事件が解決したのだから、もっと喜ぼうじゃないかっ！」

　拳をギュッと握り締める。握りすぎてプルプルと震え、血流が悪くなり拳が白く変色したりしている。

「今回もぼくの活躍で、キミは無罪となったのだから、喜ぶべきなんだよ！」

　そして、オレは激怒した。




「最初から、更衣室をもっと細かく調べろやっ！」




　光速を超えそうなオレの拳が、言葉と共に京太郎に突き刺さったのだった。































　五月も残すところあと二日。オレたちの暮らす福ふく泉いずみ市しもついに梅つ雨ゆ入いりしてしまったようで、外はどんよりの曇くもり空。雨が降らなければいいなぁと思いながら、オレは喧けん騒そうに包まれる部ぶ室しつ棟とうの廊ろう下かを一人歩いていた。もちろん、文ぶん芸げい部ぶの部室に行くためだ。

「おっと……」

　和わ気き藹あい々あいと前から歩いてくる美術部員の集団を端はしに寄って避け、その背中を見送る。そんなに広がって歩くなよ、ちょっと邪魔だぜ。……やれやれ。

　今日は珍めずらしいことに幼なじみのトラブルメーカーが大人しかったので何事もなく放課後が訪れたわけだが、まだまだ油断ならない状況だ。なぜなら、担任兼部活顧問の頼りない女教師がまたも面倒な事件的なモノを持ち込んでこないとも限らない。

　オレは文芸部室の扉の前に立ち呼吸を整えると、意を決して扉をスライドさせる。

「うっす」

　と、部屋全体に声をかけるが、拍ひよう子し抜けなことに誰だれもいなかった。

「ありゃりゃ……」

　言葉を零こぼしながら部屋の中を見回してみると、教きよう卓たくの側そばに京きよう太た郎ろうの鞄かばんは置いてあるし、二ふた重えちゃんの荷物も彼女の特等席に置きっぱなしだ。

「うはっ」

　思わず驚きの声が口から飛び出してしまった。

　二重ちゃんの机の上に広げっぱなしの荷物の中に、明らかに学校生活に必要ない物が混じっていたからだ。――まぁ、それはいつものごとくマンガ雑誌なんだが、今日のは凶きよう悪あくの一品。超ちよう絶ぜつ分厚い月刊誌だった。うまく使えば、凶器として使用できるんじゃないかと思える『月刊少年ガンガソ』だが、二重ちゃんはこのどでかい月刊誌をどうやって学校に持ち込んだかが非常に気になった。

　もちろんぶ厚あつすぎて鞄に入るはずもないので、手で運ぶしかないわけだ。しかし、ブックカバーをかけてもない（デカ過ぎてかけられないのだが）このマンガ雑誌をどうやって教師に見つからないように校こう舎しやに持ち込んだのだろうか？　――つーか、二重ちゃんは学校にマンガを読みに来ているのか？

　昔のことを引っ張り出すわけではないが、今回も少しばかり更こう生せいが必要になってきているのかもしれない。

「まぁ、機会があれば叱しかっておくか」

　あと、どうやって持ち込んでいるのかも訊きき出しておこうと思う。こっちは好奇心だけどさ。

　しかし、誰もいないのは暇ひまである。

　京太郎バカやろうが出かけていることは喜ばしいのだが、部室に独りぼっちなのは、なんとなく、なんとなくだが寂さびしい気持ちになる。

「本でも読むか……」

　そんなバカバカしい気持ちを吹き飛ばすために、部屋の隅すみにある金属製の組み立て式本ほん棚だなに常備してある適当な本の背表紙に触れた――。

　ざわり……。

　触れた瞬間、背中を駆け上る悪お寒かん。

　な、なんなんだ、この不気味な震えいわかんは？

　この本を抜き出してはいけない気がする。

　そう、――とてつもなく後こう悔かいしそうだ。

「は……はは……。こんな本棚に何があるっていうんだ？」

　乾かわいた笑いを吐き出しながら右手に力を込めて、そろりそろりと分厚い辞典らしき書物を引っ張る。

　その辞典は、両サイドの本と擦こすれながらずるりと抜けた――瞬間、抜き取った向こうの空間に浮かぶ一対の目。




「――――――――っ！」




　声にならない声を爆発させながら、大後悔した。自分の勘かんを信じればよかった。ちなみに、声にならない声は『悲鳴』ではなく『憤ふん慨がい』の方だ。怒りＭＡＸである。

　道理で違い和わ感かんがあったわけだ。少しだけ本棚がせり出してるじゃねぇか！

　その辞典を棚に戻し、グイグイと思いっきり押し込む。

「痛っ！　痛い！　痛いじゃないか、小林くん！」

　本棚と壁との隙すき間まに細い身体からだを滑すべり込ませて潜ひそんでいる謎なぞの人物が抗こう議ぎの声を上げているが、そんなこと知るかっ！　コイツが泣いて謝るまで、この辞典を押し込むのをやめるわけにはいかない。顔に痕あとがついてしまえばいい！

「こ、小林くん。頼む、やめたまえ。ほ、埃ほこりが舞い上がって……。はっ……くしゅん。くしゅん。くしゃみが……」

「そのまま、そこから出てくるなぁっ！」

　オレはさらに力を込め、辞典を押し込んでいく。

　本棚を軸じくとした攻防が熱を増していったせいでか、オレのうしろからそろりそろりと歩み寄る人物にまったく気がつかなかった。




「兄さんに、何するんですかっ！」




　その人物はうしろからオレの両りよう脇わきにがっしりと腕うでを通し、そのまま羽は交がい締じめにしやがったが、本棚のうしろに潜むバカ並に背が低いので爪つま先さき立ちでぷるぷるしているのが伝わってくる。その正体はもちろん――、最近良くできた妹というメッキが剝はがれ落ちた少女、二重ちゃんである。

「ちょ、二重ちゃん。危ないって！」

　彼女は爪先立ちでふらふらとしているためバランスがうまくとれないらしく、重心が徐じよ々じよにうしろにかかっていく。しかも、がっしりとオレを摑つかんでいるので、巻き添えを食う形でオレの身体も反っていく。

　つーか、あなた女の子でしょ？　男に簡単に抱きついたらダメですよ。男ってのは、すぐ勘違いしてしまう生いき物ものなんだから。――と、二重ちゃんの体温をブレザー越しに感じながら、平静を保つために頭の中で心しん頭とう滅めつ却きやくと繰り返す。

　その時、二重ちゃんが動いた。オレの脇に通していた腕を、なんと腰に回したのだ。これは、まさか――。

「こ……のまま、バックドロップ……に……」

　意外なことに、グググとオレの身体が持ち上がる。やべぇ、このままだとバックドロップをマジで決められてしまう。京太郎アホなんかに辞典を押しつけている場合じゃない。

　オレは辞典から手を放し、身体を捻ひねってなんとか体勢を整えようと――。

「げっ！」

　指が辞典の背表紙に引っかかって、

　ずりずりと周りの本ごと辞典を引きずり出し、




「あ、危ねぇっ！」

「きゃあっ！」




　オレは自ら二重ちゃんの上に倒れ込み、棚より落ちてくる雪崩なだれから身を挺ていして彼女を守る。

　ドカドカドカと大きな音と埃を立て、背中を殴おう打だする凶ほ器んの群れ。

　その衝撃に身を晒さらしている間、とても長い一瞬に思えた。

　背中を打ち据える本の雨がやみ、痛みを無視して上体を起こす。オレの背中に降り積もった本がぼろぼろと零れ落ちて床を叩たたくが、そんなことを気にしている場合じゃない。

「大丈夫か、二重ちゃん！」

　すぐさま幼なじみの少女に声をかける。

「え？　ええ。……はい」

　歯切れの悪い生返事。

　どうしたんだ――？　もしかして、どこかに本が当たったのか？　怪け我がをしていたら大変だぞ。

　オレは焦あせりながら、彼女の身体を確認する。――腕よし、足よし。制服が覆おおっている部分はさすがにわからないが、目に見えて怪我をしている所はなさそうだ。

「はぁ……、よかった」

　安あん堵どの息を洩もらす。何事もなくてなにより。この娘に何かあったら――。

「あの……」

　オレの下から、囁ささやくような声が聞こえてきたので、意識をそちらに向ける。




「……っ！」




　二重ちゃんの顔が目の前にある。吐と息いきがかかるほどの至し近きん距きよ離りだった。額ひたいに張りついた前髪。長いまつげに潤うるんだ瞳ひとみ。すっとした鼻筋。そして、桜色の唇くちびる。

「どいていただけるとありがたいんですけど……」

　頰ほおを染め、恥ずかしそうにそっと顔を背そむける二重ちゃん。

　ん――。

　状況を確認するぜ。

　オレの下には二重ちゃんがいるんだ。

　つまりそれは、




　女生徒に覆い被かぶさる男子生徒の姿。

　女生徒を押し倒す男子生徒の姿。

　女生徒に襲いかかる男子生徒の姿。




　どくんと心臓が跳ね上がり、かぁ――――と頰が熱を持つ。

　横を向きながらも視線をこちらに向けていた二重ちゃんと、目が合う。

「うわぁぁあぁああっ」

　オレは一気に飛び退のいて、背中から本棚にぶつかった。

　本棚に残っていた本が、オレの脳のう天てんにごつんと落ちてくる。

「いっ……つ……」

「だ、大丈夫ですか、シュウさん？」

　二重ちゃんが立ち上がり心配そうに声をかけてくるが、オレはうなだれたままで二重ちゃんの顔を直視できない。もちろん、それは気き恥はずかしいからだ。今のオレは、友達と呼べるヤツらがほとんどいない。同じ中学校からきたクラスメイトや同級生が何人かいるのだが、色々な誤解を経て、オレに近づかなくなっちまったからなぁ。

　そうさ、特に女の子の知り合いなんて二重ちゃんと文ふ美みぐらいしかいないのさ、悲しいことに。

　だから女の子の顔を至近距離でマジマジと見たのは久しぶりだ。思いっきり動どう揺ようしているのが自分でもわかる。まともに二重ちゃんの顔が見られねぇ。

「どうしたんですか、シュウさん？　どこか怪我したんですか？」

　二重ちゃんがオレの肩に手を乗せ、不安そうに声をかけてくるが、その声に応こたえてやることができない。

　小こ林ばやし修しゆう司じは、混乱している。

　だって、京太郎の妹だぜ？　ずっと一緒に遊んでいた幼なじみだぜ？　小さい頃は、一緒に風ふ呂ろも入ったり、同じ布団ふとんで寝たりしたんだぜ。正直家族、妹みたいなものだろうが。――勘違いするな。間違えるなよ、小林修司。

　自分にそう言い聞かせていると、

「大丈夫ですかっ！」

　ゆさゆさと二重ちゃんがオレの肩をゆする。

「シュウさん、大丈夫ですかっ！」

　ゆさゆさゆさ。段々、揺れが酷ひどくなる。

「シュウさんっ！」

　ぐらぐらぐらぐら。もはや、本棚と接触している背中が擦れて、痛い。

「シュウさん！　大丈夫なんですかっ！」

　ぐらぐらぐらぐらぐらぐらぐらぐらっ！




「……い、い、か、げんに、しろよっ！」




　二重ちゃんのせいで悩んでいるのがバカらしくなった。あんなことがあったのに、まったく気にせずブレない彼女の姿にイラついた。一歩間違えば大怪我をしていてもおかしくなかったのに、彼女はいつもの調子を崩さない。

「二重ちゃん、そこに座れ！」

　怒りを込めて声を発する。さすがに今日は、言わなければならない。

「え……と……」

　オレの怒ど声せいにビックリしたのだろう。重苦しい雰ふん囲い気きが辺りに漂ただよい、二重ちゃんが一歩下がる。

「京太郎……、お前もだっ！」

「な、何をするんだい、小林くんっ！」

　京太郎の肩を摑むと本棚と壁の隙間から強引に引っ張り出して、床に転がす。

「正座しろ、正座っ！」

「い、いきなりだね。そんなドスの利きいた声を出したって、このぼくは……」

「黙だまれ」

「はい」

　ギンと一ひと睨にらみしてやると、ヤツはスゴスゴと床に正座をする。

「二重ちゃんも座れ」

　そう告げると、不満そうな表情を浮かべるが二重ちゃんもまた、兄に習って床に座った。

　オレはそれを確認すると、まずは二重ちゃんに向かって言い放つ。

「二重ちゃんさぁ……。あんな状態の時に、プロレス技かけるのは危ないの。危険なんだよ。あの本棚見てみ？　あれ自体が倒れ込んできたら、オレだけじゃなくて二重ちゃんも下した敷じきになってたぜ。二人揃そろって大怪我びよういん。そこんとこ、考えろ」

　すると、二重ちゃんは頰をぷくぅと膨ふくらませて、

「うるせぇ、シュウ野郎！　全部、私のせいにするんじゃねぇよ！　シュウさんがさっさと投げられれば、いつも通りで問題なかったんだよ！」

　――なぜか逆ギレ。

　そして次の瞬間、

「ごふっ」

　オレの身体はくの字に曲がっていた。

　二重ちゃんが立ち上がり、すさまじいスピードで膝ひざをオレの腹に入れ、アゴにアッパーを叩き込んだのだった。酷すぎる。

　しかし、二重ちゃんは謝ることもなく、

「シュウさんのバカ――――っ！」

　と、叫ぶとボロボロと涙を零しながら、部室から飛び出していく。

「な、泣いた？　泣きたい……のは、こっち……だっつーの。ごほっ」

　二重ちゃんの技の威力に、こちらも涙ボロボロで咳せき込む。

　――だが、それだけではなかった。

　ゆらりと立ち上がった京太郎が、なんと珍しいことにオレの頭をゴンと殴りつけたのだった。

「小林くん……。キミは何をしているんだい？　二重を本気で泣かせてしまったね。それは許されないよ。ぼくだって怒るときは、怒るんだ！」

「テメェも何するんだよ！　だいたい、テメェのイタズラが発ほつ端たんじゃねぇかよ！　そもそも、テメェが本棚の裏になんか隠れてなければ、こんなことにならなかったんだ！」

　頭をさすりながら怒鳴り返す。

　なんでオレが怒られなきゃならんのだ？　こんなことになったのは、この兄妹のせいだと思う。

「ええい、そんな些さ細さいなことはどうでもいい！　早く二重を追いかけて、仲直りしてきたまえっ！　そうしないと、色々計画が狂ってしまうじゃないか！」

「ほう。お前はこの惨さん状じようが些細なことだと言い張るのか？　この床に散らかった本を見て、そんなことが吐けるのか？　あと、計画ってなんだ？　またくだらないことを考えてるのかお前はっ！」

　京太郎の胸ぐらを摑みかかった時だった。




「明あけ智ちくん、助けてぇ～」




　この空気を読めない人物が乱入してきた。もちろん、我が二年一組の担任にして文芸部顧こ問もんの中村喜久子先生ダメなおとなである。

　その女教師の姿を確認するやいなや京太郎のヤツは「くっ」と呻うめき声を一つあげ、教卓までひとっ走りすると、ピョンと飛び乗って足を組む。

　それから何事もなかったかのように、ふぁさっと前髪を掻かき上げる。

「どうしました、中村先生？　このぼくの頭脳ちからが必要ですか？」

　込み上がってくる怒りでブチブチと血管が切れそうになるが、深呼吸して落ち着ける。こいつは昔っからこういうヤツだ。今、それを気にしても仕方がない。

「じゃあな、テメェはそうしてろよ」

　オレはそれだけ吐き捨てると、自分の荷物を持って部室の外に向かう。

「え？　え？　どうしたんですか？」

　状況が飲み込めない女教師せんせいは、部室の真ん中で目を白黒させてオレと京太郎を交互に見ていたが、自分の抱えている厄やつ介かい事ごとの方が大事なようで――、オレに「さようなら、気をつけて帰るのよ」と声をかけると、京太郎の方へ向かっていった。

「ま、待ちたまえ、小林くん！　キミは二重を追いかけるんだ！　よろしく頼むよ！」

　背中から焦りまくった言葉が飛んできたが、オレはサックリと無視を決め込んで、昇降口に向かって足を進めたのだった。




　　　　◇




　オレの家から福高までは、歩いて十五分ほど。その通つう学がく路ろを逆に歩く。要するに、帰宅途中ということだが。

　しかし、この二週間はやけに忙しかった。

　中村先生が、プリントをなくして。

　中村先生が、理科準備室の噂うわさを持ち込んで。

　中村先生が、室内プールの怪事件の解決を頼まれて。




　全部、中村先生絡がらみじゃねーかっ！




　中村先生あのひと呪のろわれてるんじゃないだろうな。

　そんなことを思いながら歩いていると、横を流れる川が目に入る。

　なんとなく、なんとなくだが、そのまま川に足を運んでいた。

　ここは三年ほど前、二重ちゃんと、まぁ、色々あった場所だが、別に二重ちゃんを探しに来たわけではない。少し考え事をしたかった、――そう、そういうことにしておこう。

　雑ざつ草そうの生える斜面を降りて河原かわらに足を踏み入れたところで、人影が目に映った。

　オレと同じ福高のブレザーをまとい、白いビニール袋を下げた一人の少女が、さらさらと流れる川を見つめ続けている。

　残念ながら二重ちゃんではなかったが、――偶然にもその少女はオレの知りあいだった。というか、オレの幼なじみであり、残念な友人でもある。つまりだ、京太郎の家の隣となりに住んでいるヤツだ。いつも京太郎にくっついている女だった。

「よぉ、文美」

　手を軽く挙あげて、そいつの名前を呼ぶ。

「あら、シュウじゃない。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうね」

　文美はオレを見ると薄く笑い、また川の流れに目をやる。

　そんな彼女の姿を見て違和感を覚える。

　――なんだ、この文美の弱々しさは？

　京太郎と一緒にオレにちょっかいをかけるいつものパワフルさがない。なんと表現すればいいのだろう。まるで陽炎かげろうのような。ふわふわと地に足がついていない感じだ。

　今にも消えてしまいそうな雰囲気を垂れ流す彼女に不安を感じ、思わず声をかける。

「どうしたんだ、文美。お前、何か変だぞ？」

「まっ！　変とは失礼ね、シュウ！　いつもの文美ちゃんじゃないのっ！　ぷんぷん」

　やっぱり変だった。返し方はいつもの調子だが、ノリが悪いというか覇は気きがない。京太郎がいないからかもしれないが、それでも何か気持ちが沈んでいるような気がする。

　なんと声をかけようか考えあぐねていると、

「シュウこそ、何か暗い貌かおしてるわね。何かあったんでしょ。この文美おねーちゃんが聞いてあげるわよ」

　先に文美が口火を切った。つーか、誕生日オレの方が早いんですけどね。子供扱いしやがって、ちょっとムカつく。

「…………何にもねぇよ」

「はい、ダウト」

　文美はそう言って河原にしゃがみ込み、石を川に投げ込む。それから二、三度石を投げ込むと、オレの方を向き、

「――シュウはね。何か悩みがあると眉み間けんにしわが寄るのよ。むぎゅーってね」

　おいおい、それこそダウトだろーが。お前の言っていることが真実なら、オレは常に眉間にしわを寄せていることになる。京太郎とか京太郎とか文美とか文美とか、あと二重ちゃんとか、悩みの種は尽きないからな。

　そんなオレの内情をまったく気にすることなく、

「ほらほら、早く言いなさいよ。どきどきわくわく」

　さっきまでとは打って変わって、この女、なぜか目を輝かせている。

「ちっ……」

　こうなるとしつこく食い下がってくるので、オレは舌打ち一つして譲じよう歩ほしてやることにしてやった。

「まぁ、なんだ。二重ちゃんと……、京太郎と……」

「ほうほう」

「――ケンカした」




　がすっ！




　脳を揺らすほどの衝撃。――超痛い。

「テメェっ！　何すんじゃ、コラっ！」

　ビニール袋を両手で抱えるバカ二号に、怒声を浴あびせる。何入ってんだよ、それ？　スゲー堅かったぞっ！

「それはこっちのセリフよ、シュウ！　なんで！　ケンカ！　なんか！　するのっ！」

　しかし、この女はオレの主張に一切耳を傾かたむけず、白いビニール袋きようきを振り回す。

「危ねぇって。それマジでシャレになんねーよ」

　それでも回転は止まらない。

　何が危ないからって？　ほら、徐々にリーチが伸びてきているだろう。つまり、それは――。

「や、やめろ！　切れるから、取っ手が伸びて切れるから！」

「切れてぴゅーって飛んで、シュウの頭に当たればいいっ！」

　よくねぇっ！

　ギャーギャー騒ぎながら、文美の手からビニール袋きようきを奪い取る。……ふう、危機は去った。

「ドロボー！　みなさーん、ここに強ごう盗とうがいますよー」

「はい、すみません！　返しますから、そんな大声で叫ばないでくださいっ！」

　去ってなかった！

　なんというか、一対一タイマンでは勝てる気がしなかった。頭が上がらなかった。

　そんなやりとりをしたあと、ボリボリと頭を掻き、意を決して訊いてみることにした。

「なぁ……、お前は何があったんだ？　今日、部活にも来なかったみたいだし」

「んー、ちょっとイヤなことがあって、その関係の用事でね……」

　歯切れが悪かった。しかし、オレの悩みを訊きだしておいて、自分は言わないというのはどうかと思うぞ。そんなことを伝えると、

「想い出の場所で想い出に浸ひたってみたのよ」

　と、言葉が返ってきた。

　ドキリ。心臓が大きく鼓こ動どうする。――オレにも、この河原にはちょっと恥ずかしい想い出があったりするんだが。なんというか、黄こ金がね色？　そんな感じだ。

「わたしはね。イヤなことがあるとここに来るの。京ちゃんと初めて遊んだ場所にね。家は隣同士だったけど、つき合いはそんなになかったから、ね」

　頭に手を当てて記憶を辿たどる。河原の想い出、か。

「そーいや、そうだったっけか……？　オレとしては、いつの間にかお前が混じってたって感じだがな」

　なんとまぁ意外なことに、昔の京太郎は面白いヤツで人気者だった。最初はオレと遊び回っていたが、徐々にメンバーが増えていき、ガキ大将みたいな感じになっていった。小学校の時、転校していったクロ。遠い街の高校に行ったケンちゃん。これまた遠い全ぜん寮りよう制せいの女子校に行ったみさちー、などなど。男女の区別なく京太郎の周りには、たくさんの仲間がいた。だが、今やその面おも影かげもない京太郎は、とても残念だ。

「残念なのはシュウじゃないの。友達いないしー」

　うるさいよ。

「――んで、イヤなことってなんだよ？　オレにできることなら力になるぜ」

　その時だった。

　ぶ……、ぶぶ……と、何かが震えるような音が聞こえる。

「……………………」

　文美が無言でポケットから何かを取り出した。

　ケータイ電話である。さっきの音は、ケータイのバイブ音だったようだ。

　画面を見るや表情を無にして通話ボタンを押し、背を向けた。

「……はい。……ええ。買い物は終わったわ。……ええ、すぐ帰る。じゃあ」

　文美は、ほんの十数秒ほど言葉を交わしてから電話を切り、ケータイをしまう。

「さてと、わたしは帰らなければならないわ」

　振り向いた彼女の顔は、真っ白だった。いや、確かに色白なヤツだが、それにも増して白い。血の気が引いているのだろう。

「おい、大丈夫か？」

　なんて訊いてみるが、大丈夫でないことは明白だ。

　それでも、

「大丈夫よ。――ちょっと母あの親ひとの機き嫌げんが悪いだけ。今日も大げんかを繰り広げるのでしょう。憂ゆう鬱うつだわ」

　誤ご魔ま化かすように笑う。

　ち、コイツの家も色々あって大変なんだ。




「もう修復できないくらい憎しみ合ってるなら、さっさと離婚すればいいのに」




　文美が聞き取れないような小さな声で、何かをボソリと呟つぶやく。

「なに？」

「なんでもないわよん」

　へらっと笑って気き丈じように振る舞い、

「じゃあね」

　踵きびすを返して土手を登っていく。

「文美、何かあったら絶対オレたちに頼れよ」

　去っていく文美の背中に、そんな言葉しかかけられなかった。

「シュウこそ、ちゃんと二人と仲直りしなさいよ――」

　長い黒髪をなびかせて、夕日の先に消えていった。




　――――これが、文美の最後の姿となった。




　という流れにはもちろんならず、




「つーか、なんでお前、ウチにいるんだよ」

　家に帰ったら文美のヤツが、オレの家の居い間までくつろいでいた。

　さっきの振りはなんだったのかと思わせるような、軽けい快かいな声でケタケタとテレビを見て笑っていた。すっげーご機嫌だな、オイ！













「いや、シュウが『頼れ』って言ったから頼ってみたのよ。ウチにいれば母親あのひとがうるさいし。買い物袋ぶん投げて出てきてやったわ」

　そう言ってソファーにぐでーと倒れる。文美の長い髪がばさっと広がって、不ぶ気き味みな妖怪みたいになっていた。なんなんだ、この女。先ほどまでのシリアスな雰囲気が全部ぶち壊しである。

　台所からおふくろが顔を覗のぞかせて、

「あら修司、お帰り。文美ちゃんきてるわよ」

「見ればわかるよ……」

　――ああ、ものすごく疲れた。

　とりあえず荷物を置こうと、自分の部屋に向かうために階段を中腹まで昇った時だった。

　居間での会話が、耳に飛び込んできたのである。

「おばさま、お茶。あと、何か食べるもの」

「はいはい。今、出すわ」

　オレはダカダカダカっと階段を駆け下りて、言い放つ。




「お前、ちょっとくつろぎ過ぎじゃねっ？」




　　　　◇




　夜が明け、また新たな一日が幕を開ける。そう、学校に行かなければならないわけだが、行きたくねえなぁと重い気持ちを抱えながらオレは通学路を歩いていた。

　だって、二重ちゃんと京太郎に会うじゃんか。昨日ケンカ別れして、そのままだからなぁ。会いづらいというか、まぁ、――会いづらい。

「だから、パッと謝って終わりにすればいいのよ。相手は京ちゃんよ。すぐに許してくれるわ。ふふ」

　トコトコとオレの隣を歩く文美が、聞き飽きたセリフと笑みを垂れ流す。

　昨日の夜から耳タコなくらいずっと繰り返し聞かされた話だ。さすがに嫌気も差してくる。……そう昨日の夜からだ。コイツ、オレん家ちに泊まりやがった。おふくろを丸め込んでちゃっかりと。

　家に帰りたくないなら、京太郎の所に行けばよかったのによ。いつもはアイツん家に行くのに、珍しいこともあるもんだ。

　なんだかんだ言って心配してくれているのか？　いや、文美だしな。何か裏があるようにも――。

　そんなことを考えていると文美がオレの顔を覗き込み、口を開く。

「聞いているのかしら、シュウ？　とにかく、学校に着いたらすぐ京ちゃんのところに行って、謝ってしまいなさい」

　やれやれ、文美もしつこい。しかし、これだけ言われると逆に絶対謝りたくなくなるよな。なんて思う反面、それは天の邪鬼ガキのすることだ。

「仕方ない、さっくり謝ってやるとするか……」

　ぺしぺしと頰を叩いて気合いを入れ、――たところで、前を歩く二つの人影が目に入る。もちろん明智兄妹なのだが、まだ心の準備はできていない。ただ、気合いを入れただけだ。だが、このタイミングで二人に出会ってしまうなんて、世界ってよくできてるよなー。誰の采さい配はいだよ、まったく。

「ほら、シュウ」

　肩をバンと叩かれる。

　ああ、わかったよ！

　ズンズンズンとコンクリートを踏みしめて、幼なじみ二人の背中を追う。歩幅を意識しているから、京太郎たちにすぐ追いつくことができた。

「………………」

　どう声をかけたものか。――ええい、男は度ど胸きよう！




「おい！　京太郎！」




　バカの背中に声をかける。

「なんだい、小林くん。朝から騒がしいな」

「あら、シュウさん。おはようございます」

　振り向いた二人の顔は、この朝のようにさわやかだった。

　あれ？　なんだか、おかしいぞ。

　しかし、一度謝ると決めたからには、実行しなければなるまい。

　オレは深々と二人に頭を下げ、口を開く。

「き、昨日はすまなかった。オレが少し言い過ぎた。……許せ」

　――だが、二人の反応はムカつくものだった。

「なんのことだい？　ぼくはよくわからないんだが……。昨日、何かあったのか？」

「そうですよね、兄さん。何かありましたっけ？」

　京太郎は前髪をサラッと掻かき上げ、二重ちゃんは可か愛わいらしく首を傾かしげる。動作がネーチャーでナチュラルだった。これが演技だとしたら、大したものだよなぁ、オイ！

　オレの謝罪にまったくの無反応。完かん璧ぺきに昨日の出来事を忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやってやがる。

「こ、コイツら……」

　ギリギリギリと奥歯を嚙かみ締めるオレを、

「京ちゃーん！　おはよー、元気だった？」

　体当たりで押し退けるハイテンション少女。

「やあ、玉たま村むらくん。昨日は大丈夫だったのかい？　キミの家はずいぶん騒がしかったようだが？」

「大丈夫よ。昨日はシュウのところに逃げ込んでたの。やっぱりわたしの両親あのひとたち、やらかしたのね。ほんと、イヤになるわね。はぁ……」

　盛大な溜ため息いきを吐つく文美に、京太郎が優しく声をかける。

「あの分だと、今日も一戦やらかすに違いない。今日は、ぼくの家に来たまえ」

「本当？　さすが京ちゃんね。どこかの誰かと違って、頼りになるわねっ！　ふふん」

　オレを見ながら鼻で笑う文美。

　どこかの誰かって誰だよ？　オレかよっ！　怒りのボルテージが急上昇していくぜ。

「まぁまぁシュウさん、落ち着いてください。あんまり怒ってばっかりだとハゲますよ」

　二重ちゃん。慰なぐさめる気全然ねえよな。







　昨日の険けん悪あくムードが噓うそのように平和だったのにもかかわらず、朝の一件のせいでモヤモヤした一日に成り果てた。

　普段どおり過ぎる京太郎。

　本当に昨日のケンカを憶おぼえていないのだろうか？　しかし、いまさら訊ねる雰囲気ではなく、実にイライラした。そんなワケで、今日も部活を放り出して帰りたい気分で頭の中が塗ぬり尽くされていたのだが、残念なことにイラモヤの原因である幼なじみのバカ野郎が、それを許さなかった。

　しかし、呼び出されたのは文芸部の部室ではなく、なぜか校舎の四階にある旧音楽室だった。

　オレに二重ちゃん、文美と中村先生。

　要するに――、京太郎以外の文芸部メンバー勢揃い。

　遅いな、京太郎。呼び出したヤツが遅れてくるなんてどういう了りよう見けんだ？

　今度は旧音楽室ここで何をおっぱじめようというのだろうか？　くだらないことであるのは明白だがな。

　だが、一つだけ疑問に思うことがある。

　それは部活だ。旧音楽室というとおり旧ではない音楽室も同じ階にあるのだが、ものすごく静かだった。この時間は、音楽室と旧音楽室を利用している部活が、軽快でけたたましい音を垂れ流しているはずなのだが。

「先生、吹すい奏そう楽がく部ぶがいないんだけど？」

　その疑問を、なぜかビクビクオドオドしている中村先生に訊ねる。

「え、えぇとぉ、昨日と今日、吹奏楽部顧問の先生が出張でいないんですよ。自主練習もなんだし、二日休みにしたみたいですよ」

　なるほどね、納得した。

　そこに、――ガラガラと扉の開く音が旧音楽室に木こ霊だまする。

「集まってもらったのは他でもない」

　入ってきたのは、もちろん京太郎。両腕をうしろに回して腰辺りで組んだバカ野郎は、コツコツと床を鳴らしながらにんまりと笑みを浮かべて口火を切る。

　京太郎の言葉を聞いた瞬間に文美の目が輝き始め、イヤな予感がオレを包んだ。

「まさか、京ちゃんっ！」

「そうさ、玉村くん。新たな事件が起こったのさ！　そうですね、中村先生？」

「ええ、その通りですぅ。先生、もぉ、怖くて怖くて……」

　またか、またなのか――。

　そんなやりとりに既視感デジヤブを覚え……、じゃねーよ！　去年から繰り返しているいつものことだった。なぜかこの先生は京太郎を頼りにし、妙な出来事の解決依頼を持ち込むのだ。それに毎回つき合わされるオレの気持ちをわかって欲しいと切せつに願う。

　だが、そんなささやかな願いが叶かなうことはない。ほらな、先生があらましを語り出したぜ。やれやれだ。どうせ、教頭先生が解決しろって言い出したんだろ。

「え～と、ね。昨日のことなんだけどね。保健体育の郷ごう田だ先生が、なぜか先生をしつこく食事に誘うの。食事がダメなら、飲みに行きませんかとも言ってたわねぇ。あと、夜景がどうとか……。本当、どうしてかしら？

　だから先生、断りながら放課後逃げ回ってたのよ～」

　ちょっと待て。郷田先生って、あのマッチョゴリラのことだよな。その郷田が、中村先生に気のある素振りを見せている、と――。

「ねえ、シュウさん……」

　どうやら二重ちゃんも気づいたらしく、怒りで肩をブルブルと震わせている。彼女は家庭環境のせいで、不倫を心から軽けい蔑べつしているからな。

　つまり、だ。保健体育担当の郷田先生は――、妻さい子し持ちである。

「「ここの教師は腐くさったヤツばかりかいっ！」」

　ピッタリ息の合ったダブルツッコミを教室に轟とどろかせる。

　またも知りたくなかった大人の事情を知ってしまった。本当にガッカリです。

「ええ……と、話を続けてもいい？」

　オレたちのツッコミで話を中断していた中村先生が言葉を紡つむぎ、再開する。

「それでね、その、逃げてた時のことなのぉ。この旧音楽室から、ピアノの音が聞こえてきたのよ。しかも、『月げつ光こう』の三楽章を高速で弾ひくのよ～。

　先生、すごいなぁと思いつつ、おかしいなぁとも思ったの。吹奏楽部はお休みのはずだもの。もしかして熱心な生徒が自主練習をしてるのかもと思って中を覗いてみたら、ピタリと曲が止まったの。

　そこには、蓋ふたの閉まったピアノがあっただけ。

　そうなの、旧音楽室ここは無人だったのよ。先生、本当に怖くて怖くて……」

　めそめそめそと泣き始める中村教きよう諭ゆ。話のオチとしてはよくある怪談、都市伝説の類たぐいである。

「どうだい、なかなかの事件だと思わないかい？　しかも、ベートーさんの『月光』だよ。三楽章だよ。ああ、血ち湧わき胸むね躍おどるじゃないかっ！」

　嬉うれしそうに胸を張る推理バカ。ちなみに、血湧き肉躍るが正解だ。

「でも、明智くん……。昨日、頼んだのに解決してくれなかったのぉ？　先生、怖くて眠れなかったんだからぁ」

　先生が恨うらみがましそうな目で、京太郎を見つめる。ダメな大人の見本である。

　ああ、そうか。昨日のオレと京太郎のいざこざ中に、中村先生が文芸部室ぶしつに飛び込んできたのはこれに遭そう遇ぐうしたからか。なるほどね。

「しかし、京太郎。なんで昨日解決してやらなかったんだ？　お前一人でも色々調べられただろーが」

　オレは京太郎に問いかけた。

　するとコイツは偉えらそうに胸を張り、自分の顔の横に人差し指を立てて口を開く。

「――まず一つ。誰もいないのにひとりでに旋せん律りつを奏かなでるピアノ。

　これも、この前の『水面上の大足プールのかい』と同じく、学校七不思議には欠かせない存在である『音楽室の怪談』を模もしたモノだろう」

　京太郎は満足げに笑みを浮かべて手を腰の辺りで組むと、オレたちに背を向けてカツカツと靴音を鳴らしながら数歩進む。

「おい、京太郎？」

　そんな意味のわからない動作に痺しびれをきらしたオレは、バカの背中に声をかけた。

　すると、バカ野郎はくるりとオレたちに向き直り、またも人差し指を立てて言葉を発する。ちなみに、玉村文美おまえのあいぼうはうしろで大あくびしているが、いいのか？

「そうそう、もう一つ。――……」

　それを最後に数秒間の沈ちん黙もく――――。




「なんにも考えてないんじゃねえかっ！」

　オレの言葉ツツコミに京太郎は、ぶんぶんと首を振って否定を表す。

「ギャ、ギャラリーがいなかったからさっ！　昨日はみんな帰ってしまって、誰もぼくの活躍を見てくれなかったからやる気が起きなかったのさ」

　最低の探偵役だった。つーか、微妙に目を逸そらしやがる。まだ、何か隠しているな。

「――で、本当はどうなんだ？」

　オレは握にぎり拳こぶしを作って京太郎の目の前にかざすと、ヤツは震えながらあっさり白はく状じようした。

「……ふっ。相手は『学校の怪談』だよ。もし、この『音楽室の怪談』が本物だったらどうするつもりだい？　ぼくは、あくまで人間の探偵なのさ。ぼくが解決できるのは超常現象ではなく、人間が起こした事件だけなんだよ。だから、そういう超常現象は、霊能探偵事務所が出張ってくればいいのさっ！」

　なんてことをさも偉そうにのたまったバカ野郎。チョコレート中毒のゴシックロリータ少女はさすがにこんな学校にはこないだろう。依頼もしてないしな。

　まぁ、そんな彼に向けて、贈る言葉と拳がある。

「一人じゃ怖かっただけだろーがっ！」

　バカを沈める一撃ツツコミ。

「兄さんに、何するんですかシュウさんっ！」

　一瞬で反応した二重ちゃん。オレが京太郎を叩くのを待ちかまえているんだろ、その反応の速さはよぉ。

　彼女は、うしろから抱きついてきてバックドロップを――、

「…………今日は、このくらいで勘かん弁べんしてあげます」

　せずに、すとんとオレを解放し、赤い顔をしながら恥ずかしそうに文美のうしろに隠れた。二重ちゃんさ、昨日のこと完全に憶えてますよね。朝のやりとりは演技だったわけだから、本当に、たいしたものだな、オイ！

　――さて、ザッと部屋を見回してみる。

　古びた黒板の前に、これまた古いピアノだが、まだまだ現役らしい。しかし、ピアノの上には楽譜スコアが散乱していて片づけないと使えそうにない。

　それから、部屋の後部には色々な楽器が置かれている。

「ねえ、シュウさん。なんでここは旧音楽室なんですか？」

　いつの間にか文美の背中から顔を出していた一年生の二重ちゃんからの質問。まだ一学期も終わっていないし、音楽室の話は聞いていないのだろう。

「それはな。今の二年生オレたちが入学する前らしいけど、どうも楽器が増えすぎて保管するところがなくなってきたから、新しく音楽室を作ったらしいぜ。ほら、この階の奥に音楽室があるだろ。あそこを今使って、この旧音楽室と隣の音楽準備室で楽器を保管しているわけ。まぁ、オレも聞いた話だけどな」

「だから、この教室は楽器でいっぱいなんですね。へぇ……」

　納得した表情を浮かべた二重ちゃんが、近くに置かれてあった楽器を手に取りボロンと鳴らしてみる。

「そ、それだっ！」

　瞬間、オレの一撃で昇しよう天てんしていたはずの京太郎が蘇そ生せいして、二重ちゃんから楽器をぶんどる。その楽器の名は、――マンドリン。

「ようやくわかりましたよ、中村先生！　この事件の真しん相そうが、ね！」

　力強く言い放ち、マンドリンを天に掲かかげるバカ野郎。そして、

「さすが京ちゃんだわ！　これで事件解決ね！」

　京太郎を盛り上げるバカ二号。捏ねつ造ぞうもいいところである。さっきまでやる気の欠片かけらもなく、あくびをしていたとは思えない人物だな。

「なぁ、小林くん。キミは『Ｙの悲劇』という話を知っているかい？　エラリーくんたちがバーナビーさんと名乗って書いた『レーン四部作』の一つなんだがね。日本ではとりわけ有名な話さ」

「いや、知らんし」

　偉そうに語り出す京太郎に、真実を告げてやる。オレはそこまで推理系に精せい通つうしているわけではない。これまでのことは、たまたま知っていただけだ。

　コイツがオレの部屋に「これを見ておくのだ、小林くん」と言って、マンガやゲーム、アニメ、小説やらを置いていくから、暇つぶしにパラパラとめくったり見たりして得た知識を総動員していただけだ。

「ま、まぁ、いいさ……。話を続けるぞ。その『Ｙの悲劇』では、このマンドリンが凶器の一つとなっているのだ」

　そんな幼なじみは、心底ガッカリしてオレにマンドリンをポイッと投げて寄こす。おい、危ねーよ！　落としたらどうするんだっ！

「謎はとりあえず解けた！　犯人は、この校な舎かにいるっ！　――犯人はキミだね、小林修司。いや、『奏でる月光ムーンライト・メロデイ』！」

「な、何ですって！　まさか、シュウ……、あなたが……」

　バカ一号の言葉に驚愕を貼はりつけるバカ二号。

「あー、はいはい。そーですね、そーきますよね」

　なんつーか、もう怒るのもバカバカしい。しかも、今回の二つ名が無む駄だに格好いいというか中二病くさかった。

「――それで、だ。つまりオレは、この旧音楽室でピアノを使って『月光』を弾き、その音色を中村先生に聴きかせ、どうにかしてこの教室から姿を消し、誰もいない状態となったこの教室を先生に見せた……と」

　オレは一つ一つ言葉を句切りながら、問題点を確認する。

「ああそうさ、『奏でる月光ムーンライト・メロデイ』！　キミは、ある方法で起こしたこの新しい『七不思議』を中村先生に体験させた。そして、中村先生を七不思議の語り役として、学校全体にキミの作り出した『音楽室の怪談』を蔓まん延えんさせようと目もく論ろんだのさ」

　おいおい、何一つ心当たりがないんだが。

「な、なんでシュウはそんなことを……？」

　わなわなと唇を震わせた文美が、絶妙のタイミングで合いの手を入れる。

「それはね、玉村くん。学校全体に『七不思議かいだん』が蔓延したらどうなると思う？

　答えは簡単、恐怖に耐えきれなくなった生徒たちが学校を辞めていってしまうのさ。生徒がいなくなれば、この学校は経営がなりたたなくなる。なにせ、私立高校だからね。生徒がいなくなれば潰つぶれてしまうことだろうさ」

「そ、そんな……。この学校がなくなったら、先生はどうすればいいんですか？　また、職探しをしなければならないじゃないですかぁ！」

　壮そう大だいすぎる話を京太郎から聞かされた先生が、頭を抱えて床にへたり込む。いや先生、ちょっとは考えてくれよ。現実的に無理があるだろ、その計画。

「シュウさん……。そんな恐ろしいことを考えていたなんて……」

　信じちゃってる人がまだいた。

「――中村先生、二重。今話したのは、この計画の一部だよ。驚くのはまだ早い。恐ろしいのはここからさ」

「計画の一部……。どういうことなの、京ちゃん？」

　文美の問いを聞いた瞬間、京太郎は右手をばっと突き出して嬉しそうに口を開いた。

「そうさ、玉村くん。小林くんは、脅おどしのつもりで『七不思議かいだん』を利用しているんだ」

「脅し……ですか？」

　二重ちゃん、訊いちゃダメだって。ほら、バカが活気づいたよ。

「ああ、脅しなんだよ。小林くんの本当の狙ねらいは、――お金。つまり、『七不思議かいだん』を広めて生徒を減らしたくなければお金を用意しろということなのさ。これは生徒たちを人質に利用した学校に対する――ある意味、脅きよう迫はく事件なんだよっ！」

　どぉぉぉぉおおおおおん！

　な、なんだってぇえええ―――――っ！

　予想の斜めをいく展開だった。

「シュウ……、自首を勧めるわ」

　オレの肩をポンと叩く文美。

「そんな……、シュウさんが犯罪者だったなんてっ！」

　両手で顔を覆い、さめざめと泣き出す二重ちゃん。

「小林くん！　こんなことをしたら退学ですよ！　もう！」

　オレを指さして怒り顔の中村先生。

「ちょっと待てぇぇえ！　なんで信じるんだ、お前ら！」

　そうかよ。また、あのセリフをご所しよ望もうですか。――わかったよ、言ってヤンよ。よく聞きやがれ！




「だったら、証拠を見せてみろやぁあああああっ！」




　窓ガラスが震えるほど声を張り上げて言い放ち、ぜーはーぜーはーと息を整えてから、京太郎を睨みつける。

　すると、このバカのチビ助は顎あごに手を当てて、

「少し待ちたまえ。今考えるから……」

　コイツ、「今考える」とか言いやがったぞ！

　さて、と。殴りつける準備をしなくちゃな。まずはこのマンドリンを置いてから――。

　腕をぐるぐる回して、調子を確かめる。うん、バッチリだ。

　そんなオレの様子を目にした京太郎は、ダラダラと脂あぶら汗あせを吹き出しながら開いた両手をぶんぶんと振る。

「ぼ、暴力反対だ。よ、よし！　ト、トリックを解明しようじゃないか！」

　焦りを浮かべながら、言葉を発するバカ野郎。

　トリックっつーと、あれだな。ピアノを鳴らして、先生に聞かせて、部屋を無人にするっていうやつだよな。

「やってみろ」と、自信満々に言ってやる。オレにはアリバイがある。先生がこの不思議事件を体験した時間には、オレは文芸部の部室で本棚の裏に隠れていた京太郎コイツと一ひと悶もん着ちやくを起こしていたからな。コイツ自身が証人なのさ。

「こ、小林くんは、ピアノを弾き、廊下にいる中村先生に聴かせたあと、窓から飛び出したんだ。ここは四階だけど、外にはベランダとは言えないまでも足場があるからね。そこに潜ひそめばバッチリさ！」

　――なるほど。単純だが、できないことはないトリックだ。しかし、そのトリックには致ち命めい的てきな欠けつ陥かんが山ほどある。

「いいか、京太郎？　お前は、犯人が窓から外に出たと言ったが、今ここの窓は全部鍵かぎがかかっているよな。窓から外に出るためには、鍵を開けなければならないな」

「ああ、そうだね」

　オレの言葉に頷うなずく京太郎。

「じゃあ、お前は昨日、鍵が開いていた窓があったことを確認したのか？　中村先生もどうです？　先生がその体験をした時、鍵がかかっていない窓があったんですか？」

　オレの質問に悔くやしそうな表情を浮かべる京太郎。そりゃそうだろう。コイツは、ギャラリーがいないからという理由で旧音楽室ここに来なかったんだから知るわけない。

「さ、さすがに怖かったんですぐ逃げちゃいましたよぉ。鍵がかかっていたかどうかなんて、わかりませんよ～」

　中村先生もお手上げ。

　今日は窓に鍵がかかっている。でも、昨日はかかっていなかった。――なんて事実、過去にでも戻らなければ判らないことだ。今日かかっていたなら昨日もかかっていたと考えるのが普通。まぁ、窓に新しい指し紋もんでもついているなら別だけどな。

「それから、お前はオレを犯人と断定した上で推理を行っているが、一つ言っておくぞ。オレはピアノが弾けない！　この事実はどうなる？」

　畳み掛かけるべく質問攻め。

「な、何を言っているんだい？　それはキミが実は弾けるということを隠しているとしたら通るじゃないか……。いや、適当に鍵けん盤ばんを叩いたら『月光』三楽章になる確率はゼロじゃない、さ……」

　京太郎のヤツ、旗はた色いろが悪くなったようでいつもの自信が感じられない。だいたい、適当に弾いたって『月光』にはならないと思う。天てん文もん学がく的てきな確率だぜ、それ。

「――それでだ。先生がピアノを聴いた時間、オレとお前は部室にいたよな。それをどう説明するんだ？」

「うぐっ……」

　京太郎は膝をついて沈黙した。そして、苦くるし紛まぎれに言葉を洩らす。

「これも、運命石の扉の選択か……。タイムマシンさえあれば……」

　ねぇよ、――多分。ねぇよな？

　バリバリと頭を掻きむしる京太郎。

「遠距離操作で、ピアノを鳴らす仕掛け。部室に来る前に、それを使って犯行に及んだんだ」

「いや、そんな物があるんだったら、犯人はオレじゃなくても構わないだろ？」

　すると、京太郎はおもむろに立ち上がり黒板に向かう。白いチョークを摑み取り、まったくでたらめな数式を「面白い」とか呟きながら黒板に刻きざんでいく。

　黒板の半分を２×３＝とか、２ｅとか、理解不能な数式で埋め尽くす。いや、そうか、２×３ふみ＝に２ｅふたえだ……。本当に意味ない羅ら列れつだな。ガリレイさんに謝れ。

　しばらく作業に没ぼつ頭とうしていた準じゆん教きよう授じゆでもないただの生徒の京太郎くんは、突然チョークを投げ捨てて「わかったぞ！」と、力強い雄お叫たけびを上げやがる。

　それはつまり、コイツがトンデモ推理を思いついたことに他ならない。数式を書きながら何か思いつくまで時間稼かせぎしてやがったんだな。

「ぼくの推理は正しかったんだ、小林くん。いや、『奏でる月光ムーンライト・メロデイ』！」

　京太郎は、辺りを歩きながら説明を始める。

「そのマンドリン」

「このマンドリンがどうした？」

　オレの側そばに置いてあるマンドリンを指さしたので、ヒョイッと持ち上げる。

「ぼくは先ほどこう言ったはずだ。『Ｙの悲劇』にはマンドリンが凶器として使われていると……。ぼくの推理通り、この事件にもそのマンドリンが関係しているのだよ！」

「ほ、本当なの、京ちゃん？」

　うわぁ、噓くせぇ。『Ｙの悲劇』って適当に言っただけだろ。

「そのマンドリンで特定の音を出すと、この部屋に隠されたラジカセとかの音を出す装置のスイッチが入り、『月光』を再生させるんだ」

　そんな装置作れるならもっと別のことに使っとるわ！　『Ｙの悲劇』と言い出した手前、引っ込みがつかなくなったんだろーが。心の中でツッコみつつ、バカの気の済むまでその推理とやらを聞いてやる。

「――その証拠に、小林くんが誰にも触らせまいと後生大事に抱きかかえているだろう。キミの指紋がべったりついたマンドリンをね！」

「いや、そりゃ今持ってんだからオレの指紋はついてるだろーよ！」

　しかし、バカは動じない。

「くっくっくっく。だからだろ、小林くん。昨日うっかりつけてしまった指紋を誤魔化すために、今ベタベタと触っているんだろ？　昨日ついたのか今日ついたのかわからなくするためにねっ！」

　とんだ言いがかりである。頭が痛くなるほどの言いがかりである。

「キミがマンドリンをやけにいじっているのを見てわかったんだよ。失敗したね、小林くん。キミがそのマンドリンを触らなければ、ぼくは気づかなかったのにさ。どうして、触ってしまったんだい？　いや、みなまで言うな。わかっているさ。偶然に誰かが触り、トリックが動き出すのを恐れたんだろう。――だから、それを起こさせないために自分で持っていたんだ。さりげなく自然にね」

「さ、さすがは、京ちゃんね。見事な推理だわ！　これで、事件解決ね！」

　文美が締しめようとするが、そうはいくか。

「……オレが、マンドリンを持ったのは、お前がオレに放り投げて、パスしたからだ！」

　床をダンダンと踏みならしながら怒声を飛ばすと、

「だ、だったら、マンドリンを受け取らなければ良かったじゃないか……」

　とか、返してきやがったので、

「オレが受け取らなければ、マンドリンは床に落ちて壊れるだろーがっ！」

　と、またまた叫び返し、マンドリンを元の場所に置き、ちゃんと固定されたのを確認してから、握った拳をバカ野郎に向かって叩きつけた。

「ま、待ってました！　私、あまりに空気過ぎてどうしようかと思ってましたよ、シュウさん！　え、……と、に、兄さんに何するかぁっ！」

　部屋の隅でつまらなそうに突っ立っていた二重ちゃんの顔に生気が戻り、オレに向かって突撃してきた。

　まぁ、なんだ。そんな時である。




　――なんと、曲が流れてきたのだ。




　力強いピアノソナタ。彼かの偉い大だいな音楽家の残した名曲『月光』三楽章が、この旧音楽室に響き渡る。

「ひぃっ！」

「きゃあ」

「で、出たぁ」

「ビ、ビビらせんじゃねぇよっ！」

　京太郎たちが短い悲鳴を上げる中（若干一名、吠ほえていたが。ちなみに今、オレの腕にしがみついているおかっぱ吊り目の少女だがね）、

「ま、まじか……よ」

　オレは古びたピアノを見つめていた。




　なぜなら、蓋が閉じていたのだ。

　誰も弾いていないのだ。鍵盤には触っていないのである。

　音が出る電子ピアノの可能性も考えたが、どこの学校にもある普通のフォルムのピアノ。しかも、十数年前から使われているであろう古き一品だ。電子きかい的な仕掛けがあるようには見えない。

「ど、どういうことだ？」

　オレが仕組みを確かめようと歩を進めると、ぐいっと腕を引っ張られる。

「や、やめた方がいいですよ、シュウさん」

　二重ちゃんがオレの腕で綱引きしていた。

「しかし、調べないと……」

　恐怖よりも好奇心が勝っていたオレは、二重ちゃんをずりずりと引きずりながらピアノに近づき、蓋に手をかけた。




「失礼します」

「しっつれー。あれ、人がいた」




　旧音楽室に乱入者登場。二人の女生徒。どうやら背格好から、三年生のようだ。

　ぽかんと固まっている文芸部メンバーを押し退けながら、先輩たちはばつが悪そうに口を開いた。

「すみません、忘れ物を取りにきました」

「ごめんなさーい」

　軽い感じの先輩の手には携帯電話ケータイ。

　おっとりした感じの先輩が、ピアノの上に散らばっている楽がく譜ふをまとめだし、埋うもれていた何かを手に取った。




　――こっちも携帯電話ケータイだった。音が出ていた。『月光』三楽章だった。ああ、そうだよ。着メロだよ。あの軽い先輩が電話かけて場所確認してたんだよ。




　どうやら、この吹奏楽部所属のおっとり先輩が旧音楽室ここに携帯電話を忘れたまま、風か邪ぜを引いて学校を休んでいたらしい。また都合が悪いことが重なり、昨日、今日は吹奏楽部も休みで、誰も置き去りにされた携帯電話に気がつかなかった、と――。

　なぜ『月光』三楽章だったかというと、

「わたし、この曲好きなんです」

　だ、そーで。

　先輩方が退室していったのを確認してから、はた迷惑なバカ野郎に視線を向ける。




「……憎しみからは何も生まれないよ」

「そうね、京ちゃんの言うとおりだわ」




　さわやかに笑う二人をどうとっちめてやろうかと算さん段だんしていると、ヤツらは途端にあたふたしやがって騒ぎ出す。

「ぼ、ぼくは確かに、『犯人はこの校な舎かにいるっ！』って言ったじゃないか！」

「うるせぇ！　いつか最終的に『犯人はこの地な球かにいる』とか言い出すんだろうがっ！」

「やめて、シュウ！　京ちゃんを殴るなら、女のわたしから殴りなさいっ！」

「すっげー殴りにくいことを言うんじゃねぇ！」

「文美さんを殴るのは、構わないですよ。兄さんはダメですけど」

「そ、そんな非ひ道どいわ、二重ちゃん。文美ちゃん怒っちゃうわよ、ぷんぷん」

「け、ケンカはダメですよぉ。先生の責任問題になるので、先生がいないところでやってくださいよぉ」

　いつも通りの騒がしさが、旧音楽室に響き渡る。

　まぁ、なんだ。『Ｙの悲劇』じゃなくて、『小林Ｋの悲劇』だよな、これ。

「そうか、これではまるで『Ｋの悲劇』じゃないかっ！」

「オレの心の中を読むんじゃねぇよ」

　そんなオレたちのやりとりを見て、狂きよう喜き乱らん舞ぶする少女が一人。

「お二人は、まさに以い心しん伝でん心しん。きゃほー、ＢＬですねっ！　もう『明智Ａ＆小林Ｋの悲劇』として伝えていかねばっ！」

「おいおい、二重ちゃん！　ないからね、そーゆー展開はっ！」

　オレが発した否定の言葉に、口をとがらせる二重ちゃん。

「なんでですか。ちょーつまんねぇ」

　つまんないのはわかったから、とりあえずその言葉遣い引っ込めような。

「じゃあ、じゃあ、ここはみんな入れて、ドロドロの愛あい憎ぞう劇げきの方がよくない？　シュウに思いを寄せる京ちゃんと二重ちゃんの兄妹。血ち塗ぬられた三角関係により、恐ろしい事件の幕開け。それを目撃してしまうわたし。

　タイトルはそう、『Ｆちゃんは見た』。どう？　どう？」

　今度はお手伝いさんが見ちゃった的なタイトルを引っ提さげて、文美のヤツが割り込んできた。

「――ねぇよ」←オレ

「ないな」←京太郎

「ないですね」←二重ちゃん

　一瞬で斬きって捨てられる。

「えー、なんでよ？　ぷんぷん」

「そりゃあ、イニシャルにすればいいってもんじゃねえからだろ」

「じゃあ、シュウさんはどんなのがいいんですか？」

　なんでタイトル発表会にすり替わっているのか不思議だが、まぁ、意味もなく乗っておく。

「え、だから、今回は『Ｋの悲劇』なんだろ。お前らというか、京太郎のせいでオレに悲劇が訪れたのは事実だし」

「それを言ったのは、ぼくじゃないか」

「オレは心の中で思ってたんだ」

「口に出した方が先だろう」

「あー、わかったわかった。そんなもん、やるから好きにしてくれ」




　そんなこんなで、ひとしきり騒いだあとは、

「それじゃ、帰るとしようじゃないか」

「おう。つーか、腹減った」

「シュウの奢おごり？」

「それはないっ！」

「だがしかし、シュウさんの財布はここに」

「なんでスッてるのかねぇ、二重ちゃん」

　連れだって帰宅するのだった。




「あれ？　ケンカしてたんじゃないのぉ？　なんで？」




　なにやらブツブツ言っている女教師に「さよなら」の挨あい拶さつをして、オレたちは帰き路ろにつく。

　途中で寄ったラーメン屋で、今回の件の謝罪として京太郎に無理矢理ラーメンを奢らせた。

　うん、少しだけ悲劇が和やわらいだ。

　――少しだけな。







































　まだ夏とは言いい難がたいジトッとした六月に入った。実際には、六月は夏として扱われるのだが、それを唯一実感できるのは服装だけだろう。

　福ふく高こうの男子生徒が、半袖カッターなつようせいふくの裾すそを出し、腰パンこしばきで歩いていく。それは、さすがにだらしない。裾はズボンに入れろ。そして、ズボンはしっかり穿はいてくれ。同じ福高生として、心底残念に思う。

　世間的には衣ころも替がえの時期だが、学ふく校こうに向かう生徒たちは、半袖カッター＆ブラウスなつふくとブレザーふゆふくが半々といったところか。

　オレの通う福高には衣替えがない。私服学校というワケじゃなく、正確には衣替えのタイミングを生徒に一任しているということだ。つまり、冬だろうが半袖のシャツでもいいし、夏にブレザーを着ていても問題ないという、少しだけ服装に緩ゆるい学校である。

　オレは六月に入って早々に、半袖シャツに衣替えした。どうせ、これから暑くなっていくんだしな。

　――と、まぁ、ひとりごちながら、いつも通りに学校へ向かっていると、いきなり雨が降ってきた。それも、なかなかのどしゃ降り具合だ。

「おい、まぢかよっ！」

　寝坊して急いで出て来たので、天気予報ニユースを見ていなかったのが仇あだになった。チクショーと思いながら、近くのコンビニに飛び込む。

「カサでも買っていくか。ち、痛い出費だぜ……」

　ズボンのポケットをまさぐる。出て来たのは携帯電話ケータイとハンカチ。

「ん？」

　シャツの胸ポケットをまさぐる。こちらには、おふくろが忍ばせていたらしいポケットティッシュ。

「まさか……？」

　鞄かばんの中を確認。ノートと筆ひつ記き用よう具ぐのみ。ちなみに教科書は、学校に置きっぱなし。

「まさかっ！」

　そのまさかだった。忘れた。完かん璧ぺきに家に置いてきた。

　仕方なしにドアから出て、コンビニの軒のき下したに移動する。黒い空を仰ぎ見るが、雨のやむ気配はない。どうするかね？

「やれやれ……。カサを取りに帰るには歩き過ぎているし、学校にダッシュで向かうにしても、距離を考えればびしょ濡ぬれ確定だな……」

　学校に着いてから体操服に着替えれば――、なんて案も浮かんだが、残念ながら今日は体育がないので、これまた持ってきていないのだった。体操服くらい誰かに借りればいいのだが、オレの悲しい友人事情ではそれも難しい。ちなみに、京太郎も体操服を持ち帰るタイプなので、今日は持ってきていないだろうし。――八はつ方ぽう塞ふさがりである。

　湿気混じりの外気に包まれながら、途方に暮れていると、

「あら、シュウさんじゃないですか」

　オレの数少ない知人であるバカ野郎の妹さんが通りかかった。まぁ、二ふた重えちゃんのことなんだが。

　そんな彼女は、半袖ブラウスに服装チェンジしていらっしゃった。昨日までは「寒い寒い」とブレザーだったのだが、変えるタイミングを計はかっていたようだ。

　初めて見る彼女の福高夏ヴァージョンの制服姿だが、馬ま子ごにも衣い装しようというのは失礼極まりないと思う。まぁ、なんだ。似合ってるじゃないか、うん。

　そんな心情を悟さとられないように、自然を装よそおって返事する。

「よう、二重ちゃん」

「どうしたんですか、こんな所で？」

　透明なビニール傘をクルクルと回しながら、問いを口にする。回すのやめてくれませんかね。飛沫しぶきがかかるから。

「――いやね。雨がいきなり降ってきたんで、雨あま宿やどりしてたんだ」

「なるほど。でも、雨がやむ頃には授がつ業こうが始まってしまうのではないでしょうか？」

　二重ちゃんの言うことは至し極ごくまともであった。

「そうなんだよなぁ……」

　溜ため息いき混じりに呟つぶやくと、

「ちょうどコンビニですし、カサを買って行かれては？」

　オレのうしろにある全国にチェーン展開している青色の店てん舗ぽを指差しながら、問いかける。

「そうしたいのは山々なんだけどね。財さい布ふを忘れてしまってさ」

　その問いに、頭をポリポリと掻かきながら答えると、二重ちゃんは可か愛わいらしく首を傾かしげ、考え込んでしまった。

　しばらくして、なぜか恥ずかしそうに、

「し、仕方がありません。私のカサに入れてあげても良いですよ。泣いて頼み込むなら」

　ツンデレっぽい台詞せりふを吐く彼女。

「じゃあ、入れてくれよ。頼む、この通り！」

　パンと手を合わせて頭を下げ、懇こん願がんしてみる。さすがに泣きはしないけどな。

　すると、

「……ん」

　と、カサをオレに差し出してくる。

「何、くれるの？　カサごと？」

「はぁ……？　たわけてるんですか？　これあげちゃったら、私のカサがなくなるじゃないですか」

「え……と……？」

「あーもー、ホントに鈍にぶいですねえ、シュウさんはっ！　私のカサに入れさせてあげるんですから、カサぐらい持ってください。だいたい、背丈を考えてください。シュウさんの方が遙はるかに背が高いんですから、私じゃ持ち難にくいんですよ」

「……ああ、そーゆーこと？　了解、了解」

　左手でカサの柄えを摑つかんで、二重ちゃんが入りやすいように高く掲かかげる。

「――では、キビキビ歩いて下さい。早くしないと遅刻してしまいますよ」

　急せかす二重ちゃんは、なんだか楽しそうな笑顔を浮かべた。







「小こ林ばやしくん、『燃える焼しよう却きやく炉ろ』って知っているかい？」

　昼休みのことである。

　一番前の列に自分の席があるのにもかかわらずオレの席の前に陣じんどった京きよう太た郎ろうが、弁べん当とう箱ばこをつつきながら唐とう突とつに訊たずねてきた。――が、

「お前、今年もブレザー＆ベストで一年間通す気なのか？」

　質問とは関係ない話題ことにすり替える。

　まだ肌寒いとはいえ、さすがに二枚も三枚も着ぶくれた格好で目の前にいられると困る。見ているだけでオレも暑くなりそうだ。せめてベストは脱いで欲しい。

「当たり前さ！　これがぼくのアイデンティティーでポリシーなのさ」

　会話が成立しなかったので、「はいはい」とだけ答えておくことにする。

　文ふ美みはどうしたと思いながら教室を見回すと、廊ろう下か側一番前の席辺りに女生徒数人で集まって談だん笑しようしながら昼食をとっているようだ（こっちはちゃんと夏服）。

　つまり、今日は文美が相手をしてくれないので、オレの所に来たと……。

「それで、小林くん。先ほどの話だが」

　ちっ、話が戻りやがった。

「………………」

　面倒くさいので机に突っ伏して無視の構えをとる。今日は、コイツの戯ざれ言ごとにつき合っている余よ裕ゆうがない。なぜなら、財布を忘れてきたからに他ならない。昼食をパン食としているオレにとって、お金がないということは食べる物がないということなのだ。なんたって金を借りられるような間柄の友人などいないし。

　ん――？　いや、目の前のバカからだまし取ることができれば、なんとかメシにありつけるかもしれない。ならばコイツの機き嫌げんを取って、金の話に持っていかなければっ！

　そうと決まればガバリと起き上がり、さっそく話を聞いてやることにする。

「焼却炉は燃えるモノだろう？　ゴミを燃やすワケだし。確か校舎裏にあったな、古い焼却炉……」

　唐突に態度を豹ひよう変へんさせたオレにまったく疑問を抱かなかった京太郎カモは、満足そうに頷うなずく。

「そうなんだよ、小林くん。しかし、考えてもみたまえ。今どき、焼却炉を使う学校なんてほとんどない。勝手にゴミを燃やすことが環境破壊と叫ばれている今、焼却炉なんてあっても使われることなんてないんだ」

「――じゃあ、なんで校舎裏に焼却炉があるんだ？　いや、待て。あの焼却炉は使われていたのか？」

　校舎裏の焼却炉を思い浮かべる。錆さびで汚れた鉄と石の塊かたまりはとても古く、使われていたとは思えないような代しろ物ものだ。

「そこだよ、小林くん。ぼくが調べた情報によると、あの焼却炉は使われなくなってから十年以上も経たつらしい。しかし、使われなくなって久しいのに、取り壊しの話は一切出ていない。おかしいと思わないか？」

「まぁ、そういう風に言われれば確かにおかしいと思うわな。どうせ、お前のことだ。その理由も摑んでいるんだろ？」

　そう訊ねると、京太郎はニンマリと口元を歪ゆがめて嗤わらう。いつも思うんだが、コイツがこういう風に嗤うと、腹の中真っ黒はらぐろな詐さ欺ぎ師しにしか見えない。

　勿もつ体たいぶったように弁当箱をつつきつつ、間を空ける。

「…………………………」

　イラついたので右手を挙げ、ヤツの目の前できつく握にぎり締めてやる。

「ま、待つんだ、小林くん。今言うから、殴るのだけは勘かん弁べんしてくれ！」

　ガタガタッと椅い子すの音を立てながら、慌あわてふためくチビ助。

「――じゃあ、話せ」

　オレは一言だけ発すると腕組みをして、京太郎が口を開くのを待つ。

「こほん」

　京太郎は咳せき払ばらいをして、ゆっくりと話し出した。




「ぼくが言った焼却炉の名称を憶おぼえているかい？　そう、『燃える焼却炉』だよ。これは、この学校で最近噂うわさになっている怪談……『七不思議』の一つさ」

　またか……、と呆あきれる。『紙かみ隠かくしの妖よう精せい』、『踊るガイコツダンシングスカル』、『水すい面めん上じようの大おお足あし』、それから『奏でる月光ムーンライト・メロデイ』ときて、今度は『燃える焼却炉』だと。この分だと、あと二つ出てきてオールコンプリートしそうだぜ。だがしかし、なぜ『燃える』なんだろう？

　オレが疑問を口にする前に、京太郎が続きを語り出す。

「――ぼくは、ふと不ふ思し議ぎに思った。『燃える焼却炉』とは、どういうことだろうと。だから、調査してみたのさ。そうして、行き着いたのがこの校舎裏にある古い焼却炉だったんだ。そして、その意味を知った……」

　そこで水すい筒とうを捻ひねって蓋ふた兼カップを取り外し、お茶を注そそぐ。そして、グイッと飲み干して――どうだいコイツ、イライラするだろう？　さっさと話しやがれという意味を込めて、睨にらみつける。

「その焼却炉で事故があったんだ。それは、十数年前のこと。一人の生徒が、ゴミを捨てようと、焼却炉の鉄の扉を開けた時だった。――そのタイミングで、突風が吹いた。前のめりでゴミ箱を焼却炉の中に突っ込んでいた生徒は、バランスを崩して燃えさかる炎の中に落下してしまったそうだ。その上、運悪く落ちたショックで鉄の扉が閉まり出られなくなった生徒は、哀れ……。と、いうことがあったらしい」

「ほほう、それは凄せい惨さんな……」

「――で、それからというもの、あの焼却炉を撤てつ去きよしようとすると機材が動かなくなったり、業者の人が体調不良を起こしたりして現在に至るそうだよ」

　まぁ、またまたよくある類の話かいだんだった。

「ちなみに、その生徒が落ちたと予想される四時半頃、焼却炉の煙えん突とつから煙が立ち昇るらしいよ。だから『燃える焼却炉』というワケさ」

　――オチもよくある話だった。

「……それで、信しん憑ぴよう性せいはどれくらいなんだ？」

　京太郎が弁当を食べきる様を眺ながめ見ながら、訊いてみる。ありそうな話ではあるが、妙に噓うそっぽい。オレの親父がこふのく高こ校う出身だが、そんな話を聞いたことがないからだ。

「わからないねぇ……。ごちそうさま」

　京太郎はそれだけを言って、弁当箱を布で包み席を立つ。

　むう、心の中で唸うなりながら思考する。『燃える焼却炉』ねぇ。つまり、今度はこの謎なぞを解き明かそうというのかこのバカは。

　――仕方ねぇな。

「おい、京太郎！」

　オレは京太郎を呼び止めて、




「金貸してくれ」




　昼飯代をむしり取ったのだった。あとでちゃんと返すから、カツアゲではないぞ。

　え、焼却炉の秘密？

　そんなモン、勝手にやってくれよ……っと。




　　　　◇




　放課後である。

　文芸部メンバーは、適当な本をそれぞれ手に取り眺めていたりする。

　京太郎はどっかの書店で購入してきたのであろう問題集。――しかし、勉強用の問題集ではない。なんと表現すればいいのだろう。事件っぽい問題が載っている推理集？　というか、なぞなぞというか、暗あん号ごうというか。まぁ、そんな問題集だ。シャーペン片手にそれを読みながら、ルーズリーフに答えを書いていく的なことをやっている。

　文美は、そんな京太郎のうしろにくっついて、すごいだのさすがだのと騒いでいるいつもの光景だ。

　ちなみに二重ちゃんだが、部屋の隅すみっこの席に陣どっているので、どんな本を読んでいるのかわからない。近寄って訊いてみるのだが、机の中にサッと隠してしまって教えてくれないので諦あきらめた。装そう丁ていから見て、少女マンガっぽかったな。

　そんなこんなでだらだらと三、四十分程度経った時だった。

「――さて、そろそろお開きにしようじゃないか」

　京太郎の鶴つるの一声で、帰り支じ度たくを始める。

　いつもより早い気もするが、終わる時間帯は割と適当なので別に問題はない。問題はないのだが、とりあえず問いただすことにする。

「なんかいつもより早いな。なんかあるのか？」

「それはだね、小林くん。かの有名な推理系ドラマの再放送があるのだよ。――ん～、明あけ智ち京太郎でした」

　なんのドラマか丸わかりだった。自転車で駆けつける刑事の話だよ。

「……と、いうことでぼくは先に帰らせてもらうよ、きみたち。ではっ！」

　手をしゅたっ！　っと顔の横に掲げ、ダッシュで教室から飛び出していくバカ。

「ちょっと、京ちゃん！　置いていかないでよ！」

　これまた、ヤツを追って飛び出していくバカ二号。

　残されたオレと二重ちゃんは顔を見合わせて、同じ動作で肩をすくめる。

「まったく、兄さんの推理ミステリー好きには困ったものです」

「あいつのは推理と言うより、ただの『こじつけ』だからな。適当にデタラメを並べてみて、それがしっくりきたら畳たたみかけるようにこじつける。ホント、勘弁して欲しいぜ」

「それはそれは、いつも兄さんがご迷惑を……」

「いや、ま、いつものことだからいいけどな。もう、慣れてきた」

「それでも、すみません、シュウさん。兄さんとシュウさんを見ていると、コント見てるみたいですごい面白いんですよ」

「ひどっ」

　ペコリと頭を下げる二重ちゃんと笑い合い、二人肩を並べて部室をあとにする。

「どっかに寄って帰りますか？」

　廊下を歩いていると、二重ちゃんが訊ねてきた。いつもなら京太郎も文美もいるので、寄り道することも多々あるのだが、今日は二人だからな。

「――まっすぐ帰るか。特に寄りたいところもないし」

「そうですか……。そーなんですか……」

　すっげー、残念そう。うーん、寄り道するっつってもな。財布を忘れてきてしまったので寄れる場所なんか限られてくる。小腹が空いているので、ハンバーガーでも食ってくか。そのくらいなら、なんとかできそう。昼間、京太郎から強ごう奪だつしたお金が少し残っているしな。

「――んじゃ、ハンバーガー食ってこうぜ。腹減った」

「そうですね。もちろん奢おごりですよね」

　キラキラと瞳を輝かして、口元をにやけさせる。タダということに目がない娘だった。将来が不安である。

　やがて、昇しよう降こう口ぐちに辿たどり着き、そこで一旦お別れ。一年生の下げ駄た箱ばことは別々だからだ。

「やれやれ……、とんだ出費だねぇ」

　心にもないことを思いながら自分の名前の入った下駄箱の前に立ち、開ける。

「……ん？」

　何か見えた。白いモノが。

　オレの靴くつの上に置かれた紙。――封ふう筒とう。

　恐る恐る手に取る。

　まさか、これは。

　高鳴る気持ちを抑えながら、中身を取り出してみる。それは三つ折りにしてあった便せん。そこには文字が羅ら列れつされていた。手紙というヤツである。

　ほんとかよ？　友達がいないこのオレにこんなモノがくるなんて。

　目の前にある物体が信じられなくて思わず頰ほおをつねってみる。

　――痛い。つまり現実だ。

　目を通すと、




『小林修司様

　前々からお話をしてみたいと思っておりました。

　お友達になっていただけませんか？

　本日の放課後、四時半、校舎裏でお待ちしています』




　――的な内容が、女性特有の丸っこい字で書かれていた。学園物のマンガでよくあるアイテム。まさにラブレターだ。

「へぇ、シュウさん。おモテになるんですね」

「おわっ！」

　至し近きん距きよ離りから声が発せられ、ビクリと肩を跳ねさせる。

　いつの間にか二重ちゃんがオレの背後から顔を出し、手紙を覗のぞき込んでいた。

「これはこれは……。どうやらシュウさんは大事な用事があるようなので、私はこれで失礼させていただきますね。ではでは～」

「ちょ、おい」

　オレの制止にまったく耳を貸さず、ニコリと微笑ほほえみながら去っていく二重ちゃん。とても可愛らしい笑みなのだが、能のう面めんのように思えてならなかった。女ってこえー。




「どうするかね……」

　ポツンと残された独りの少年。もちろんオレのことだが。

　手紙をもう一度眺め読むと、覚かく悟ごを決めた。

　靴を履はき替え、足を動かす。




　向かう場所は、――もちろん校舎裏まちあわせばしよだ。




　だってさ。

『付き合ってください』なら考えるけど、『友達になってください』だぜ。

　友達が京太郎たちおさななじみしかいないオレにとって、これほど嬉うれしい言葉はない。それが可愛い、かどうかはまだ判らないけど、女の子からのお誘いなら行ってみるしかないだろーが。うん。

　いつもは斜しやに構えて冷めた態度をとっていたが、友達が増えるとなると小こ躍おどりでもしそうなほど精神が昂こう揚ようしている。

「イヤッホーォォオオイ！」

　おっと、興奮しすぎた。いかんいかん。オレのクールなイメージが台無しだぜ。







「焼却炉が……燃えているっ！」

　目の前の光景を思わず解説してしまう。

　いや、誇こ張ちようしてしまった。実際に燃えているわけではない。本当のところは、煙突から白い煙が上がっている。

「これが『燃える焼却炉』か！」

　ケータイを取り出して時刻を確認する。十六時三十一分。つまり、四時半過ぎである。京太郎が言っていたことが脳のう裏りを過よぎる。




『ちなみに、その生徒が落ちたと予想される四時半頃、焼却炉の煙突から煙が立ち昇るらしいよ。だから「燃える焼却炉」というワケさ』




「まぢかよ……」

　京太郎の言うことなど否定したいのだが、現に使われていない焼却炉の煙突からモクモクと煙が出ているのだから肯こう定ていせざるをえない。

「待てよ。オレとしたことが、いきなりのことでビビっていたようだぜ。こういう現象には必ず原因トリツクがあるはずなんだ」

　これがトリックだとしたら、近くに犯人がいることになるのだが……。辺りを見回してみる。しかし、人の気配はない。おかしい。この手紙を出した人物さえいない。

　――まさか、彼女は、




　この不可解な出来事に恐怖を感じて、逃げ出したのだろう。女の子だもんな。




　しかし、とんだことになってしまったな。空を見上げ、流れゆく煙を見つめる。これを解決しなければならないのか。やれやれ、オレは探偵役きようたろうじゃないんだが。

　ツンツンと焼却炉の鉄の扉を人差し指でつついてみる。

「ん？」

　次は手の平全体をペタリとつける。ヒンヤリとした感かん触しよくが伝わってくる。――どういうことだ、熱くないぞ？　つまり、中では火が燃えていない。

　そうと決まれば、開けてみるだけなのだが、錆びついた取っ手を引っ張ってもウンともスンともいわない。

「開かないか。ならば、トリックは……」

　考えるまでもない。

　煙が出るだけの花火。まぁ、平たくいえば煙けむり玉だまのことだが。それに火をつけて、煙突目がけて放ほう物ぶつ線せん気味にシュートを決めればいい。煙玉が熱ければ、ゴム手袋でも装そう着ちやくすればいいし。オレがここにやってくる前に投げ込んでおけば、簡単に『燃える焼却炉』とやらを再現できる。

「次に、こんなことをした理由だが……」

　さっぱりわからん。考えつくのは、ただの――イタズラ。なんて、な。

　しばらく思案しながら煙を眺めるが時間の無駄だと気づいたので、帰ることにする。一応、焼却炉は焼却炉だし、火事になんてならないだろう。

　心残りがあるとすれば、友達が増えなかったことだけだ。

「ほんと、うまくいかないなぁ……」

　しみじみ呟いて、帰き路ろについたのだった。




　　　　◇




　時は経って、夜のことだ。

　時間は十時前。夜の十時。

　自室でマンガに没ぼつ頭とうしていると、けたたましい雑音が部屋中に響き渡る。オレのケータイが着信を知らせているわけだが、画面を見て出るのをやめようかとちょっと躊躇ためらう。




『明智京太郎』




　と、いう文字。

　嫌な予感しかしない。

　数秒放置してみたが、音が鳴りやまないので仕方なく。

「はい、もしもし」

『小林くん。いるなら早くでたまえ！』

「風呂に入ってたんだよ」

『――それは噓だ。キミは部屋でマンガを読んでいた』

　な、なんでわかるんだ？　こいつ、オレの部屋のどこかに監かん視しカメラでもしかけているんじゃないだろうな。若じやつ干かんの薄うすら寒さを感じてしまう。

「……で、どんな用件だ？」

　オレの行動を見抜いたことは怖かったので、触ふれないでおく。

『おおそうだ。押し問もん答どうをしている場合じゃない！　緊急事態なのだ。すぐ、ウチまできてくれないかっ！』

　京太郎の声は、やけに切羽詰まテンパっていた。コイツがこんなに焦あせっているということは、本当にただごとじゃないのだろう。ちっ、行くか！　京太郎の家は目の前だしな！

「わかった、すぐ行く！」

　そう言って電話を切り、部屋から飛び出し玄げん関かんへ向かう。アイツの家は道路を挟はさんで向かい側、十秒もかからない。靴を履いて外へ出た。

　車に気をつけながら道路を横断して、到着。

　明智と書いてある表札の下にあるインターホンを押すと、家の中に来客を知らせるチャイム音が響き渡る。すると、すぐさま扉が開いて京太郎が顔を覗かせる。

「おお、小林くん。早く上がってくれ。二重の部屋に行くぞ！」

「お、おう？」

　急かし気味の京太郎についていく。

「二重ちゃんがどうかしたのか？」

　歩きながら訊ねるが、答えが返ってこない。

　――オレたちは無言のまま、静かな廊下を進む。

　物音一つしない家。それはつまり、今ここにはオレたちしかいないのだろう。

　しかし、久しぶりにコイツの家に来たな。

　オレたちが中学生の頃に大変なことがあり、なんとなくコイツの家に行きづらくなった。京太郎に聞かされたことだが、京太郎かれの両親がそれぞれ愛人をつくって出ていったらしい。酷ひどい話だと思う。オレには優しそうな人たちに見えたんだが、人間の裏側って怖いぜ。

　階段を上って二階の廊下へ行くと、懐なつかしさがこみ上げてくる。

　ああ、そうだった。こんな間取りだったな。

　まず手前に京太郎の部屋があって、――奥には。

「ここが二重の部屋だ。小さい頃、来たことあるだろ？」

　京太郎は扉を開けて、オレを招き入れる。

「おい、勝手に入っていいのか？　一応、女の子の部屋だぞ」

「いいんだ！　今は一大事だから！」

　心の中でおっかなびっくりお邪魔しま～す。

　うおっ、何か違う。オレの部屋となんか違う。整せい理り整せい頓とんされた空間か？　部屋の匂においか？　女の子の部屋っていうだけで、不思議の園だぜ。

　待て。

　なんだあれは？　女の子の部屋に似つかわしくない物がある。

　――望ぼう遠えん鏡きようだ。

　前に二重ちゃんが望遠鏡で覗いてるうんたらかんたら言っていたが、本当だったのかよ。ちょっと覗いてみる。

　ドンピシャでオレの部屋が丸見えだった。なるほど、京太郎はこれを覗いていたから、オレがマンガを読んでいたことを知っていたのか。タネがわかればなんでもないな。でも、今度からカーテンを引いておこう。っとっと。こんなことをしている場合じゃない。

「――で、二重ちゃんは？」

　訊ねるが、京太郎は机にあった一冊のノートを差し出して答えとする。

「なんだ？」

「読んでみてくれ」

　有無を言わさぬ迫力でノートを勧すすめるので、それを手に取り開いてみる。




『二〇▲■年　十月二十五日

　今日は文化祭だった。シュウさんと二人っきりで色々見て回った。ずっと手を繋つないでて、学校のみんなに見られるのがすごく恥ずかしかったけど、それが楽しかった。シュウさんは、来年も一緒に行こうって言ってくれた。嬉しい』




「おい！　これ日記じゃねぇか！　勝手に見ていいモンじゃないだろ！」

　これはプライバシーの侵しん害がい。最低の行こう為いだ！　――だが、京太郎は怯ひるまない。いつもなら、どもりながら適当な言葉を吐いて煙けむに巻くのに。

　しっかりオレの視線を受け止め、口を開く。

「ちゃんとよく見ろ！　日付を確認しろ！」

　あまりにも真剣だったので、もう一度同じページを開いて、確認する。

「二〇▲■年　十月……っ？　待て、まだ夏も来てねえんだぞ。どういうことだ？　それに、ここに書いてあることなんか知らない。オレは、二重ちゃんと一緒に文化祭を回ったコトなんてないぞ！」

　慌ててページをめくる。

　十一月、十二月。全部が全部、未来の日付。

　そして、まったく身に覚えのない――オレと二重ちゃんの記録。

「これは……」

　オレの言葉に京太郎は頷いて、

「――そうだよ。これは未来日記と呼ばれる部類のものだ。小林くんと二重が、結婚する所まで書いてある。ザッと二十冊の超大作の妄もう想そうだ」

　机の引き出しから、大量のノートを取り出した。

「これなんか、すごいぞ。キミが浮気したと仮定して、浮気相手とキミを痛めつける方法が事細かに書いてある」

　背筋に冷たいものが走る。

　なんだよ、それ。

　喉のどがカラカラに乾く。

　手に持ったノートがまるで呪まじないの道具に見えてきて、思わず取り落とす。

　ガクガクと震える手で別のノートを手に取る。

　それにも、オレと二重ちゃんのことだけが書かれていた。

　これも、これもこれも、これもっ！

「こっちも見てくれ」

　京太郎が、さらに机の中から写真の束を取り出して見せる。

　大量の写真。被写体は小林修司。つまり、オレ。覚えのある物もあれば、覚えのない物もある。それは、隠し撮りが混じっていることに他ならない。

　二重ちゃんは、つまり。

「わかったか、小林くん。――二重は」

「言うなっ！」

　京太郎の言葉を制止する。聞きたくなかった。信じたくなかった。

　しかし、

　京太郎は、

　オレの制止を無視して、




「――二重は、キミのストーカーだ」




　言い放った。

「噓だ……」

　オレの呟きに、京太郎は首を振って、言葉を紡つむぐ。

「いや、噓じゃない！　これが真実だ。はっきり目を凝こらして、この光景を見るんだ！　備えつけられた望遠鏡はどこを向いていたっ？　さっき覗いたんだろ！　そうだよ、キミの部屋が丸見えだっただろ！　このノートの群れはなんだよ！」

「わかんねぇ……よ……」

　二重ちゃんの秘密を知ってしまった罪ざい悪あく感かんと、彼女の行為に対する嫌けん悪お感かんがぐるぐると胸の内を回り出す。

「――まるで、アガサさんの『そして誰もいなくなった』だな。瓶びん詰づめの告白文により、事件の真相が明らかになる。この日記は、二重の心内が書かれていて、二重の真実の姿が明らかになる」

　こじつけじゃねーかよ。と、心の中で京太郎にツッコんでおく。

　落ち着け、落ち着け――。「ふぅ」と、息を吐きながら二重ちゃんのことを考える。

　彼女とは、一度話し合いをするべきだ。善ぜんは急げ、思い立ったら吉きち日じつというし、話し合いは早い方がいいだろう。

　だから、京太郎に訊ねた。

「――それで、二重ちゃんは今どこにいるんだ？」

　しかし、京太郎から返ってきた言葉は、

「そこが緊急事態なんだ。キミを呼んだ理由だ」

　意味がわからない。

「どういうコトだ？」

　さらに問いかける。




「――まだ、学校から帰ってきていない。行方ゆくえ不ふ明めいなんだ……」




　彼の返答を聞いた瞬間、目の前が闇やみに包まれた。真っ暗だ。

　壁に掛かっている時計を凝視する。

　夜十時を回っていた。

　年頃の女の子が、夜十時を回っても帰宅していない。それは、確かに緊急事態だ。京太郎が焦っているのも道理。彼にとって家族と呼べる、たった一人の妹なのだ。オレにとっても、ストーカーされていたという事実を突きつけられたって、二重ちゃんは大事な幼なじみの一人だ。

　事件、事故。色々な事態が容よう易いに想像できて、恐怖と不安感がオレの心を塗ぬり潰つぶしていく。

　もしかして、また――。脳裏を過ぎるのは、中学生の頃の二重ちゃんの姿。いやいや、それはないと思いたい。

「電話は？」

「メールも出したし、かけた。ダメだった。電源が切れてる」

　うなだれる京太郎。こんなにへこんでいる京太郎を見るのは、久しぶりだ。二重ちゃんとうまくいっていなかった時以来だ。本当に、らしくない。

　オレが彼女を最後に見たのは、下駄箱の前。約六時間前ということになる。たった六時間だが、されど六時間だ。

　ガリガリガリ。頭を掻く。

　先ほど京太郎の言った単語が、適切か。

　行方不明。

　これは、つまり……、




　――そして、明智二重がいなくなった。




　　　　◇




　二重ちゃんの部屋で京太郎と向かい合う。

　京太郎がゆっくりと頭を下げる。

「……無理を承しよう知ちで頼む。二重の捜そう索さくに力を貸して欲しい。心に闇を持ったバカな妹だが、ぼくにとっては大事な妹なんだ。どうか、助けてくれ……」

　震える声だった。家族を失うかもしれない恐怖が入り交じった声だった。




　オレは――、

　もちろん首を縦たてに振る。




「とりあえず、二重ちゃんのストーカー疑惑は置いておくとして……。行方がわからない女の子を放っておくことなんてできないだろ」




　一度自分の家に戻り、準備を整える。懐中電灯ライトは忘れない。外がい灯とうの少ない地方よりの街だ。灯あかりは持っていて損そんはない。

　それから家の前の道路で一旦集まり、これからの行動を簡単に話し合う。

　京太郎の隣となりの家から文美を呼び出し、いつ連絡があっても、帰ってきても良いように京太郎の家で待たい機きしてもらうことにした。

「まぁ、誰もいない京ちゃんの家を思う存分探索できるのね。京ちゃんの妖あやしい書籍をチェックぅ」

　と、なんだかことの重大さをまったく把は握あくしていないような言葉を発するが、まぁ、良い感じに緊張が解ほぐれたということにしておこう。

「――とりあえず二手に分かれて、いそうな場所をしらみつぶしに捜す。何か情報などがあったらケータイに電話。メールはダメだ。電話しろ」

「そうだな。メールは読むのに時間がかかるし、画面に意識が向いて重要な手がかりを見落としてしまうかもしれないな。よし、それでいこう」

　方ほう針しんは決まり、それぞれの道に向かう。

　オレが走り出す前に、うしろから聞こえてきた言葉。

「アイツのキミに対する想いは間違えてしまっているけど、本当に純粋なものなんだよ。どうか嫌わないでやってくれ」

　別に嫌いとか嫌わないとかじゃねぇよ。二重ちゃんは、二重ちゃんだろ。

　それを簡単な言葉にして、夜の闇へと走り出す。







「はぁはぁはぁ…」

　息を弾はずませながら、道を進む。人一人見あたらないこの街。とりあえずコンビニに駆け込んで、店員に二重ちゃんの映っている写メを見せて事情を説明して情報を集める。

　しかし、まったくの空振りだった。二重ちゃんの目撃情報は得られない。「事件なら警察を呼びましょうか？」というありがたい申し出に手を振って応こたえ、次に行くべき場所を考えながら走り出す。

　どこにいるんだ、二重ちゃん。

　ケータイで時間を確認すると、夜十一時を回っていた。一気に不安が噴ふき出す。それが焦りを加速させ、気がはやる。

　何か、何かヒントはないのか？

　昇降口で別れた時のことを思い出す。

　あの時、オレは手紙を見られて。ニコリと微笑んで去っていった彼女。ノートに書かれていた未来日記の一つ。オレが浮気したと仮定した浮気相手に危害を加える方法。待ち合わせ場所にいなかった手紙の差出人。

　まさか二重ちゃんは、あの手紙の差出人に危害を加えようと――。

　足を動かしながら電話をかけ、ワンコールで繋がった京太郎に手紙のことを説明する。こんなバカげた事件なんか起こさせちゃいけないと、必死で訴える。

「考えすぎかもしれないが、可能性は……」

『そうか……。そういうこともあり得るかもしれないな。わかった、そちらの件はぼくの方で探ってみることにするよ。小林くんは引き続き、二重の方をお願いするよ』

「――了解だ。何かわかったら連絡しろよ」

『ああ……わかっている。よろしく頼むよ』

　しかし、二重ちゃんがどこにいるのか皆かい目もく見当もつかない。

「二重ちゃん、どこにいると思う？」

『――キミたちの想い出の場所とかどうだろう？　中学時代の二重を更こう生せいさせる際に、色んな所で説得したんだろ？　その時の場所とかないのかい？』

　京太郎が意見を発する。

「わかった。一回切るぞ」

　そうだな。目をつぶって、固く封印した引き出しから彼女との想い出を引きずり出す。

　コンビニの前でヤンキー座りして、通行人を睨みつけていた二重ちゃん。そのコンビニは、さっき行ったから、次は河原かわらはどうだろう。土手に座り込んで悩み事を語り合ったな。ダメ元で行ってみるか。

　足の動きをテンポアップさせて、急ぐ。

　心配だった。

　こんな田舎寄りの平和な街ではあるが、どこで何が起こるかわからない。走りながらケータイを操作して、二重ちゃんに電話をかける。

　現在電源が切られているか、電波が届かない場所に的な音声案内が耳じ朶だを叩たたき、彼女のケータイに繋がらないことを再確認する。

「ダメか……」と、呟きながらも足は止めない。

　どこにいる？　どこにいるんだ、二重ちゃん。




　川辺の土手。この前、文美と話をしたことが記憶に新しい。

　ズサァァアアっと土手を滑り降り、河原に立つ。

「二重ちゃん！　いるのかっ！」

　呼びかけてみるが、返事はない。

　――空振りか。

　オレは小石を摑み取り、川の流れに向かって投げ込む。

　ああ、昔こんなことあったな。

　少しだけ河原に座り込み、想い出を手た繰ぐり出す。




『シュウさん、また来たのかよ……』

『まぁね。二重ちゃんがその似合わない金髪をやめるまではね』

『これは、私ら家族の問題だろ。シュウさんには全然関係ないじゃん』

『――だからだろ？　関係ないから好き勝手言えるんだ』

『だったらっ！　放っておいてくれよっ！』

『放っておくと哀しむヤツがいるんだよ』

『兄貴の差し金かよ！』

『哀しむのはオレだろーがっ！　京太郎は関係ないっ！　オレは、オレが哀しいから二重ちゃんに干かん渉しようするんだよっ！』




　息を整え立ち上がる。

「たは――。あの頃は熱血してたなぁ……。我ながら恥ずかしー」

　あの頃の二重ちゃんは、本当にひん曲がっていた。今では、普通の可愛らしい女の子になったと思っていたけど、

「――でも、腹ん中はドロドロしてたってワケか。まったく気がつかなかったな。ってこんなことを考えている場合じゃねぇ。まずは、二重ちゃんを見つけることが先決だ！」

　落ち込む心を隅に追いやると、足を動かして前に進む。

　公園、中学校、エトセトラ。




　二重ちゃんが色んな所でやんちゃして、それを追い回す日々。

　恥ずかしいけど、どれもこれも大切な想い出だ。

　次に向かって走る。想い出を巡りながら走り続ける。

　彼女の姿を求めて、夜の街を奔ほん走そうする。

　はぁはぁはぁはぁはぁ……。荒く息を吐き出す。

　疲労が蓄ちく積せきし、足が重く感じる。――でも、歩みは止めない。

　止めるわけにはいかない。

　足を動かしながら空を見上げると、満天の星空。淡い光を放つ月。

　ガッと何かに蹴け躓つまずき、足がもつれて倒れ込む。

　そこは車も滅めつ多たに通らない十字路だった。

　オレはごろりと仰あお向むけに転がり目を閉じて、酸素を取り込むために大きく呼吸する。

　息が整った頃、ゆっくり瞳を開けるとパノラマに広がる星の海が広がっていた。まるで手を伸ばせば一つくらい摑めそうな錯さつ覚かく。そんな距離感。

「……二重ちゃんと見上げたこともあったっけな」

　右手を伸ばして、グッと握る。

　摑めるものは何もない。




「オレは、なんでこんなに一生懸命なんだ？」




　自分自身に問いかける。

「何をいまさら……」

　――ま、まぁ、シュウさんが、私たち明智家の一員となれば、も、問題ないんですけどね。

　家族の繋がりを今でも深く求めている二重ちゃんの言葉。

　最初っから、オレと繋がりを持ちたいと思ってくれていたんだ。

「ほんと、何をいまさら……」

　呟き、埃ほこりを払って立ち上がる。

「……結局さ。二重ちゃんが大事だったってだけじゃねえか」

　もう一度、星空を見上げて手を伸ばす。

　今度は、何かを摑み取っている。

　ああ、自分のココロって色んな所に転がっているんだな。

　グッと握った拳を開くと、




　――携帯電話に着信があった。




　　　　◇




「やっと見つけたぜ……。このバカ」

　真っ暗な部屋の中を懐中電灯ライトで照らすと、足を抱えてうずくまる人影が確認できた。オレの声に反応してピクリと身じろぎ、顔をゆっくりと上げる。間違いなく二重ちゃんだった。

「よっと……」

　スライドさせた窓、――窓枠をまたいで中に侵入する。

「灯台下暗しってやつか……」

　懐中電灯ライトを頼りに、彼女に向かって歩を進める。部屋の中は危険物でいっぱいなので、気を緩めず慎しん重ちように進む。

「……隣に座るぜ」

　床の埃を払って腰を下ろすと、

「……………」

　無言のまま睨まれる。が、その視線を受け止めて言葉をかける。

「心配したんだぜ」

　だが、彼女はその言葉にそっぽを向いて口を尖とがらせる。

「――なんで、ここがわかったんですか？」

　カビと埃と薬品の臭においが充満する不ぶ気き味みな部屋。

「ああ、京太郎が電話で教えてくれたのさ。ここに入っていくキミを見たって人物がいたらしいぜ。――まぁ、自分の力だけでわかったら格好良かったんだけどな。さすがに、ヒントがないと無理だ」

「絶対、見つからないと思ってここにしたんですよ」

　そう口にして、顔を伏せる二重ちゃん。

　壁にもたれながら辺りを見回すと、色々な機材が目に入る。確かに二重ちゃんの言う通りだ。こんなところ一番最初に除外するだろう。だってあの時、京太郎が鍵かぎをかけたからな。鍵をかけたはずだから――。

　そう思いながら、横に突っ立っている模も型けい標ひよう本ほんをつつく。




　――ここは、オレたちの高校。校舎の中。

　かつて『踊るガイコツダンシングスカル』と呼ばれた模型標本のある理科準備室だった。




「どうして家に帰らないんだ？　みんな心配してる。――京太郎も、文美も、もちろんオレもだ」

　彼女に問いかける。

「……………………」













　しかし、彼女は答えない。顔を上げ、真っ直ぐ前を見つめたまま、微動だにしなかった。だから、二重ちゃんの家で見たことを伝えてみることにする。

「――二重ちゃんの部屋で色々見たよ」

　呟くように口にする。できるだけ優しい声で。

「っ！」

　ビクンと反応がある。パクパクと金魚のように口を動かし、驚きよう愕がくの色を浮かべる。暗くてよく見えないが、きっと顔面は蒼そう白はくだろう。

　だけど、オレはやめない。彼女と向き合わなければならないと思う。

「オレの写っている写真に、日記を見た。思いっ切りプライバシーの侵害だ。最低なことをしたと思っている。――後悔した。見なきゃ、今まで通り二重ちゃんに接していけたのに……な」

　そこで大きく空気を飲み込んで、吐く。

　ドロドロとした感情の奔ほん流りゆう。明智二重という少女のココロの闇。そのカタチを具ぐ現げん化かした未来日記。

「二重ちゃん、さぁ……。あんな日記を書いて、どうしたいん、――だ？」

　オレが彼女の行為を問いただそうと口を開いた瞬間だった。二重ちゃんがゆらりと立ち上がり、




「そうですか……。言、い、た、い、ことは、それだけですかっ！」




　ゴゴゴゴゴゴゴ……。そんな擬ぎ音おんがバックに見えるほど、怒ってらっしゃる。

　あれ？　何かおかしいぞ。ここからお説教タイムを始めるつもりだったんだが。

　目を白黒させるオレを置いてけぼりにして、彼女は怒ど声せいを発する。




「シュウさん！　勝手に女の子の部屋に入るのはいけないことです。ぶん殴りますよ！　それから、女の子の机を漁あさるのもいけないことです。蹴り倒しますよ！　そして、女の子の日記を読むのもいけないことです。ぶち殺しますよ！」




　彼女の放つ怒りオーラに気け圧おされる。やべぇ、目がマジだ。

「えーと、な……。その……」

　しどろもどろになりながら、少しずつ後あと退ずさる。

　ゴツンと背中に何かがぶつかった。手探りで確認すると、机だった。

　やばい、退たい路ろは断たれた。このままでは……。

「こっちこいや、おらっ！」

　下からガッと顔を摑まれる。二重ちゃんのアイアンクローだ。しかし、思いのほか二重ちゃんの手のサイズが小さいため、オレの顔の下半分ほどしか摑めていない。

　だが――、

「いだだだだだだっ！」

　痛いものは痛かった。手は小さいが、握あく力りよくは強い。いや、小さいから痛いのか。彼女の指が、爪つめが頰に食い込み、激痛が走る。

「シュウさん、そこに座りなさい。そして、私に謝りなさい！」

　この前ケンカした時のことが想い出される。立場は逆になってしまい、オレが説教されている。

「はい、すみません。以後気をつけます……。許してください」

　土ど下げ座ざである。深々と頭を下げて、床に額ひたいをくっつけて謝罪する。

「だいたい、あんな誇大妄想の産物バカげたらくがきを信じるなんて、シュウさんも兄さんもどうかしてます。自分で言うのも何ですがっ！」

　まったく機嫌を直してくれない彼女に向かって、ペコペコと謝り続ける。

「はい、そうですね。ごめんなさい」

「シュウさん。声が小さくないですか？」

「すみませんでしたぁああっ！」

　校舎全体に響き渡るような叫び声で返す。

「誠せい意いが足りーん！」

　二重ちゃんはオレの背後に素早く回り、いきなりオレの両腕をガッと摑んで後ろに回す。そして、オレの背中を足で踏みつけ、体重をかけながら両腕を引っ張り上げるサーフボードストレッチ。

「いででででえええぇっ！」

「参ったか！　もう勝手に私の部屋に入らないって約束しろっ！」

「ギブ、ギブ！　約束するから！　放してくれっ！　肩が抜ける。関節が外れるから！」

　その言葉に満足したのか、二重ちゃんは「ふふん」と鼻で笑い、オレの両腕を解放した。

「これと、――あと、駅前のファミレスのパフェぐらいで許してあげます」

「はい、わかりました」

　二重ちゃんおんなは強かった。そしてオレの小遣いは、また彼女に毟むしられるのだった。しくしく。




「……それで、なんで私の部屋に入ったんですか？」

　なんとか彼女を宥なだめることに成功して会話を再開させると、二重ちゃんがそんなことを訊ねてきた。

「いや、京太郎のバカに案内されたんだが」

　もちろん、正直に答える。

「兄さんの野郎。あとでブレーンバスターだな。いや、バックブリーカーの方が効果的か……？」

　ボソリと呟く二重ちゃんが、怖い。そんな怖い彼女に訊ねづらいが、訊ねるしかないわけで。

「――なんで二重ちゃんは、未来日記や隠し撮り写真なんか……」

　オレがそのことを口にすると、二重ちゃんは「ふぅ……」と大きく溜息を吐ついて、事実を話し出す。

「そんなに大層なものじゃないですよ。あれは日記じゃなくて、ネタ帳なんですよ」

「ね、ネタ帳？」

「ええ、ネタ帳です。――私、最近物語を作るのが趣味なんですよね。シュウさんの名前を借りているだけで、『この物語はフィクションです。実在の人物及び団体とは一切関係ありません』ってことですね。わ、私もなんでシュウさんにしたのか、よくわからないんですケド……」

　語ご尾びを小さくしながら横を向く二重ちゃん。

　おい、京太郎くん。これは、どういうことなんだ？　お前の話では、この娘は精神的に危ない状況ってことだったよね。

「じゃ、じゃあ写真は？」

「あれは、――面白い写真が撮れたら、それでシュウさんを脅迫しようと」

　性た質ちが悪かった。オレ、更生させたよね？　歪ゆがんで見えるのは気のせいだと思いたい。

　しかし、ここに辿り着くまでにしたオレの決意はなんだったのか？　心の中で溜息を吐き、やれやれと大きく肩を落とす。

　だが、安心はした。何事もない彼女の姿を確認できたから。

「なんだよ、京太郎の取り越し苦労だったってことか……。すっげーまじめな顔して、二重ちゃんがいなくなったって騒ぎ立てるもんだから、本当に事件か何かに巻き込まれたんじゃないかと心配したぞ。また、中学時代のアレが再発したんじゃないかとも思ったし。でも、そういうわけでもなさそうだな」

「あ、あの時のことは忘れていただけると……」

　まぁ、黒歴史だからね。

　その黒歴史わだいのことで恥ずかしそうにしていた二重ちゃんだったが、ふと顔を真顔にして呟く。

「それにしても兄さんが、私を、ね……」

「おう。鬼き気き迫せまるものがあったぜ。あいつ、ちゃんと家族あにきしてんじゃねーか」

「そう……ですね。本当に、バカな兄さんですよね」

　微笑む二重ちゃんが、眩まぶしく見えた。

「……で、だ。二重ちゃんがプチ家出した理由を訊いてもいいか？」

　質問すると、二重ちゃんは目を伏せて言葉を吐き出した。

「――シュウさんが下駄箱の手紙を嬉しそうに見てたから。……私を置いて、手紙の娘のところに行ってしまうんじゃないかと思っちゃって。うん、……私の両親おやと重なっちゃった。私、また、捨てられるのかなぁ……なんて」

　膝ひざを抱えて俯うつむく。

　そうか、なんつーか、オレのせいだったんだな。しかし、少しは信用してくれてもいいんじゃないのか。オレたちは幼なじみだろ。これからも、ずっとな。

　オレは拳を握り、二重ちゃんの頭に軽く落とす。

　――ポカリ。

「あいたっ！　つーか、何すんだよっ！」

　痛みのショックで瞬間的に頭に血が上った二重ちゃんは、オレの胸ぐらを摑む。

「情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていだな、オイ！」

　胸ぐらを摑む彼女の手をそっと外し、二重ちゃんの肩を抱き寄せて囁ささやいた。

「バ――カ、悩みすぎだっつーの。オレはどこにも行ったりしないって」

　すると、ポロポロと涙を零こぼしながら、顔をくしゃっと歪めた。

「本当……？　本当に、本当？」

　やれやれ、放っておけない娘だなぁ。

「指切り――」

　二重ちゃんが、小指を差し出す。

「こ、古風だねぇ」

　オレは小指を絡からめ、「指切った」――腕を軽く振り下ろして、指を放す。その直後だ。

「うふふふふ、約束破ったらげんこつ一万回に針千本～♪」

　にへらといい笑顔を浮かべた幼なじみ。やばい、選択ミスったか。内心汗ダラダラです。それでも、二重ちゃんが楽しそうならそれでいい。

「それじゃあ、帰りましょうか」

「そうだな。シスコンのバカ兄あに貴きの所に、な」

「はい」







　二人で学校をあとにすると、街灯に照らされた人影が一つ、待っていた。

「やぁ、小林くん。どうやらちゃんと二重を見つけてくれたようだね」

　それは、京太郎シスコンだった。

「結局、お前も心配で来たのかよ？」

「――ああ、そうだよ。さすがにぼくが発ほつ端たんのイタズラだからね。心配で心配で夕食も喉に通らなくてね」

　と、言って、むしゃむしゃと手に持っているあんパンをかじり、紙パックの牛乳をすする。今食ってるのはなんだ？　その張り込みセットは夕食じゃないのか？　いや、待て。大事なのはそこじゃないだろ、小林修司。

　オレはボリボリと頭を掻いて、目の前の張り込み野郎に訊ねる。

「お前、今……、イタズラとかいう単語を口にしたか？」

「おや？　もしかして気がついていないのかい？」

　きょとんとした表情で、オレと二重ちゃんの顔を見やる京太郎。

「……兄さん。ああ、なるほど……、そういうこと……」

「うぐ。二重、少し目が怖いのだが、もしかして怒っているのかい？」

　何か思うところがあったのか、瞳をキューと吊り上げる二重ちゃん。さっきオレに怒った時よりも、何倍も怒っているようだ。

「――さて、どういう意味か答えてもらおうか、京太郎」

　オレも二重ちゃんに加勢して、バカ野郎ににじり寄っていく。

「あのね、シュウさん。シュウさんの下駄箱に入っていた手紙。多分アレを書いたのは、兄さんです。そうよね、兄さん？」

　オレの質問に答えたのは二重ちゃんだった。ああ、そうか。なるほどな……。

　テメェ、よくもまぁ騙だましてくれたな、おい。

　オレは拳を強く握り、バキバキと鳴らす。

「はははははははは……」

　京太郎はひくつきながら乾いた笑いを上げ、




「また会おう、諸君！」




　ヤツはそう言い放って反転し、オレたちに背中を向けて逃走を開始した。

「おい、テメェ！　逃げんな！」

「待ちやがれ、兄貴っ！」

　近所迷惑も顧かえりみず、目の前の背中を追う。

「す、すまない！　ぼくも、まさかこんなことになるとは、予想できなかったんだ！」

　逃げ足の速いバカ野郎を二人して追いかける。




「へい、京ちゃん！　助けにきたわっ！」




　そこへ、チリンチリンと自転車で、新たに面倒くさいヤツふみが合流。

「よし、玉たま村むらくん。ナイスだ！」

　文美の運転する自転車の荷台へ、ヒラリと飛び乗る京太郎。

「テメェら、自転車は卑ひ怯きようだぞ！」

「はっはっはっはっは！　なんとでも言いたまえ！」

　オレの言葉に耳を傾けず、颯さつ爽そうと去って――。




「お、遅くないかね、玉村くん！」

「だって文美ちゃん、女の子よ。京ちゃんおとこのこを乗せて二人乗りできるパワーなんてあるわけないじゃないの。ぷんぷん」

　ギギギとペダルが立てる音が、哀しく夜空に響く。




「よし、追いつけるぞ！　どりゃぁあああっ」

　オレと二重ちゃんは、一気にスピードを上げる。

「か、替わりたまえ、玉村くん！　追いつかれてしまう」

「え――。そうやってわたしを捨てていくんでしょ。もうっ！」

「いやいやいやっ。ぼくが漕こぐから！」

　二人とも一旦自転車から降り、文美が荷台に座る。

　チャンスだ。差を縮ちぢめることができる。

「兄さん、文美さん、待ちやがれっ！」

　二重ちゃんが、声を張り上げてさらに加速する。

「ま、待てと言われて待つ者がいると思うかいぃぃいっ？」

　京太郎のヤツは、うまく乗り替えできずにハンドルを持ったまま自転車と一緒に走り出す。

「京ちゃーん。さっきより遅いじゃない。バナナの皮とかないの？」

「はっはっはっは。あんパンのビニールや空の牛乳パックならあるぞ」

「じゃあ、ソレでいいや。えいっ！」

「こらーっ！　道にゴミを捨てるなぁあっ！」

　飛んできたゴミを拾いながら、バカたちを注意する。




「まさに、リアルな鬼ごっ！」

「黙れバカ！」

「捕まえたらキャメルクラッチだからな、覚悟しろよアホ兄貴！　あと、文美さんにもなんか技をかけるっ！」

「わたしは自転車で駆けつけただけじゃないの。理り不ふ尽じんだわ、二重ちゃん！」




　オレたち四人は、深夜の街を汗だくになりながら駆けずり回ったのだった。

　荷台に座って楽をしていたバカ二号ふみは、まったく汗を掻いていなかったけどな。




　今回もこんなくだらないオチで終わるのだが、京太郎たちを追いかけている時の二重ちゃんがいい顔で笑っていたので、――よしとするか。

　いやいや、これで許したらまた京太郎がつけあがる。




「ねぇ、シュウさん」

「なんだ？」

「すっごく愉たのしいですねっ！」




「そ、――――そうだな」







　ちっ！

　まぁ、二重ちゃんに免めんじて……、

　許してやるよ、京太郎っっっっっっ！























　昨日の夜の大騒ぎが遠く感じられるほどの時間が過ぎた、と表現するのは大げさか。わかりやすく説明すると、次の日の放課後だ。あれから十六時間ほど過ぎて現在に至るワケだが。

　あのあとは、大変だった。

　そうだよ。昨日の夜のことだよ。

　夜の十二時過ぎに、逃げ回っていた京太郎バカたちをなんとか確保して、そのまま京きよう太た郎ろうの家に連行。一時ぐらいまで説教してやり、もう一回風ふ呂ろに入り直して布団ふとんに入ったのは二時半。そして、おふくろに叩たたき起こされたのは朝七時半である。

　五時間程度の睡眠時間。もう眠くて眠くて、午前中の授業と昼休みは睡眠に使ってしまったくらいだ。

　午後はなんとか復活したつもりだったが、断だん続ぞく的てきな睡眠だったせいなのか、放課後部室で一人他の連中を待っていると、机に突っ伏してうつらうつらとしてしまっていた。

「シュウさん」

　夢ゆめ現うつつに少女の声が耳じ朶だを叩く。

「ん、あ？」

　生返事をしながら、目を……Ｚｚｚ……。

「起、き、ろ☆」

「いづっ！」

　いきなり首のうしろを摑つかまれて引き起こされる。

「母猫が子猫を持ち上げるんじゃないんだから、やめてくれませんかねっ！」

　摑んでいる腕うでを振り解ほどいてジロリと睨にらむが、

「シュウさんが、こんなところで寝てるのが悪いんですよ！　何をされたって文句は言えないんです！」

　二重ちゃんげんきようは、逆に理り不ふ尽じんな言葉を返してくる。しかし、この娘、無駄に元気だなぁ。眠くないのか？

　それを訊たずねてみると、

「私、学校に来た瞬間に保健室に直行して、放課後までベッドで寝てましたから。すごくスッキリしてますよ。問題ないです」

「それ、学校来てる意味ないよなっ！　そんなことしてると、留年するぞ！」

「仕方ないんですよ、病気だったんですから！」

　なに？　病気だと……。彼女から洩もれた単語に不安を覚える。

「だ、大丈夫なのか？」

「それが……」

　二ふた重えちゃんは辛つらそうに顔を伏せ、ゆっくりと口を開いた。




「――仮け病びようという病気なのです」




「わかってたけどなっ！」

　そうだよ、予想済みだよ。そんなことだろーと思っていたよ！

「まぁまぁ、そんなにピリピリしているとハゲ……おっと」

「もう言ってると同どう義ぎだよな、それっ！」

　この前もどさくさに紛まぎれて口にしていたし、この娘はオレにハゲて欲しいのか？

「なんだ、元気じゃないですか」

「二重ちゃんのせいで、眠気が全部吹っ飛んだよ。ど、う、も、あ、り、が、と、う！」

「どういたしまして！」

　二重ちゃんは、オレの嫌みにまったく動じずニコーと笑う。やっぱり、京太郎の妹だなと改めて実感した。

　そして、その笑顔を貼はりつけたまま、

「元気なら、ちょっとつき合ってくれます？」

　オレの腕を摑んですごい力で引っ張った。







　連れてこられた場所は、誰だれもいない校舎裏。

　時間は、午後四時を少し回ったぐらい。

「二重ちゃんはオレをこんな所に呼び出してどうしたんだ？」

　昨日のこともあって、ここはそれなりに近寄りがたい場所なんだが。目の前にある焼しよう却きやく炉ろを見ながら思う。

「――それはですね」

　言いながら、手に持っている鞄かばんをあさり出す二重ちゃん。

「ジャン！　これです」

　鞄の中から出した物は、ノート……っ！

　昨夜、二重ちゃんの部屋で見た妄もう想そうの産物。あの未来日記と隠し撮りの写真だった。

「ど、どうするんだよ。それ、二重ちゃんの大事な物じゃないのか？」

　訊ねると、二重ちゃんは微笑ほほえんで、

「なんか飽きちゃったので捨てようかと。どうも作家は向いてないみたいですし。写真はおまけですよ。せっかくのゆすりのネタになりそうだったけど、バレちゃったから。てへっ」

　可か愛わいく笑う二重ちゃん。ちなみに写真が一番、大事なことだ！

「それで、ですね」

　二重ちゃんは校舎の壁に荷物を立てかけると、焼却炉の扉に手をかける。

「ぐぬぬぬ……」

　思いっ切り引っ張り出した。

「何してらっしゃる？」

　問いかけると、

「シュウさん、開けろや！」

　口が悪くなった。二重ちゃんらしいっちゃらしいけどさ。言われるがままに扉に手をかけ、引っ張ってみる。

「これさ……。昨日開けようとしたけど、開かなかったんだぜ」

「じゃあ、何か開けられるような道具を持ってくる！　駆け足！」

「りょ、了解！」

　ダッシュでその場を離れるオレ。昨日の一件以来、オレの扱いが酷ひどくなりましたね。そんなことを思いつつも、とりあえず彼女の願いを叶かなえるべく奔ほん走そうする。




　校庭の隅すみに建っている運動系の道具が保管されている倉庫。

　校庭で練習中の運動部の連中に見つからないように、こっそりとその倉庫に侵しん入にゆう。サッカーボールやら野球の道具が目につく。――が、今探しているのはそんなモンじゃない。倉庫の奥を重点的に捜そう索さくする。

「陸上のハードル、マット、などなど。おっと、何に使うんだこんなもん？」

　奥の奥にあったその物体を手に取る。これなら丁度いいだろう。

　入った時と同じようにこっそりと倉庫をあとにして、焼却炉へ。

「二重ちゃん。これなら開けられるんじゃね？」

　そう言って彼女に見せたのは、バール――のようなもの。あくまで、な。

「じゃあ、さっさと開ける！　早く！　時間がない！」

　妙に急せかす二重ちゃん。はいはい、その要望なんとかしましょう。

「よっと……」

　バール（のようなもの）を扉の隙すき間まに差し込み、テコの原理を使って、

「ぎぎぎぎ……」

　歯を食いしばって体重をかけると、ガリガリと鉄のこすれる音が焼却炉から響き、少しずつ扉が開いていく。

「はぁはぁはぁ……。開きましたぜ、お嬢じようさん」

　荒い息を吐きながら、バール（のようなもの）を放り投げる。疲れた。

「ありがとう、シュウさん」

　焼却炉を覗のぞき込む二重ちゃん。そのうしろから、オレも焼却炉の中を見学。

「うわぁ、時代を感じるなぁ……」

「そうですね。埃ほこりだらけですね」

　そう呟つぶやいた二重ちゃんは、焼却炉の中に日記ノートやら写真をドバドバと放り投げる。

「お、おい！　何してんだよっ？」

　二重ちゃんの行動を止めようと手を伸ばすが、彼女の手に阻はばまれる。




「今から、『燃える焼却炉』を再現しようと思って」




　ニッコリ微笑むとポケットからライターを取り出して、ノートに火をつける。

「あっ！　あ――」

　焼却炉内の埃を巻き込んで、炎が大きさを増す。埃は燃えやすいからな。

「ジャスト四時半」

　ガリガリと扉を閉めると、二人して立ち昇る煙けむりを見つめる。




「良かったのか？」

「――ええ。必要なくなっちゃったんで。あんな物に逃げなくても、私は独りじゃなかった。兄さん、文美さん、それにシュウさんもいるんだってわかったから」

「そうか」

「はい」




　五分ぐらい見上げていただろうか。

　感かん慨がい深ぶかげな表情を浮かべた、二重ちゃんが声を発する。

「さぁ、シュウさん。誰かに見つからないうちに逃げましょうか」

　クスリと楽しそうに微笑んで、走り出した。

「おい、ちょっと待て。荷物とかどーすんだよっ！」

「任せたぁ――――っ」

「おい、テメェ！」

　オレはバール（のようなもの）と鞄を摑むと、愉たのしそうに走る彼女を追いかけた。




















　ポチ。ポチ、ポチポチ。ポチポチ。

　ケータイを操作して、メールを送信する。




　さて、行くか。





　真実とは何か。

　今度はオレが、――――不可解な出来事に答えを出す番だ。




　アイツ風に言うなら、

「――脅きよう威いの部屋をご案内ってところかな」

　推理マンガの決めゼリフを拝はい借しやくして、呟いた。




　　　　◇




　上を見上げると、晴れやかな夕焼け空が広がっている。朱あかい雲が尾を引き、寂さびしさを感じさせる風景。

　二重ちゃんと部室で別れ、オレは一人校舎に向かう。そのまま階段を上り、扉を開け屋上に立った。

　隅まで歩き、落下防止のフェンスにもたれかかる。

　モクモクと風に揺れる煙に、ふと気づく。そこに校舎裏の焼却炉があるのか。まだ、燃え尽きていないようだ。焼却炉の中には、よっぽど燃料が積もっていたらしい。火事になったりしねえよな。ちょっと心配だったり。

　ケータイで今の時じ刻こくを確認すると、午後五時を少し回ったばかり。放課後も終了間近だ。ひょっとしたら、今日はもう帰ってしまったのかもしれない。部活には来なかったようだし。

　それでもオレは、メールで呼び出したヤツを待つ。




　ギィィイ。

　屋上と校舎を繋つなぐ唯一の扉が、軋きしんだ音を立てる。




「なんだい、小こ林ばやしくん。こんな所に呼び出して？」




　ニヤついた声。もう十数年のつき合いにもなる男。

　姿を見せたのは、――明あけ智ち京太郎。

　さっきメールで呼び出した幼なじみの少年だ。




「……大事な用ってわけでも、……あるのか？　まぁ、解答編といったところだな」




「――どういうことだい。キミの言っている意味がわからないんだが？」

　オレの言葉に、にこやかに問いかけてくる京太郎。

「んー、簡単に説明するとだな。オレもたまには探偵役っていうのをやってみたかったってワケだ。『犯人はこの中にいるー』だの、『犯人はお前だー』だのっていうヤツ」

　人差し指を、京太郎に向けて真っすぐ伸ばす。

「へぇ、小林くんが推理を披ひ露ろうしようっていうのか。傍ぼう聴ちよう者しやは、ぼく一人っていうのは寂しすぎないかい？　誰か呼ぼうか？」

「いや、いいさ。お前だけが聞いていればそれでいい」

　ケータイに手を伸ばした京太郎を制止する。

「そうか。……では、どんな事件を解決するのかな？」

　ケータイをポケットにしまいながら疑問を口にする京太郎。

　オレは空を見上げながら、彼の言う『事件』とやらを提示した。




「――オレに友達がお前らしかいないって話」




「………………」

　オレの言葉に、京太郎は真顔を見せた。いつもなら笑い飛ばしているのに、真剣な表情を貼りつけたということは――。

「ま、とりあえず聞いてくれ。この学校で起こった数々の事じ件けんの真相ってやつをさ」

　口火を切って、思し考こうしながら言葉を続ける。

「この学校には小さな事件や事故が頻ひん繁ぱんに起こる。おかしいと思わないか？」

　何かがなくなったり、すぐ見つかったり。挙あげ句くの果てには、いつの間にか学校七不思議の噂うわさが蔓まん延えんしていたり……と。

　京太郎は口をつぐんだまま、オレをジッと見つめている。何か言いたそうな表情を浮かべているが、無視して続きを語り出すことにする。

「――最初に、事件が起こったのはオレたちが一年生の時だった。確か、ゴールデンウィークが終わったぐらいだったな。オレの隣となりの席の女子の靴くつが行方ゆくえ不ふ明めいになった。

　その時は、学校の敷しき地ち内ないに侵入した猫が校庭の隅っこまでくわえていったということで解決された。確かに猫はいたし、女生徒の靴で遊んでいた。……でもな、下げ駄た箱ばこは金属性だし扉もついている。誰かが開けなければ、靴は取り出せない。少し隙間があって、猫でも開けられたという仮説は立ったが、仮説は仮説。真相はわからなかった」

　オレは、一つ一つ事件、事故を掘り起こす。校庭にある水飲み場の水道の蛇じや口ぐちが壊れたこと。掃除用具がなくなったこと。

「そして、最近起こった事件。『紙かみ隠かくしの妖よう精せい』から始まって『踊るガイコツダンシングスカル』、『水すい面めん上じようの大おお足あし』、『奏でる月光ムーンライト・メロデイ』、『燃える焼しよう却きやく炉ろ』――いわゆる『七不思議がつこうのかいだん』をモチーフにした事件」

「それがどうかしたのかい？　全部解決した事件じゃないか。まぁ、最後の焼却炉は思わずぼくが再現してしまったんだけどさ」

　しれっと言い放つ京太郎。

「いや、オレは解決したと思っていない」

　彼を見み据すえながら言い返す。

「……どういうことだい？」

　京太郎は、不満そうに口を開いた。それはそうだろう。オレは、コイツの推理を真っ向から否定したのだから。

　――だから、告げる。オレの辿たどり着いた真相を。

「オレに友達がいない」

　拳こぶしを突き出して、人差し指を伸ばす。

「それから、お前が勘かん違ちがいしていた、オレに対する二重ちゃんの好意」

　指の数を増やし、Ｖサインを作る。

「この二点を結ぶと違った真相が見えてくる」

　チョキチョキと指を動かしたあと、京太郎に向かって指を突きつける。

「へぇ……。それは面白そうだね」

　動どう揺ようすら見せない京太郎に言い放つ。




「お前が、真犯人だ」

　――――と。




　すると彼は「フッ」と含み笑いし「理由を訊きこうじゃないか？」と、余よ裕ゆうすら見せた。

　オレは、その表情を崩すために推理を披露する。




「――この学校で何か起こる度たびに、被害を受ける人物がいる。

　それがオレ、小林修しゆう司じだ。

　毎回、オレを犯人役に推理するヤツがいるからだが、……なぁ、明智京太郎？」

　聞き役に徹てつしている京太郎を睨みつけて言葉を続ける。

「メチャクチャな推理でオレを犯人にするんだから、それを聞いたクラスメイトたちから避けられるようになるわな。たとえ、毎回濡ぬれ衣ぎぬだとしても……な」

　まるでオオカミ少年。濡れ衣だとわかっていても、疑われる度に信用がなくなっていく。

「……まず、お前は中村先生の周りで小さな事件を頻繁に解決し、先生の信用を得た。そうして、事件が起こる度に、自分の所に持ち込まれるように誘導した」

「この学校の生徒として、先生の役に立ちたいと思うのは当然だろう。ぼくが優秀だから、先生はぼくに依頼をもってきたのさ」

「事件を起こしたのがお前じゃなければな。――事件を自分の手で作り上げたお前は、オレが疑われるように仕向け、最後に解決する。それを繰り返していただけだ。

　そう、――たとえば『紙隠しの妖精』事件。あの事件が起こった時、体育館で体育の授業を受けていた。クラスを五チームに分けてバスケをやっていたはずだ。だが、オレとお前は別のチームだった。奇数だからな、対戦チームがいないチームは休憩だったはずだ。その時、一人ぐらい抜け出してもわからない。オレは試合に集中していたからな。お前に構っている暇なんてなかった。

　そうして、まんまと授業を抜け出したお前は、持っていた野球ボールで窓ガラスを割り、人目を窓ガラスに惹ひきつけてコピー室に侵入。コピー室にいた中村先生に気づかれないようにマスターペーパーを配布用に混ぜた。あとは、その場に残された野球ボールから野球部が疑われ、野球部はやってもいないのに謝る羽は目めになった」

　最近起こった事件を、一つずつ紐ひも解といていく。

「――たとえば、『踊るガイコツダンシングスカル』の事件。これは、テストの点数が発ほつ端たんだったな。テストの日にオレの休憩時間の様子を見て、オレがとれそうな点数を予想し、わざとオレより低い点数をとった。イチャモンをつけて理科準備室の仕掛けに繋げるためにな。

　床の埃は、最初っから払ってあった。推理の答えも用意してたんだろ。

　授業の準備のため理科準備室に入る際、お前に手伝ってもらったということを化学の先生から裏づけをとった。その時に、窓のカギを開けたんだ。

　――次に、『水面上の大足』の事件。これは簡単だ。水泳部一年の助すけ川かわ清きよしくんから裏づけがとれている。シンクロに興味があった彼に水泳部員が帰ったあとなら思う存分練習ができると、お前がそそのかしたそうじゃないか。

　オレたちが原因をプールに調査しに行った時、お前は更衣室に隠れていた彼をわざと見逃したんだろう。それは、あの時更衣室に入ったお前しかできない。それに、最初に犯人が男だと洩らしていたしな。

　――それから、『奏でる月光ムーンライト・メロデイ』事件。

　この事件は、まったくのイレギュラーだった。お前は、旧音楽室には何も仕掛けていなかったんだろ？　原因が、吹奏楽部の先輩の忘れ物だったからな。

　しかし、中村先生が依頼を持ち込んできてしまったために、なんとか頭を捻ひねって『七不思議』に加わるように調整した。もしかしたら、実は前日に旧音楽室に確認に行き、原因のケータイを見つけると楽譜スコアを散乱させてケータイを覆おおって隠したなんてことをやってるかもな。

　――最後に、二重ちゃんが行方不明になった『燃える焼却炉』事件。

　お前は、最初から二重ちゃんが潜ひそんでいる場所を知っていたんじゃないのか。お前はオレを尾行しながら、きりのいいところで電話をかけ、居場所を伝えた」

　これが、最近起こった事件の真実。細かいところは間違っているかもしれないが、大おお旨むね正解だろう。多分、事件前に校内で流れていた噂もコイツが流した。そう考えなければ、スムーズに事件の計画を立てられない。

　しかし、京太郎は薄ら笑いを浮かべながら、反論を口にする。

「……小林くん。ぼくがそんなことをして、なんのメリットがあるんだい？」

　そう返してくることは予想済みだ。コイツ自身はメリットなど考えていないから言えるセリフだろう。

「――ここで、二つめに繋がる。『オレに対する二重ちゃんの好意』。……つまり、お前がやってきたことはすべて二重ちゃんのためだ」

　オレの言葉に京太郎の顔色がスーッと変わる。

「オレの交友関係を排はい除じよしたのは、二重ちゃんのためだろう？　お前は、オレと二重ちゃんをくっつけるためだけに、行動していた。

　二重ちゃんが、オレに対して好意を持っていると勘違いしたお前は、オレに友人が出来ないように根回ししたんだ。そう、交友関係が発展して女友達ができ、さらに発展してオレに『彼女』という存在ができないようにしたんだ。これはオレの想像であって証拠はないので証明終了Ｑ．Ｅ．Ｄ．とはいかないが、真相に迫せまったと思うぜ」

　オレはそこまで言うと大きく息を吐き、一つの結ほん論めいを突きつける。まぁ、今日の朝、卒業生おやじに確認した『福高七不思議』の真相から、オレが組み立て直した暴ぼう論ろんと言われても仕方がない推理ことばだが、オレが京太郎犯人説しんじつに辿り着いた理由でもあった。




「この学校には、『七不思議』なんて存在しないんだ。『妖精』はいない。『模型ガイコツ』も踊らない。『プール』にも『古びたピアノ』にもいわれなんかない。『焼却炉』だって古くて使えなくなっただけ。実際、『模型ガイコツ』や『プール』、『ピアノ』は『七不思議』に関連していると思わなくもない。

　だが、『コピー室』や『焼却炉』なんかは『七不思議』絡がらみの事件だと思うか？　オレは思わない。

　しかし、『トイレ』や『体育館』、『保健室』など、『七不思議』にしやすい場所があるにもかかわらず、ソレを『七不思議』と言い張った人物が一人だけ、いる。

　そう、――お前ソイツが、『七不思議』をでっち上げた犯人だ」




　オレのその言葉を聞いた京太郎は、俯いてクツクツと肩を震わせる。

　それから、大きく胸を張っておかしそうに口を開く。




「はっはっはっはっは。なかなかの名探偵ぶりだよ、小林くん！　そうだよ、ぼくがこの数々の事件を演出した犯人、『七不思議制作者セブンス・メーカー』さっ！」
















　ついに、京太郎が認めた。無駄に自分の二つ名を考えてやがった。マメすぎる。

　そしてオレの隣まで歩くと、落下防止フェンス越しに校庭を見下ろす。その姿は、サスペンスドラマの、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで罪を告白する犯人のように見えた。

「二重が中学生の時、ぼくとの仲がうまくいっていなかったのを知っているだろう？」

「ああ……。最悪だったな、あの頃は……」

　二重ちゃんは、親との関係に絶望していた。それはそうだろう。両親が二人とも愛人をつくって出ていったと聞かされたら、中学生ししゆんきの少女にとってどれほどショックだったか。

　そして、血の繋がっている人間全部を信用しなくなったのだ。実の兄である京太郎さえ拒絶していた。それから、髪をざんばらに伸ばしてマッキンキンに染めた。

　簡単にいうと、――グレた。

　だから、オレが一役買ったのだ。京太郎と二重ちゃんの仲を修復するために奔走した。オレの努力はなんとか報むくわれ、二重ちゃんは京太郎だけは信用するようになったのだが。

「――そう、あの頃の二重は、脆もろくて壊れそうなガラス細工みたいだったよ。

　ぼくは関係が粉こな々ごなになることに恐怖して、二重に歩み寄ることをやめてしまっていたんだ。

　それを救ってくれたのは小林くん、キミだ。キミには感謝してもしきれないほど感謝しているんだ。だから……、『事件』を起こす度に、キミを騙だまして巻き込んでしまっているのは申し訳ないと思っていた」

　そして、彼は理由を語り出す。

「……よく憶おぼえているよ。

　あれは、去年のゴールデンウィークだった。二重の誕生日が、こどもの日だってことはキミも知っているだろ？

　だから、ぼくは二重に誕生日プレゼントは何が欲しいって訊いたんだ。すると、二重はなんて言ったと思う？」

　いや、わからんね。無言を回答として、コイツが話を続けるのを待つ。

「うぉっほん。……『シュウさんのようなお兄さんが欲しい。兄さんと交換できないかなぁ』と、言ったんだ」

　あー、お前さ。物もの真ま似ね下へ手ただなぁ。二重ちゃんの真似、似てねぇぞ。

「その時のぼくの気持ちがわかるかい？　いや、わからないだろうねっ！

　思わずぼくは夜中に神社まで走り、適当な木にキミの写真を貼ったわら人形を打ちつけてしまったよ！　いやぁ、ぼくも若かったなぁ。はっはっはっはっはっ」

　テメェ、何してくれてんの、まぢでっ！

　京太郎はカシャッとフェンスを鳴らして、続きを話す。

「――長い間冷戦状態にあった妹が、ぼくを頼ってきたんだ。ここは、兄として頑張るしかないだろう？　だから、ぼくは試し行こう錯さく誤ごして色々な事件を計画し、起こした。そして、キミを犯人に仕立て上げ、キミから交友関係を奪い、二重の存在を身近に感じられるように謀はかったのさ」

　頑張り過ぎだった。方向性もおかしかった。時間もかけ過ぎだった。一年以上もかけた計画である。いや、なんでそうなっちゃうんですかね。二重ちゃんの言っていた言葉は、どう考えても冗談だし――。




　ああ、そうか。




「お前さ――。本当は、全部わかってたんじゃないのか？　二重ちゃんの冗談も、ノートと写真の意味も。全部な」

　オレの問いに、京太郎は哀かなしそうな顔を浮かべて、――頷うなずいた。

「……そうさ、わかっていたさ。それでも動かずにはいられなかったんだ。

　ぼくは、二重に謝りたかった。許して欲しかった。アイツが荒れていた時期に、兄として何もできなかったことをさ。だから、どんな難しい望みでも絶対叶えてやるんだと誓っていた。キミが二重を救ったように、今度はぼくが――」

　ギィィイと軋んだ音。

　飛び出してくる人影。

「バッカじゃないの、兄さん！　そんな二年も前のこと引きずってるなんて、自己中な兄さんらしくないじゃない！」

　二重ちゃんだった。ドロップキックだった。もちろん吹っ飛ぶのは京太郎。ギュシャリと愉ゆ快かいな音を立ててフェンスに顔を埋うめる。

「き、聞いていたのか、二重……」

「ええ。シュウさんの様子が何か変だったので、こっそりつけてみました！」

　フンと鼻息荒く踏ん反り返る彼女。ちっちゃい子が頑張って身体からだを大きく見せようとしている様子に見えなくもない。

「くっくっく……。お前にもバレてしまったか。笑えよ、この兄の情けない姿をな……」

　笑っていいのか？　いいなら笑うよオレ。お前、金網の跡が顔に張りついてるんで、緊張感シリアス台無しだし。

「兄さん……。私、とっくに許してるよ。私が荒れていた時、家事をやってくれていたの兄さんじゃない。シュウさんに私のことを頼んだのも、兄さんでしょ。ちゃんと私のことを考えてくれていたでしょ」

「……二重」

　そして、兄妹は手を取り合って――、さあ、感動シーンの始まりだ。




「はっはっはっはっは！　まぁ、そうだね。ぼくは頑張っていたからね。うしろめたく思う理由なんてなかったんだね。悩んでいたぼくが、バカみたいじゃないかっ！　そうならそうと早く言ってくれないかい、二重」




　ゆらりと怒りの炎を吹き上げる少女。

　さてと、オレも――。

「ねえ、兄さん。蚊かと蜘く蛛もとハエとハチとカマキリとアリ。あと、トカゲの中でどれがいい？」

「とりあえず、原点に返って蚊でいいんじゃないか？」

　拳を握りしめながら、とんでもバカ野郎ににじり寄っていく。

「ちょっと待ちたまえ、キミたち。す、少し本気モード過ぎないかい？」

　その時、

「きょ、京ちゃん！　今助けるわ！」

　オレたちの前に躍おどり出る玉村文美あらたなかげは、

「どけろや！」

「失礼しましたぁ……」

　二重ちゃんの睨みでスゴスゴと譲ゆずるが、もう一つの影が立ちはだかる。

「明智くん、助けてぇっ！」

　そして、一方的に喋しやべり出す先生。邪魔だ、先生。そいつを殴れない！

「な、なんですか、先生？　――このぼくの力が必要ですか！」

　フッと前髪を揺らし、格好をつける京太郎。だが、内心安あん堵どしているのが手に取るようにわかる。

「そうなのよ、明智くん。また、教頭先生が調査してこいって言うのよぉ。今度は三階の女子トイレに出るっていう噂の『花子さん』なのよぉ。先生、怖くて。なんとかしてぇ」

　また『学校の七不思議』っぽい話だ。ああ、なるほど、つまり―――。

「おい、京太郎。お前この手の噂、あとどれくらい流したんだ？」

　オレの問いかけに、京太郎はクールにキメながら言い放つ。




「ぼくにぬかりはないよ。一つの策が失敗した時のことを考えて、『七不思議』ならぬ『二十不思議』ぐらいになるように調整したからね。どんな事件が起こっても適切に小林くんが犯人になるように、こじつけが可能なのさっ！」




「ほほう……」

　少しも悪びれないこの男にオレは、

「待つんだ、小林くん！　話し合おうじゃないか……」

　じりじりとにじり寄り、

「そうだ、こうしよう。司し法ほう取とり引ひきをしよう。ぼくが今日、ハンバーガーを奢おごるから、それで手打ちにしようじゃないか」

　二重ちゃんとともに、




「「さっさと全部、誰にも迷惑かけることなくなんとかしてこい、このバカ野郎っ！

　　さっき告白した私の優しい気持ちを、全部返しやがれ、　　　このバカ兄貴っ！」」




　――握った拳に湧わき上がる怒りを乗せて、この大バカ野郎にぶつける。




「ぐわぁああっ！」

「京ちゃぁああああああんっ！　文ふ美みちゃんにもハンバーガー奢ってくれるのよね？」

「し、心配するのはそこなのかい、玉たま村むらくん……、ガクリ」

「き、京ちゃぁぁぁあああああん！」

「文美さん。兄さんの財布は、ブレザーの右ポケットですよ」

「あ、本当だわ。ちっ、これっぽっちか。しけてるわね。……しかし、二重ちゃんおぬしも悪よのう」

「いえいえ、文美さんおだいかんさまにはかないませぬ。はっはっはっはっは」

　目の前で繰り広げられるいつも通りのバカなやりとりを眺ながめながら、思うことが一つだけある。




　どうだい、オレの幼なじみしんゆうたち。

　――コイツらがいれば、毎日退屈しなたのしいだろ？




「さてと……」

　と、呟いたオレは、『花子さん』とやらを解決させるために京太郎バカを叩き起こそうと、その輪に加わった。

「狸たぬき寝ね入いりしてないで起きろよ、バカ野郎！」

　チビ助はニヨっと笑いながら立ち上がると、腕を大きく振ってポーズを決める。




「ぼくの頭脳ちからが必要なのかい、小林くん？」
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「どうだい、小こ林ばやしくん！　ぼくの活かつ躍やくが書しよ籍せきになったじゃないかっ！」「世も末だ……」

　そんな会話をしてそうな二人が、目に浮かびます。

　はじめまして、道みち端ばたさっとと申します。この度は『明あけ智ち少しよう年ねんのこじつけ』を手に取っていただき、ありがとうございます。本書は、第十三回えんため大賞優秀賞を幸運にも受賞した作品を追加、改かい稿こうしたものになります。

　最初に、一番にお礼を言いたい方がいます。遙はるか高い山の向こう側に旅立ってしまった私の幼なじみにして京きよう太た郎ろうのモデルでもあるＫくん。あなたがいなければ、この作品が生まれることはなかったと思います。最大級の感謝を送ります。本当にありがとう。

　それから、担当様、イラストの春かす日が様、誤ご字じ脱だつ字じなどをさがしてくれた弟、色々相談に乗ってくれた友人のＴくん、アルバイト先の皆様、この作品の出版に関わってくださったすべての皆様へ。ありがとうございました。ページの都合で一ひと括くくりにしてしまって申し訳ありません。特に担当様の的確なアドバイスと、春日様のイメージ通りのイラストにはずいぶんと助けられました。とてもとても感謝しています。

　最後に、この本が読者様の心の片かた隅すみに残り、何かしらの糧かてになれば幸いです。


二〇一一年十二月　広島のＫくんにまだ秘密にしている道端さっと
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